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仲間と共に生きてきた50年を振り返り、
Genki	Groupは数々の挑戦をして成長を遂げました。

7300名を超える大家族となった今、
私たちのモットーの「家族主義」は
人々を集い、寄り添いながら、

地域からアジア全体へと笑顔を広げてきました。

　　　　　　　　　　　共に生きた50年。
共に生きていく、これからの50年

Genki	Groupは
100年企業へ
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元気グループは、過去50年の歩みを振り返ると
多くの「ありがとう」に
支えられてきました。





患者様、利用者様、そして社員の
一人ひとりの感謝の気持ちが
私たちの成長の原動力でした。

この感謝は私たちの
次のステップへ進む力です。



今後はこれまで積み上げた思いや経験を継ぎ、
医療・介護・教育事業を通じて、

元気と幸せを届ける使命を果たします。

次の50年も、新たな挑戦を続けて、
より良い未来を共に創り上げていきましょう。







グループ会長　ご挨拶

激動のNEXT50周年
英知を磨き、勇気と情熱で

共生共栄の平和な社会を実現しよう！

疾風怒濤の創業50周年ではありましたが、何よりお取引先様や献身的に働いてくれ

た仲間たちと地域社会の皆様に支えられ、励まされ、重要な社会インフラである

『医療』『介護』『教育』の分野で、私たちが元気に楽しく与えられた使命に真摯に取

り組むことができた歳月でありました。

改めて皆様のご支援とご尽力に深甚なる敬意と心からの感謝を申し上げます。

創業から50年と経た今日の日本は、当時とは真逆で、人口減少を伴う少子高齢者社

会と、全ての産業構造を変容するDX社会が進展しています。世界の潮流から取り

残されている日本は危機的な現状ですが、私たちの変わらない “使命” を果たす為

には、新たな仕組みとパラダイムの転換が必要です。

元気グループの創業の組織の消費期限は終わり、困難な時代での成長期に向けた組

織は、全面的な“変革”と“創造”が重大な課題です。変化の著しい時代の今日、創

造的破壊こそが組織の継続と活性化に繋がり、元気グループが成長し、活躍を続け

る重要な要素です。

国内外で高齢化が進行している今、『医療』『介護』『教育』の更なる基盤強化と、地

域社会の活性化こそ喫緊の課題です。縮小化する日本、そして拡大発展するアジア

で貢献するには、私たちのリソースを更に高めることが、元気グループの成長発展

の “源泉”であると確信しています。

次世代を担う仲間たちはリベラルアーツを身につけ、スキルを磨き、アジアの多様

性に共生できる自己変革を成すことが何より肝心です。

我国の少子高齢者社会が発生する様々な課題解決はインダストリー5.0（第5次産業

革命）を遂行する組織変革が急務です。予測不可能な混迷の時代こそ、元気グルー

プが社会福祉に貢献できる大きなチャンスです。

困難な時こそ、一致団結して、英知を磨き、勇気と情熱を持って元気に行動して、

“社会福祉”と“平和”の守り人となろう！

神成 裕





神成 裕介

グループ理事長　ご挨拶

ワクワクしよう！
思いを繋ぎ、幸せを創り続ける

100年企業に向かって共に生きる。

2024年10月1日、私たちGenkiGroupは50周年を迎えました。この長い年月を通

じ、私たちは仲間と共に、多くの挑戦や困難を歩み、乗り越えてまいりました。グ

ループの歴史を創り活躍してくださった仲間、諸先輩方一人一人の思いの積み重ね

がこの50年の歴史となりました。まさに、そんな仲間たちこそヒーロー、ヒロイン

だと思います。グループの礎を築いてくださり感謝申し上げます。また、私たち元

気グループのサポーターとしてどんなときもご支援をし続けてくださったご利用

者の皆様、お取引先パートナーの皆様に重ねて感謝申し上げます。

50年続く会社は数パーセントであるため、奇跡であるともいえます。そんななか、

ぶれずにあったのは、「世のため、人のため」に幸せを願い、「共に生きる」という

確固たる信念です。さて、次の50年、私たちを取り巻く環境はさらなる激変・激動

の時代を迎えます。複雑な社会課題が深刻化していく未来が待っています。日本

は人口動態、様々な推計データを見ても、バラ色の将来予測はどこにもありません。

そう、だからこそ私たち元気グループと仲間たちの出番です。未来は変えられる。

私たちは、未来のあたりまえを創っていける元気な仲間たちあり続けようではあり

ませんか。

医療、介護、教育事業という社会インフラ事業は、国づくり、街づくり、人づくり、

そのものであり、絶対になくてはならない事業です。だからこそ、どんな時代が来

ようとも、私たちが社会に元気、幸せを届けていくこと、それこそが私たちの使命

です。だからこそ、今までの50年の歴史の重みを、紡ぎ、つないできた思いのバト

ンを継承し発展していくチーム、仲間たちでありたい。

さあ、Next50年、激動の時代、未来を変えるのは私たちです。

ワクワクしながら創造していこう！

社会を幸せにする100年企業を目指して。

より良い未来のために。



Genki	Groupの50年の歩みは、挑戦と成長の連続でした。
地域への恩返しから始まった小さな一歩から、

今では社員7300名を超えるグループへ成長した軌跡を振り返ります。

Genki	Groupの足跡

医療グループ 介護グループ教育・専門事業グループ

学校法人恵済学園
東武医学技術専門学校
グループに仲間入り。

1990 19741991
韓国ソウルで臨床検査事業開始。

現会長・神成裕が
埼玉臨床検査研究所を創業。

社団法人日本証券業協会に
臨床検査業界初の株式の店頭登録をする。
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199219931997
社会福祉法人元気村誕生（埼玉県）。
第1号施設「翔裕園」開園。
介護事業を開始。

学校法人恵済学園
東武医学技術専門学校
グループに仲間入り。

「関東福祉専門学校」開校。
教育事業を開始。	 	 	

医療法人京都翔医会
グループに仲間入り。

社会福祉法人長寿村誕生
（東京都）。「足立翔裕園」開園。

関東福祉専門学校が
韓国「大田保健大学」と
姉妹校提携。
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介護保険制度スタート。

社会福祉法人杜の村誕生（宮城県）。
「かむりの里」開園。

医療法人共生会　グループに仲間入り。

タイ・バンコクジェネラルホスピタルを
中心とする3つの病院グループより、
コンサルティング業務受託。

医療法人鴻愛会
グループに仲間入り。

199819992000

中国上海市に
日中合資上海瑞東医院
有公司開業。
中国初の株式会社による
病院経営。

埼玉県鴻巣市に
フラワーラジオ開局。

学校法人明星学園　
グループに仲間入り。
（浦和学院高等学校・
浦和学院専門学校・
明星幼稚園）

社会福祉法人長寿の里誕生（千葉県）。
「鎌ヶ谷翔裕園」開園。

社会福祉法人長寿の森誕生（茨城県）。
「阿見翔裕園」開園。
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医療法人鴻愛会
グループに仲間入り。

200120062009

セイシンワークス株式会社（現	株式会社メディクルード）
を子会社化。

聖心美容外科（現	聖心美容クリニック）
グループに仲間入り。

株式会社メディケア・リード・ジャパン設立。

17



美迪克(	上海）
商務諮詢有限公司
（現	上海聖心瑞蘭医療美容
問診部有限公司）設立。

Genki	Groupの足跡

共生（大連）商務諮詢有限公司を
中国大連市に設立。

歯科クリニック
「フォレストデンタルクリニック」設立。

株式会社メデカアシスト
（現	アジアメデカ元気事業団）設立。

201020112012

カンボジア王国での教育支援活動。

株式会社サンガホールディングス設立。

学校法人志学会学院志学会高等学校
グループに仲間入り。
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201520182019
日本遮蔽技研株式会社の株式取得、
子会社化。

職員数
国内外5800人超。
売上420億円超のグループに成長。 台湾サンガ設立。
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202020212022
「みちのくサンガ」、「関東サンガ」、「関西サンガ」、
「九州サンガ」の４社を吸収合併しサンガジャパンへ。

株式会社アメックファーマシー設立。

医療法人社団	鴻愛会　こうのす共生病院新築移転。

株式会社中部和厚園　グループに仲間入り。

特定非営利活動法人
ファイアーレッズメディカル
スポーツクラブ設立。

株式会社こうしん・有限会社せきれい・
社会福祉法人福ふくの3法人　グループに仲間入り。

株式会社鷹揚館
グループに仲間入り。

株式会社七星　グループに仲間入り。

浦和学院専門学校と
東武医学技術専門学校が
合併し国際医療専門学校と校名変更。

株式会社ケイアンドワイ
グループに仲間入り。
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20232024
医療法人	京都翔医会
西京都病院新築移転。

医療法人社団	デンタルケアコミュニティ
メディカルモール洛西（グループコラボレーション）
洛西西京都クリニック×フォレストデンタル京都洛西開院。

ベトナム　Asia	Medical	Center設立。

沖縄県の安寿と中部和厚園が合併し、
株式会社爽やかな風沖縄に社名変更。

株式会社ケイアンドワイが
株式会社爽やかな風九州に社名変更。

医療法人共生会　松園病院介護医療院開院。

株式会社エネクト　グループに仲間入り。

株式会社G.com	R&M設立。

G-COM	JOINT	STOCK	COMPANY設立。

社会福祉法人心の会　グループに仲間入り。

株式会社Genkiリレーションズ	
特例子会社認定（障害者雇用）取得。

合同会社安寿グループに仲間入り。

社会福祉法人共生会
共生の家がオープン。
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沿革　創業期〜中期

Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
グ
ル
ー
プ 

創
業
期

1974

●  

理
事
長
・
神
成
裕
が
埼
玉
臨
床
検
査
研
究
所
を
創
業
。

1975

●  
有
限
会
社
埼
玉
臨
床
検
査
研
究
所
を
設
立
。

1976

●  
有
限
会
社
か
ら
株
式
会
社
に
組
織
変
更
し
、
株
式
会
社
埼
玉
臨
床
検
査
研
究
所
設
立
。
本
社
埼
玉
県
鴻
巣
市
。

1977

●  

埼
玉
県
知
事
に
本
社
研
究
所
を
衛
生
検
査
所
と
し
て
登
録
。 （
当
時
任
意
登
録
制
度
、
昭
和
55
年
か
ら
義
務
登
録
制
度
）

1981

●  

特
殊
検
査
の
需
要
拡
大
に
伴
い
、
埼
玉
県
所
沢
市
に
R
ー
設
備
（
放
射
性
同
位
元
素
を
用
い
た
検
査
設
備
）
を
有
す
る
株
式
会
社
関
東
医
学
検
査

研
究
所
を
設
立
し
当
社
の
特
殊
検
査
業
務
を
委
託
す
る
。

1984

●  

株
式
会
社
関
東
組
織
形
態
研
究
所
を
設
立
。（
後
の
富
士
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
）

1986

●  

株
式
会
社
関
東
医
学
検
査
研
究
所
を
吸
収
合
併
。

●  

合
併
に
よ
り
商
号
を
株
式
会
社
関
東
医
学
研
究
所
に
変
更
。

●  

新
検
査
棟
完
成
、
本
社
総
合
研
究
所
と
し
て
検
査
機
能
を
集
中
。

1989

●  

埼
玉
県
鴻
巣
市
新
管
理
棟
完
成
。
管
理
部
門
の
充
実
を
図
る
。

1990

●  

社
団
法
人
日
本
証
券
業
協
会
に
臨
床
検
査
業
界
初
の
株
式
の
店
頭
登
録
を
す
る
。

1991

● 

韓
国
ソ
ウ
ル
で
臨
床
検
査
事
業
開
始
。

1992

●  

学
校
法
人
恵
経
学
園
東
武
医
学
技
術
専
門
学
校　

グ
ル
ー
プ
に
仲
間
入
り
。
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介
護
・
福
祉

医
療

教
育
・
専
門
事
業

1993

●  

社
会
福
祉
法
人
元
気
村
誕
生
（
埼
玉
県
）。

第
１
号
施
設
「
翔
裕
園
」
開
園
。
介
護
事

業
を
開
始
。

1994

●  

株
式
会
社
富
士
生
物
化
学
研
究
所
を
吸
収

合
併
、
非
臨
床
試
験
事
業
を
開
始
。
商
号

を
富
士
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
に
変
更
。

1997

●  

宮
城
県
仙
台
市
よ
り
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業

を
受
託
す
る
。
仙
台
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
設
置
。

●  

社
会
福
祉
法
人
長
寿
村
誕
生
（
東
京
都
）。

「
足
立
翔
裕
園
」
開
園
。

●  

医
療
法
人
弘
正
会
、
医
療
法
人
弘
英
会

　

グ
ル
ー
プ
に
仲
間
入
り
。

●  「
関
東
福
祉
専
門
学
校
」
開
校
。
教
育
事

業
を
開
始
。

●  

関
東
福
祉
専
門
学
校
が
韓
国
「
大
田
保
健

大
学
」
と
姉
妹
校
提
携
。

1998

 

●  

中
国
上
海
市
に
日
中
合
資
上
海
瑞
東
医
院

有
公
司
開
業
。
中
国
初
の
株
式
会
社
に
よ

る
病
院
経
営
。

●  

富
士
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
ッ
ク
ス 

調
剤
薬
局
事

業
を
開
始
。

●  

株
式
会
社
フ
ラ
ワ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送

設
立
。

●  

埼
玉
県
鴻
巣
市
に
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ジ
オ
開
局
。

●  

学
校
法
人
明
星
学
園　

グ
ル
ー
プ
に
仲
間

入
り
。（
浦
和
学
院
高
等
学
校
・
浦
和
学

院
専
門
学
校
・
明
星
幼
稚
園
）

1999

●  

宮
城
県
仙
台
市
よ
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
受
託
。
太
白
区
山
田
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
設
置
。

●  

朝
日
生
命
保
険
相
互
会
社
と
福
祉
事
業
に

お
け
る
業
務
提
携
。

●  

株
式
会
社
加
卜
吉
と
業
務
提
携
。

●  

埼
玉
県
大
宮
市
よ
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
受
託
。
大
宮
市
三
橋
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
設
置
。

●  

株
式
会
社
日
本
メ
デ
ィ
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
設

立
。（
メ
デ
カ
ジ
ャ
パ
ン
・
加
ト
吉
・
松

下
電
工
・
オ
リ
ッ
ク
ス
・
矢
崎
総
業
の
５

社
出
資
）
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沿革　中期

介
護
・
福
祉

医
療

教
育
・
専
門
事
業

1999

●  

介
護
機
器
の
レ
ン
タ
ル
部
門
強
化
充
実
を

図
る
。

●  

社
会
福
祉
法
人
長
寿
の
里
誕
生
（
千
葉

県
）。「
鎌
ヶ
谷
翔
裕
園
」
開
園
。

●  
社
会
福
祉
法
人
長
寿
の
森
誕
生
（
茨
城

県
）。「
阿
見
翔
裕
園
」
開
園
。

2000

介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト
。

●  

社
会
福
祉
法
人
杜
の
村
誕
生
（
宮
城
県
）。

「
か
む
り
の
里
」
開
園
。

●  

医
療
法
人
共
生
会　
グ
ル
ー
プ
に
仲
間
入
り
。

●  

タ
イ·

バ
ン
コ
ク
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
ホ
ス
ピ
タ

ル
を
中
心
と
す
る
３
つ
の
病
院
グ
ル
ー
プ

よ
り
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
受
託
。

2001

●  

北
海
道
で
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
運
営
す
る

光
ハ
イ
ツ·

ヴ
ェ
ラ
ス
の
全
株
式
取
得
、

子
会
社
化
。

●  

社
名
を
「
株
式
会
社
関
東
医
学
研
究
所
」

よ
り
「
株
式
会
社
メ
デ
カ
ジ
ャ
パ
ン
」
に

変
更
。

●  

医
療
法
人
鴻
愛
会　
グ
ル
ー
プ
に
仲
間
入
り
。

2002

●  

株
式
会
社
メ
ー
プ
ル
ヴ
ィ
ラ
の
株
式
を
取

得
、
子
会
社
化
。

2003

● 

本
社
総
合
ラ
ボ
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
ラ
ボ
認
定
。

●  

有
限
会
社
シ
ル
バ
ア
エ
イ
ジ
（
現
関
西
サ

ン
ガ
）
設
立
。

●  

ア
ク
テ
ィ
バ
株
式
会
社
（
現
連
結
子
会
社
）

の
株
式
を
取
得
、
子
会
社
化
。

2004

●  

株
式
会
社
エ
ン
ジ
ョ
イ
（
現
関
東
サ
ン
ガ
）

設
立
。

●  

株
式
会
社
ジ
ョ
イ
ン
ラ
イ
フ
と
の
新
会
社

設
立
に
関
す
る
基
本
合
意
書
締
結
。

●  

株
式
会
社
メ
デ
カ
ジ
ャ
パ
ン
よ
り
臨
床
検

査
事
業
を
会
社
分
割
、
新
会
社
株
式
会
社

メ
デ
カ
ジ
ャ
パ
ン
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
発
足
。
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●  

秋
田
県
田
沢
湖
町
に
「
ぶ
な
の
森
玉
川
温

泉
湯
治
館
そ
よ
風
」
オ
ー
プ
ン
。

●  

臨
床
検
査
事
業
を
株
式
会
社
メ
デ
カ
ジ
ャ

パ
ン
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
と
し
て
分
社
、
連

結
子
会
社
と
す
る
。

2005

●  

有
限
会
社
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ハ
ン
ユ
ウ
設
立

（
現
み
ち
の
く
サ
ン
ガ
）。

●  

富
士
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
、
名
古
屋
証

券
取
引
所
「
セ
ン
ト
レ
ッ
ク
ス
」
に
株
式

上
場
。

2006

●  

聖
心
美
容
外
科
（
現
聖
心
美
容
ク
リ
ニ
ッ

ク
）　

グ
ル
ー
プ
に
仲
間
入
り
。

●  

セ
イ
シ
ン
ワ
ー
ク
ス
株
式
会
社
の
社
名
、

株
式
会
社
メ
デ
ィ
ク
ル
ー
ド
ヘ
商
号
変
更
。

●  

セ
イ
シ
ン
ワ
ー
ク
ス
株
式
会
社
（
現
株
式

会
社
メ
デ
ィ
ク
ル
ー
ド
）
を
子
会
社
化
。

2007

●  

光
ハ
イ
ツ
・
ヴ
ェ
ラ
ス 
札
幌
証
券
取
引
所

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
市
場
に
株
式
上
場
。

2008

●   

株
式
会
社
メ
デ
カ
ジ
ャ
パ
ン
・
ラ
ボ
ラ
ト

リ
ー
の
全
株
式
を
譲
渡
。

2009

●  

株
式
会
社
九
州
サ
ン
ガ
設
立
。

●  

株
式
会
社
メ
デ
ィ
ケ
ア
・
リ
ー
ド
・
ジ
ャ

パ
ン
設
立
。

2010

●  

株
式
会
社
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ハ
ン
ユ
ウ
の
商

号
を
株
式
会
社
み
ち
の
く
サ
ン
ガ
に
変
更
。

●  

有
限
会
社
シ
ル
バ
ア
エ
イ
ジ
の
商
号
を
株

式
会
社
関
西
サ
ン
ガ
に
変
更
。

●  
美
迪
克
（
上
海
）
商
努
次
口
洵
有
限
公
司

を
中
国
上
海
に
設
立
。

2011

●  

株
式
会
社
東
海
サ
ン
ガ
設
立
。

●  

共
生
（
大
連
）
商
務
諮
詢
有
限
公
司
を
中

国
大
連
市
に
設
立
。

●  

歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
「
フ
ォ
レ
ス
ト
デ
ン
タ

ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
設
立
。

●  

聖
心
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
上
海
院
開
院
。

●  

株
式
会
社
メ
デ
カ
ア
シ
ス
ト
（
現
ア
ジ
ア

メ
デ
カ
）
設
立
。
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沿革　後期

介
護
・
福
祉

医
療

教
育
・
専
門
事
業

2012

●  

株
式
会
社
サ
ン
ガ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
設
立
。　

 

（
み
ち
の
く
サ
ン
ガ
・
関
東
サ
ン
ガ
・
東

海
サ
ン
ガ
関
西
サ
ン
ガ
・
九
州
サ
ン
ガ
持

株
会
社
化
）

●  
株
式
会
社
エ
ン
ジ
ョ
イ
の
商
号
を
株
式
会

社
関
東
サ
ン
ガ
に
変
更
。

●  

学
校
法
人
志
学
会
学
院
志
学
会
高
等
学
校　

グ
ル
ー
プ
に
仲
間
入
り
。

●  

ク
ヴ
ィ
ア
ン
小
学
校
及
び
中
学
校
起
工

式
。（
カ
ン
ボ
ジ
ア
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
市
） 

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
で
の
教
育
支
援
活
動
。

2014

●  

恒
裕
養
老
服
務
（
上
海
）
有
限
公
司
と
の

資
本
業
務
提
携
締
結
。

2015

●  

台
湾
サ
ン
ガ
設
立
。

●  

幸
福
長
者
匪
（
中
国
溜
陽
市
）
開
設
。

●  

溜
陽
泉
輝
国
際
老
年
康
復
有
限
公
司
と
の

資
本
業
務
提
携
締
結
。

2016

●  

上
海
恒
裕
曹
家
渡
老
年
福
利
院
（
中
国
上

海
市
）
開
設
。

2017

●  

広
州
谷
豊
園
健
康
産
業
投
資
有
限
公
司
と

の
資
本
業
務
提
携
締
結
。

● Angkor,Japan Friendship 
international Hospital 

開
院
。

●  M
O

SSSANGA CO
.,LTD.

（
タ
イ
）
設
立
。

●  Cam
bodia,Japan Friendship 

Technical Education Center 

開
校
。

2018

●    

大
連
市
爽
や
か
な
風—

小
規
模
多
機
能
社

区
養
老
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
、
日
本
元
気
グ
ル
ー
プ
は
大
連
市
甘

井
子
区
と
提
携
。

●    

台
湾
サ
ン
ガ
第
１
号
施
設
台
南
市
に
オ
ー

プ
ン
。

●  CT ASIA Robotics （
タ
イ
）
並
び
に

JAGUR TECHNO
LO

GY （
ム
ロ
湾
）
と

ア
ジ
ア
に
お
け
る
医
療
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の

共
同
開
発
・
販
売
に
お
い
て
基
本
合
意
。

●  

日
本
遮
蔽
技
研
株
式
会
社
の
株
式
取
得
、

子
会
社
化
。

●  

カ
ン
ボ
ジ
ア
ア
ン
コ
ー
ル
大
学
と
の
日
本

語
教
育
講
座
開
設
に
伴
う
契
約
締
結
。

2019

●  

職
員
数　

国
内
外
５
８
０
０
人
超
。
売
上　

４
２
０
億
円
超
の
グ
ル
ー
プ
に
成
長
。
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2020

●  

特
定
非
営
利
活
動
法
人
フ
ァ
イ
ア
ー
レ
ッ

ズ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
。

2021

●  「
み
ち
の
く
サ
ン
ガ
」、「
関
東
サ
ン
ガ
」、

「
関
西
サ
ン
ガ
」、「
九
州
サ
ン
ガ
」
の
４

社
を
吸
収
合
併
し
サ
ン
ガ
ジ
ャ
パ
ン
へ
。

●  

株
式
会
社
中
部
和
厚
園　

グ
ル
ー
プ
に
仲

間
入
り
。

●  

医
療
法
人
社
団	

鴻
愛
会
　
こ
う
の
す
共
生

病
院
新
築
移
転
。

● 

株
式
会
社
ア
メ
ッ
ク
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
設
立
。

2022

●  
株
式
会
社
鷹
揚
館　
グ
ル
ー
プ
に
仲
間
入
り
。

●  

株
式
会
社
ケ
イ
ア
ン
ド
ワ
イ　

グ
ル
ー
プ

に
仲
間
入
り
。

● 

株
式
会
社
七
星　

グ
ル
ー
プ
に
仲
間
入
り
。

●  

株
式
会
社
こ
う
し
ん
・
有
限
会
社
せ
き
れ

い
・
社
会
福
祉
法
人
福
ふ
く
の
３
法
人　

グ
ル
ー
プ
に
仲
間
入
り
。

●  

浦
和
学
院
専
門
学
校
と
東
武
医
学
技
術
専

門
学
校
が
合
併
し
国
際
医
療
専
門
学
校
と

校
名
変
更
。

2023

●  

社
会
福
祉
法
人
共
生
会　

共
生
の
家
が

オ
ー
プ
ン
。

●  

株
式
会
社
Ｇ
ｅ
ｎ
ｋ
ｉ
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ 

特
例
子
会
社
認
定
（
障
害
者
雇
用
）
取
得
。

● 

合
同
会
社
安
寿　
グ
ル
ー
プ
に
仲
間
入
り
。

●  

医
療
法
人	

京
都
翔
医
会
　
西
京
都
病
院
新

築
移
転
。

2024

●  

沖
縄
県
の
安
寿
と
中
部
和
厚
園
が
合
併

し
、
株
式
会
社
爽
や
か
な
風
沖
縄
に
社
名

変
更
。

●  

株
式
会
社
ケ
イ
ア
ン
ド
ワ
イ
が
株
式
会
社

爽
や
か
な
風
九
州
に
社
名
変
更
。

●  

社
会
福
祉
法
人
心
の
会　

グ
ル
ー
プ
に
仲

間
入
り
。

●  
医
療
法
人
共
生
会
　
松
園
病
院
介
護
医
療

院
開
院
。

●  

医
療
法
人
社
団	

デ
ン
タ
ル
ケ
ア
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
　
メ
デ
ィ
カ
ル
モ
ー
ル
洛
西
（
グ
ル

ー
プ
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
洛
西
西
京
都

ク
リ
ニ
ッ
ク
×
フ
ォ
レ
ス
ト
デ
ン
タ
ル
京

都
洛
西
　
開
院
。

●  

ベ
ト
ナ
ム
　Asia	M

edical	Center

設
立
。

●  

株
式
会
社
エ
ネ
ク
ト 　

グ
ル
ー
プ
に
仲
間

入
り
。

● 

株
式
会
社G.com

 R&M

設
立
。

●  G-COM
 JOINT STOCK COM

PANY

設
立
。
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For next	 50years.
Genki	Groupの創業時から「人の心を大切にする」企業理念に賛同し、
猛烈に働いてこられた大竹さん、作山さん、原口さん、広瀬さんに創業当時のお話を伺いました。
時代は変わっても受け継いでもらいたい、Genki	Groupの後輩たちへのメッセージもいただきました。

寝ずに一丸となって
働いた時代が
あったからこそ！
この事業は拡大をしてきた

作
山 

和
男

さ
き
た
ま
国
際
学
院
株
式
会
社

事
務
局
長

大
竹 

敏
朗

さ
き
た
ま
国
際
学
院
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
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For next	 50years.
み
な
さ
ん
はGenki Group

の
創
業
時
か
ら
こ

の
グ
ル
ー
プ
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
方
々
で
す
が
、

最
初
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

原
口　

私
は
１
９
７
４
年
、
21
歳
の
こ
ろ
に
現
会

長
の
神
成
裕
が
創
業
し
た
埼
玉
臨
床
検
査
研
究
所

に
入
社
し
ま
し
た
。
当
時
は
知
識
や
経
験
が
な
い

な
が
ら
も
、
血
液
・
尿
検
査
に
入
る
前
処
理
を
手

伝
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

大
竹　

私
は
、
１
９
９
１
年
に
関
東
医
学
研
究
所

に
入
社
致
し
ま
し
た
。
臨
床
検
査
会
社
の
物
販
を

ユ
ー
ザ
ー
に
認
め
て
頂
く
営
業
を
各
支
社
、
営
業

所
の
方
々
と
同
行
巡
回
を
し
な
が
ら
、
た
く
さ
ん

の
職
員
の
皆
様
に
支
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後G

enki G
roup

の
一
員
と
し
て
医
療
・

介
護
・
教
育
の
事
業
向
け
の
サ
ポ
ー
ト
に
重
点
を

置
き
医
療
機
関
、
介
護
施
設
の
開
業
支
援
及
び
備

品
、
改
修
工
事
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

作
山　

私
は
元
気
村
に
１
９
７
８
年
に
入
社
し
て
、

営
業
を
担
当
し
ま
し
た
。
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
非
常
に
不
得
手
な
自
分
を
変
え
た
く
て

自
ら
営
業
を
希
望
し
た
の
で
す
。
介
護
事
業
に
い

ろ
い
ろ
と
携
わ
っ
た
の
ち
、
２
０
１
６
年
に
カ
ン

ボ
ジ
ア
へ
行
き
、
現
地
の
病
院
の
運
営
に
関
わ
り
、

今
年
退
任
し
て
晴
れ
て
自
由
の
身
に
な
り
ま
し
た

（
笑
）。

広
瀬 

秀
男

原
口 

重
美

一
般
社
団
法
人 

日
本
高
齢
者
福
祉
協
会

理
事
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広
瀬　

私
は
、
田
舎
の
50
床
程
の
病
院
に
勤
め
て

い
た
時
、
院
長
先
生
か
ら
こ
れ
か
ら
の
診
療
は

「
主
観
的
な
診
療
か
ら
サ
イ
エ
ン
ス
に
基
づ
く
客

観
性
」
が
必
要
と
、
検
査
技
師
に
成
る
事
を
進
め

ら
れ
専
門
学
校
に
進
学
し
免
許
書
を
取
得
し
勤
務

後
、
同
窓
会
長
か
ら
紹
介
を
さ
れ
面
接
に
伺
っ
た

際
、
院
長
先
生
と
同
様
に
一
般
的
な
開
業
医
院
等

で
も
多
く
の
患
者
様
が
近
代
的
な
臨
床
検
査
の
恩

恵
を
受
け
ら
れ
る
様
に
と
の
思
い
か
ら
埼
玉
臨
床

検
査
研
究
所
を
設
立
し
た
事
と
、
検
査
を
行
う
上

で
一
番
大
事
な
「
検
査
は
正
確
、
迅
速
且
つ
患
者

さ
ん
の
身
に
な
っ
て
」
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
対
す
る
病

め
る
患
者
さ
ん
へ
の
手
助
け
の
一
助
に
な
る
事
。

ま
た
、
会
社
に
関
す
る
将
来
の
こ
と
想
い
を
情
熱

を
も
っ
て
お
話
し
頂
き
感
銘
を
受
け
１
９
８
２
年

に
入
社
し
ま
し
た
。

大
竹　

会
長
は
今
も
、
将
来
の
こ
と
を
熱
っ
ぽ
く

語
る
方
で
す
が
、
私
が
初
め
て
お
会
い
し
た
と
き

か
ら
す
ご
く
熱
い
方
で
し
た
。
こ
ん
な
熱
量
を
持

っ
て
い
る
方
に
会
っ
た
こ
と
が
な
く
て
、
気
づ
い

た
ら
「
ぜ
ひ
入
社
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。

原
口　

私
も
入
っ
た
当
時
、
会
長
か
ら
血
液
検
査

の
大
切
さ
を
聞
か
さ
れ
、
若
い
な
が
ら
も
「
将
来

性
が
あ
り
そ
う
な
事
業
だ
な
」
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
会
長
は
秋
田
出
身
な
の
で
、
秋
田
で
会
社
を

興
そ
う
と
も
考
え
た
ら
し
い
の
で
す
が
、
冬
は
雪

で
大
変
だ
と
い
う
こ
と
で
、
縁
あ
っ
て
埼
玉
に
落

ち
着
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

広
瀬　

１
９
８
６
年
に
臨
床
検
査
に
関
す
る
規
則

が
厳
格
化
さ
れ
「
医
療
機
関
で
の
検
体
受
領
か
ら

検
査
結
果
の
報
告
ま
で
の
各
工
程
に
関
す
る
標
準

化
を
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
に
付
随
す
る
標
準
作
業

書
、
各
種
作
業
日
誌
、
台
帳
等
」
を
整
備
す
る
こ

と
。
ま
た
日
本
医
師
会
主
催
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
サ

ー
ベ
イ
へ
の
参
加
等
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。
今
ま

で
以
上
に
精
度
保
証
の
充
実
と
夜
間
業
務
等
の
省

人
化
を
目
的
と
し
た
業
界
初
の
近
代
的
検
査
シ
ス

テ
ム
を
構
築
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

大
竹　

会
長
は
と
て
も
人
情
に
厚
く
、
入
社
ま
も

な
く
自
宅
が
火
事
に
な
っ
た
時
に
親
身
に
支
援
い

た
だ
い
た
の
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
立
派
な
ス
ー

ツ
を
４
着
い
た
だ
い
た
の
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

会
社
の
人
た
ち
も
い
ろ
い
ろ
助
け
て
く
だ
さ
っ
て
、

「
温
か
い
会
社
だ
な
」
と
感
激
し
ま
し
た
。

作
山　

創
業
当
時
は
、会
長
の
熱
意
と
人
情
深
さ

が
、み
ん
な
の
や
る
気
を
鼓
舞
し
て
い
た
と
思
い
ま

す
。人
を
動
か
す
の
は
や
っ
ぱ
り
人
の
心
で
す
ね
。

み
な
さ
ん
が
入
社
さ
れ
た
時
代
は
日
本
人
が
猛
烈

に
働
い
て
い
た
時
代
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
ど

“たくさんの人と
関われたことが
自身の成長に
つながりました”
大竹
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番
良
か
っ
た
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

大
竹　

や
は
り
い
ろ
い
ろ
な
人
と
関
わ
れ
た
こ
と

で
し
ょ
う
か
。
入
社
前
、
家
電
販
売
を
し
て
い
た

と
き
は
決
ま
っ
た
同
じ
人
に
し
か
会
わ
な
か
っ
た

ん
で
す
。
そ
れ
が
い
ろ
い
ろ
な
施
設
や
病
院
を
回

ら
せ
て
い
た
だ
く
仕
事
に
変
わ
っ
て
、
非
常
に
た

く
さ
ん
の
方
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
物
販
を
担
当
す
る
中
で
何
回
も
失
敗

を
し
ま
し
た
け
ど
、
神
成
会
長
が
何
回
で
も
チ
ャ

ン
ス
を
く
れ
た
ん
で
す
よ
。
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
し
、
失
敗
を
恐
れ
ず
、
受
け
た
恩
は
必
ず
返

す
ん
だ
と
い
う
精
神
が
身
に
つ
き
ま
し
た
。
当
時

は
無
我
夢
中
で
、
と
き
に
は
「
苦
し
い
な
あ
」
と

思
っ
た
も
の
で
す
が
、
今
振
り
返
る
と
一
番
楽
し

か
っ
た
時
期
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
海
外
に
も
た
く

さ
ん
行
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ベ
ト
ナ
ム
、
台
湾
、
中
国
、
韓
国
、
タ
イ
な
ど
に

行
っ
て
、
展
示
会
を
開
く
な
ど
貴
重
な
経
験
を
し

ま
し
た
。
ほ
か
の
会
社
で
は
経
験
で
き
な
い
よ
う

な
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
こ
と
ば
か
り
で
す
。
今
73

歳
な
ん
で
す
け
ど
素
晴
ら
し
い
人
生
を
送
れ
た
な

と
思
い
ま
す
。

作
山　

私
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
病
院
経
営
や
介
護
、

教
育
分
野
の
支
援
を
し
た
経
験
が
一
番
大
き
く
て
、

感
謝
し
て
い
ま
す
。
現
地
の
文
化
や
人
に
触
れ
、

ん
な
働
き
方
を
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
か
？

原
口　

仕
事
が
楽
し
か
っ
た
か
ら
な
の
で
す
が
、

と
に
か
く
夢
中
で
寝
ず
に
働
い
て
い
ま
し
た
。
今

だ
と
完
全
に
ア
ウ
ト
で
す
よ
ね
。
我
々
は
学
が
な

い
の
で
、
人
の
２
倍
・
３
倍
働
い
て
や
っ
と
追
い

つ
く
。
朝
の
３
時
ま
で
飲
食
し
て
家
に
帰
っ
て
ま

た
働
く
み
た
い
な
こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
。

作
山　

ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
の

が
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。

広
瀬　

あ
り
ま
し
た
ね
。

作
山　

深
夜
ま
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
上
司
が

夜
食
に
お
寿
司
を
取
っ
て
ね
ぎ
ら
っ
て
く
れ
る
ん

で
す
よ
。
そ
れ
は
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
、
そ
の

後
深
夜
２
時
く
ら
い
か
ら
会
議
を
し
て
、
終
わ
る

の
は
朝
５
時
ぐ
ら
い
。
長
い
と
き
は
朝
11
時
ま
で

か
か
る
感
じ
で
し
た
。

原
口　
「
24
時
間
働
け
ま
す
か　

リ
ゲ
イ
ン
」
の

時
代
だ
っ
た
の
で
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
で
す

が
、
み
ん
な
充
実
し
て
イ
キ
イ
キ
し
て
い
た
ん
で

す
よ
ね
。

み
な
さ
ん
、Genki Groupe

の
前
身
の
会
社
や

第
一
号
の
会
社
か
ら
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ

て
、
長
く
お
勤
め
に
な
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

Genki Groupe

の
一
員
と
し
て
働
か
れ
て
、
一

〝「
共
に
生
き
る
」
は

仲
良
く
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

皆
で
連
携
を
取
っ
て

ハ
ー
ド
ル
を
越
え
る
こ
と
〞

作
山
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世
界
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
が
あ
る
と
肌
で
感

じ
ま
し
た
し
、
日
本
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
ら
得

ら
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
常
に
問
題
点
は

い
っ
ぱ
い
出
て
く
る
ん
で
す
が
、
挑
戦
す
る
楽
し

さ
を
経
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
考
え
続
け
て

い
る
と
、
通
勤
中
や
お
風
呂
に
入
っ
て
い
る
と
き

に
ふ
と
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん
だ
り
す
る
ん
で
す
ね
。

諦
め
ず
に
考
え
る
こ
と
の
繰
り
返
し
で
し
た
。
こ

の
グ
ル
ー
プ
の
精
神
「
共
に
生
き
る
」
っ
て
仲
良

し
こ
よ
し
を
す
る
こ
と
で
は
な
い
ん
で
す
よ
。
自

分
の
目
の
前
に
あ
る
仕
事
の
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
る

た
め
に
は
、
仲
間
と
し
っ
か
り
連
携
を
取
っ
て
、

一
丸
と
な
っ
て
こ
そ
達
成
で
き
る
、
そ
う
い
う
意

味
な
ん
で
す
。
た
だ
の
仲
良
し
こ
よ
し
は
続
か
な

い
で
す
が
、
違
っ
た
考
え
を
持
つ
人
た
ち
が
集
ま

り
、
お
互
い
の
個
性
を
尊
重
し
つ
つ
力
を
発
揮
す

る
こ
と
で
、
人
と
組
織
の
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。

G
enki G

roup

が
大
き
く
成
長
で
き
た
の
も
、い

ろ
ん
な
力
が
集
ま
っ
て
協
力
し
合
え
た
か
ら
こ
そ

だ
と
思
い
ま
す
。

広
瀬　

臨
床
検
査
技
師
を
養
成
す
る
専
門
学
校
に

非
常
勤
講
師
（
講
座
：
生
化
学
）
と
し
て
ま
さ
か

の
教
壇
に
約
３
年
間
に
渡
り
立
ち
ま
し
た
。
そ
の

後
、
こ
の
専
門
学
校
の
理
事
長
に
就
任
し
、
一
人

で
も
多
く
の
優
秀
な
臨
床
検
査
技
師
の
育
成
を
教

職
員
と
共
に
目
指
し
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、
浅

草
合
羽
橋
商
店
街
の
一
角
に
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の

建
設
等
々
、
多
く
の
経
験
と
多
く
の
人
と
の
出
会

い
恵
ま
れ
検
査
室
以
外
の
有
意
義
な
道
を
歩
ん
で

き
ま
し
た
。

原
口　

私
は
「
嘘
を
つ
か
な
い
」
と
い
う
こ
と
を

学
べ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
人
を
騙
し
た
り
せ
ず
、

自
分
の
仕
事
を
一
生
懸
命
に
や
る
、
と
い
う
こ
と

を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
会
長
か
ら
は
「
騙
さ

れ
て
も
騙
す
な
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。
会
長

ご
自
身
が
と
て
も
誠
実
な
方
な
の
で
、
ご
自
身
の

経
験
か
ら
出
た
言
葉
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
を
担
う
次
世
代
の
後
輩
た

ち
に
引
き
継
ぎ
た
い
こ
と
は
何
で
す
か
？

広
瀬　

私
は
今
77
歳
で
、
44
年
間
こ
の
会
社
で
働

い
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
、
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん

と
上
下
関
係
な
く
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
自

身
の
成
長
に
つ
な
が
っ
た
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
今
の
若
い
方
々
に
も
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
た
く
さ
ん
取
っ
て
も
ら
い
た
い

な
と
思
い
ま
す
。
お
年
寄
り
だ
と
か
、
普
段
話
す

機
会
が
な
か
な
か
な
い
世
代
と
話
す
こ
と
も
新
し

い
気
づ
き
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
の
ま

わ
り
に
い
る
同
世
代
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な

人
と
関
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
自
分
の
思
っ
て

“人とコミュニケーションを
取ってほしい。
素直な心で自分の思いを
伝えてください”
広瀬



1978年に元気村の前身「埼玉臨床検査研究所」に入社。
営業職として活躍。平成28年にカンボジアへ渡り、病院
経営や介護、教育分野での支援を行う。現在は「さきた
ま国際学院」の事業局長として、留学生の日本語学習を
支援。人材育成に貢献している。

作山 和男 さきたま国際学院 株式会社　事務局長

1991年、関東医学研究所に入社し、物品の導入や販売に
携わる。現在は埼玉県行田市の日本語学校「さきたま国
際学院株式会社」の代表取締役。

大竹 敏朗 さきたま国際学院 株式会社　代表取締役社長

元気村の前身「埼玉臨床検査研究所」に臨床検査技師と
して入社。検査技師として活躍しながら、複数のラボの
運営や臨床検査技師の専門学校の経営などにも携わり、
臨床医療事業に貢献後、退任。黎明期から44年間Genki	
Groupを支えた功労者の一人。

広瀬 秀男
1974年、元気村の前身「埼玉臨床検査研究所」にアルバ
イトとして入り、その後社員となる。臨床の現場を学ん
だのち、関東福士専門学校など複数の専門学校運営に従
事。現在は日本高齢者福祉協会の理事として高齢者向け
サービス事業に関わる。

原口 重美 一般社団法人 日本高齢者福祉協会　理事

い
る
こ
と
を
素
直
に
話
し
て
、
相
手
の
言
う
こ
と

も
よ
く
聞
く
、
そ
ん
な
人
間
関
係
を
築
い
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
竹　

様
々
な
経
験
と
多
く
の
方
々
と
の
関
わ
り

を
持
つ
。
出
来
な
い
と
言
う
事
は
簡
単
で
す
が
、

出
来
な
け
れ
ば
出
来
る
様
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
考
え
る
事
。
そ
う
す
れ
ば
絶
対
に
成

長
で
き
る
の
で
、
積
極
的
に
動
い
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

作
山　

海
外
に
行
っ
て
み
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
私

の
カ
ン
ボ
ジ
ア
８
年
間
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
長

す
ぎ
ま
す
け
ど（
笑
）、少
な
く
と
も
数
年
は
海
外

に
行
っ
て
、
日
本
と
は
違
う
文
化
に
触
れ
て
み
て

ほ
し
い
で
す
。
歳
を
取
っ
て
か
ら
だ
と
体
力
的
に

大
変
で
す
か
ら
、
で
き
れ
ば
若
い
と
き
に
海
外
へ

行
く
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
ら
手
を
挙
げ
て
み
た
ら

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

原
口　

今
は
Ａ
Ｉ
化
が
進
み
、
僕
ら
の
と
き
と
は

だ
い
ぶ
状
況
が
変
わ
り
ま
し
た
け
ど
、
そ
れ
で
も

根
底
に
あ
る
「
人
の
心
を
大
切
に
す
る
」
と
い
う

こ
と
は
変
わ
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
を
こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
会
長
を
始
め
と

し
て
、
何
千
人
も
の
人
た
ち
が
大
切
に
し
て
き
た

こ
と
で
す
か
ら
、
末
長
く
受
け
継
い
で
も
ら
え
た

ら
嬉
し
い
で
す
。

〝
時
代
が
変
わ
っ
て
も

変
わ
ら
な
い

「
人
の
心
を
大
切
に
す
る
」

精
神
〞

原
口



私たちは「共に生きる」の共通理念のもと
医療・介護福祉・教育分野を中心に
複数の事業運営を行なっている

コングロマリットです。

Genki	Groupの共に生きる仲間たち

介護グループ

34



医療グループ
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教育グループ

36



専門事業
グループ
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海外子会社・合弁会社

海外グループ会社

海外
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海外子会社・合弁会社

海外グループ会社

カンボジア

中国広州
台湾

中国大連

中国上海

ベトナム
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埼玉
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千葉

茨城

東京

神奈川

大阪

愛知

滋賀

静岡

兵庫

広島

京都

福岡

熊本

大分

鹿児島

沖縄

宮城

福島

岩手

秋田

北海道
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Genki	Groupの
50年間の
成長記録

売上推移

7600
全グループ従業員数 外国人従業員数

売上比率 事業別の従業員比率
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メッセージの宛先

お客さまからのメッセージ

Genki Group の仲間たちに送られてきた
お客さまからのメッセージを紹介します！ページ下も注目を！

ここからは、医療・介護福祉・教育分野を中心に
各法人紹介とその代表者、管理職による

今までの50年と、これからの50年を語り尽くした
対談・座談会の収録を紹介します！

Genki	Groupの
共に生きる仲間たち
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医療法人社団 鴻愛会

Coming Soon

44医療法人社団  鴻愛会　こうのす共生病院　薬剤科　森 弘樹さんへ

親切に説明してくれてありがとう。こんなことをしてもらったのは初めてです。



Coming Soon

45 医療法人社団  鴻愛会　こうのす共生病院　看護部　林 崇子さんへ

ベッドで寝かせてもらい助かりました。声をかけてくださりありがとう。



医療法人 共生会

少子高齢化により、さまざまな課題を抱える岩手県の松園地区。
医療法人共生会松園病院介護医療院は、地域に支えられて成長してきたからこそ、

今度は自分たちが地域に貢献し新たな未来を切り拓きたいと考えています。

医療・介護の領域に捉われず
街づくりにも貢献していきたい

平
澤 

大

松
園
病
院 

介
護
医
療
院
　
理
事
長

君
島 

勝
幸

松
園
病
院 

介
護
医
療
院
　
事
務
長

46医療法人 共生会　松園第二病院　薬剤科　松田 潤さんへ

説明が分かりやすく一発で理解できた。ありがとう。



Genki Group

に
仲
間
入
り
し
た
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

平
澤　

実
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
当
院
は
か
な
り
経

営
状
況
が
危
な
く
な
り
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
経
営

が
傾
い
た
２
０
０
０
年
ご
ろ
、
手
を
差
し
伸
べ
て

く
れ
た
の
が
神
成
会
長
だ
っ
た
の
で
す
。

君
島　

神
成
会
長
が
同
じ
東
北
の
秋
田
県
出
身
で
、

隣
県
に
あ
る
当
院
の
情
報
が
耳
に
入
っ
た
そ
う
で

す
ね
。
盛
岡
を
通
っ
て
よ
く
東
京
に
行
っ
て
い
て
、

地
域
の
縁
が
あ
る
病
院
を
救
い
た
い
と
思
っ
て
く

だ
さ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
当
時
は
病
院
全

体
の
経
営
状
況
が
厳
し
く
て
倒
れ
る
病
院
が
多
く
、

当
院
も
同
様
で
し
た
が
、
幸
い
に
も
神
成
会
長
が

お
声
が
け
し
て
く
れ
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
。

河
嶋　

神
成
会
長
は
現
場
の
人
た
ち
の
意
見
を
重

視
し
て
く
れ
て
、
顔
を
出
さ
な
い
し
口
も
出
し
ま

せ
ん
。
し
か
し
治
療
方
針
の
改
訂
な
ど
で
制
度
が

変
わ
り
経
営
が
次
第
に
厳
し
い
状
況
に
な
っ
た
と

き
に
は
、
会
長
自
ら
「
地
域
に
と
っ
て
大
事
な
病

院
な
の
だ
か
ら
、
も
っ
と
し
っ
か
り
し
な
い
と
い

け
な
い
」
と
真
剣
に
考
え
て
く
れ
て
、
現
在
の
平

澤
理
事
長
を
中
心
に
し
た
体
制
へ
と
変
わ
り
ま
し

た
。
２
０
０
２
年
に
は
、
職
員
み
ん
な
で
考
え
て

法
人
名
を
「
医
療
法
人
共
生
会
」
に
変
更
し
て
い

ま
す
。

特
に
印
象
に
残
っ
た
困
難
な
時
期
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

河
嶋　

や
は
り
コ
ロ
ナ
禍
は
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

当
時
、
第
二
病
院
が
す
ご
く
頑
張
っ
て
く
れ
て
、

職
員
も
地
域
住
民
も
「
地
域
に
と
っ
て
な
く
て
は

な
ら
な
い
病
院
」
と
実
感
し
ま
し
た
。
神
成
会
長

は
常
々
「
社
会
的
に
弱
い
人
を
守
る
べ
き
」
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
す

ね
。
岩
手
県
は
人
口
が
減
っ
て
い
て
、
特
に
松
園

地
区
は
そ
の
様
子
が
顕
著
で
す
が
、
そ
れ
で
も
弱

い
人
を
守
り
続
け
る
の
は
必
要
で
す
し
、
そ
れ
が

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

河
嶋 

寛

松
園
病
院 

介
護
医
療
院
　
院
長

医療法人 共生会は、一般病床・地域包括ケア病床・療
養病床を有し地域の医療を支える松園第二病院、高齢
者の暮らしを医療と介護の両面で支える松園病院介護
医療院、高齢者の生活を多様な介護サービスで支える
複合ケアセンターまつぞのの 3 施設を中心に地域の
様々な医療と介護と生活に寄り添ったサービスを提供
しております。2024 年 1 月に医療療養と介護療養を有
する松園第一病院が介護医療院に新築移転したことで、
新しい形で地域の人々の暮らしを支える体制が整いま
した。松園地域の人たちが安心して生活できるよう医
療・介護・福祉の分野から地域生活を支えていきます。

47 医療法人 共生会　松園第二病院　リハビリテーション科　近藤 有希さんへ

心安らぐ対応で大変快適に専念でき、感謝しています。



ま
た
、
当
院
は
も
と
も
と
第
一
病
院
と
第
二
病
院

が
あ
る
の
で
す
が
、
以
前
は
両
方
と
も
一
般
病
院

で
同
じ
診
療
科
が
あ
っ
て
患
者
さ
ん
を
取
り
合
っ

て
い
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
後
、
第
一
病
院
は
敷
地

が
広
い
の
で
医
療
病
棟
に
、
第
二
病
院
は
街
の
中

心
に
あ
っ
て
患
者
さ
ん
が
通
い
や
す
い
の
で
一
般

病
棟
に
な
り
、
介
護
医
療
院
も
開
院
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
医
療
の
存
在
意
義
を
実
感
し
た
か
ら

こ
そ
、
あ
ら
た
め
て
医
療
、
介
護
で
住
民
に
寄
り

添
っ
て
「
共
に
生
き
る
」
を
全
う
し
た
い
で
す
ね
。

君
島　

介
護
医
療
院
の
移
転
に
足
掛
け
８
年
か
か

っ
た
の
も
、
コ
ロ
ナ
禍
が
一
因
で
し
た
よ
ね
。
そ

も
そ
も
の
ス
タ
ー
ト
は
第
一
病
院
を
介
護
医
療
院

に
移
転
す
る
と
い
う
話
だ
っ
た
の
で
す
が
、
第
二

病
院
も
統
合
し
よ
う
と
い
う
話
が
５
年
く
ら
い
前

に
出
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
土
地
を
探
し
て
み
て

も
、
松
園
か
ら
離
れ
な
い
と
見
つ
か
ら
な
い
。
最

終
的
に
神
成
会
長
が
「
松
園
で
や
ら
な
い
と
意
味

が
な
い
」
と
判
断
し
、
最
終
的
に
現
在
の
場
所
に

移
転
さ
せ
ま
し
た
。「
松
園
で
や
り
続
け
る
」と
い

う
の
は
、
神
成
会
長
と
河
嶋
先
生
の
強
い
思
い
な

の
で
、
私
も
共
に
大
事
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

今
後
の
50
年
で
取
り
組
み
た
い
こ
と
、
注
目
し
て

い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

河
嶋　

で
き
れ
ば
生
き
て
い
た
い
ね
（
笑
）。
そ

し
て
松
園
地
区
を
再
生
し
た
い
で
す
。
80
歳
を
過

ぎ
て
も
働
く
こ
と
が
で
き
る
自
分
が
恵
ま
れ
て
い

る
と
思
う
か
ら
こ
そ
、
医
師
と
し
て
人
間
と
し
て

成
長
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
の
地
域
の
方
々
へ
恩
返

し
す
る
気
持
ち
で
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

松
園
地
区
は
も
と
も
と
、
県
内
で
一
番
人
口
の
多

い
新
興
住
宅
地
で
し
た
。
け
れ
ど
人
口
が
減
り
、

冬
の
厳
し
さ
か
ら
お
年
寄
り
は
マ
ン
シ
ョ
ン
に
移

っ
た
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。
し
か
し
近
年
、
内

閣
府
が
実
施
す
る
住
宅
団
地
の
再
生
に
係
る
ハ
ン

ズ
オ
ン
支
援
の
対
象
に
松
園
地
区
が
選
ば
れ
、
県

や
市
も
協
力
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
街
の
再
生

に
勢
い
が
出
て
き
ま
し
た
。
医
療
や
福
祉
は
住
民

が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
要
だ
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
私
た
ち
も
尽
力
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

平
澤　

少
子
高
齢
化
は
大
問
題
で
す
よ
ね
。
日
本

は
世
界
の
中
で
も
圧
倒
的
に
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、
そ
の
中
で
も
岩
手
、
青
森
、
秋
田
は
最
た
る

地
域
で
す
。
松
園
地
区
は
岩
手
の
中
で
象
徴
的
な

エ
リ
ア
で
す
が
、
神
成
会
長
も
河
嶋
先
生
も
「
そ

れ
で
も
地
域
住
民
が
幸
せ
に
な
れ
る
街
づ
く
り
を

す
る
の
が
夢
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
僕
は
そ
の
夢

に
惹
か
れ
て
新
た
な
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
す
る

べ
く
松
園
に
来
ま
し
た
。
河
嶋
先
生
が
言
う
よ
う

に
、
幸
い
内
閣
府
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
選
ば
れ
た

の
で
こ
れ
を
良
い
契
機
に
し
た
い
で
す
ね
。
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
は
す
ご
く
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
ゴ
ミ

が
落
ち
て
い
な
く
て
き
れ
い
な
街
だ
し
、
自
然
は

医療法人 共生会

〝
医
師
と
し
て
人
間
と
し
て

成
長
さ
せ
て
も
ら
っ
た

こ
の
地
域
の
方
々
へ

恩
返
し
を
し
た
い
〞

河
嶋

48医療法人 共生会　松園第二病院　看護科　3 病棟　中尾 真理子さんへ

スタッフ一同チームワークの良さを感じました。



豊
か
。
全
体
の
人
口
は
減
っ
て
い
る
も
の
の
、
最

近
は
若
い
子
育
て
世
帯
が
少
し
ず
つ
移
住
し
て
き

て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

君
島　

本
当
に
き
れ
い
な
街
で
す
よ
ね
。
ど
こ
に

行
っ
て
も
ゴ
ミ
が
な
い
。
そ
う
い
え
ば
７
月
の
松

園
夏
祭
り
に
は
、
人
口
１
万
５
０
０
０
人
に
対
し

て
雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
２
日
間
で
２
万
人
が
訪
れ

た
そ
う
で
す
よ
。
そ
れ
だ
け
の
魅
力
が
あ
る
地
域

な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
松
園
地
区

の
人
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
と
て
も
優

し
い
ん
で
す
。
８
月
に
開
催
さ
れ
た
北
松
園
夏
祭

り
で
も
、
５
０
０
０
人
が
訪
れ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
が
、
開
催
側
が
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

用
意
し
て
、
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
姿
を
見
て
、
い
ま
の
小
中
学
生
が
大
人

た
ち
の
思
い
を
受
け
継
い
で
、
こ
の
街
を
育
て
て

い
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
感
を
抱
き

ま
し
た
ね
。
私
た
ち
は
、
そ
う
し
た
優
し
い
気
持

ち
を
未
来
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
若
い
人
た
ち

が
今
後
も
こ
こ
で
過
ご
し
た
く
な
る
よ
う
な
環
境

を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
松
園
病

院
は
、
こ
の
地
域
に
支
え
ら
れ
成
長
し
て
き
ま
し

た
。
い
ま
、
松
園
地
区
が
衰
退
し
て
い
る
な
ら
ば
、

こ
れ
ま
で
の
恩
返
し
と
し
て
支
援
を
提
供
し
て
い

く
の
が
私
た
ち
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。
医
療
や
介

護
の
領
域
だ
け
で
な
く
、
広
い
視
野
で
住
民
の
生

活
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
澤　

本
当
に
そ
う
で
す
ね
。
私
が
10
〜
20
年
の

中
期
ス
パ
ン
で
取
り
組
み
た
い
の
が
、
松
園
地
区

の
街
づ
く
り
。
共
生
会
は
そ
の
中
で
、
街
の
医
療

と
介
護
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
し
っ
か
り
機
能
し
て

い
く
の
が
務
め
で
あ
り
、
使
命
で
す
。
共
生
会
が

し
っ
か
り
機
能
し
て
、
初
め
て
街
の
人
た
ち
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ

化
も
進
め
な
が
ら
「
共
に
生
き
る
」
を
実
現
し
、

今
後
、
松
園
地
区
が
同
様
に
困
っ
て
い
る
街
に
と

っ
て
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
っ
て
い
け
た
ら
良
い

で
す
ね
。

河
嶋　

僕
が
こ
の
地
域
に
来
た
と
き
は
、
山
を
崩

し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
で
き
る

と
聞
い
て
驚
い
た
の
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
松

園
病
院
に
は
産
婦
人
科
が
あ
り
、
松
園
地
区
で
暮

ら
す
多
く
の
人
は
こ
こ
で
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
一
度
県
外
に
出
た
人
は
、
戻
っ
て
き
た
く

て
も
働
く
場
所
が
な
く
て
戻
っ
て
こ
ら
れ
な
い
こ

と
が
多
い
ん
で
す
。
い
ま
、
小
中
学
生
か
ら
ア
イ

デ
ア
を
も
ら
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
と
実
現
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
自
分
た
ち
が
出
し
た
ア
イ
デ
ア

が
動
き
出
す
と
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
や
り
が
い

に
な
る
の
で
、
松
園
地
区
に
住
み
続
け
る
理
由
に

な
っ
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。
県
外
か
ら
松
園
地
区

に
戻
っ
て
き
た
い
人
の
受
け
皿
に
な
る
よ
う
な
場

所
作
り
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

平
澤　

働
く
場
所
も
そ
う
で
す
が
、
働
く
人
が
い

な
い
こ
と
も
課
題
で
す
よ
ね
。
僕
は
松
園
地
区
で

〝
若
い
人
た
ち
が
今
後
も

過
ご
し
た
く
な
る
よ
う
な
環
境
を

作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
〞

君
島

49 医療法人 共生会　松園第二病院　看護科　3 病棟　金野 みゆきさんへ

看護師さん達のあいさつは大変立派に教育されていると感じました。



医療法人 共生会

働
き
初
め
て
１
年
経
ち
ま
す
が
、
高
齢
化
よ
り
少

子
化
が
大
問
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
Ａ
Ｉ
で
人
手
不
足
を
補
え
る
の
で

は
な
い
か
と
も
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

松
園
地
区
は
結
構
閉
鎖
的
で
、
そ
の
中
で
も
病
院

は
当
院
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
言
葉
は
悪
い
で
す
が
、

当
院
を
社
会
実
験
場
に
し
て
、
医
療
や
介
護
に
お

け
る
Ｉ
Ｔ
化
の
街
づ
く
り
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
つ

く
れ
ば
、
も
し
か
し
た
ら
人
類
の
希
望
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
本
に
は
松
園
地
区
以
外
に
も

困
っ
て
い
る
街
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
で
松
園
地
区

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
役
立
て
て
も
ら
っ
た
あ
と
、
30
〜

40
年
後
に
は
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
輸
出
し
た
い
で
す
。

そ
の
頃
に
は
中
国
や
韓
国
が
日
本
以
上
に
高
齢
化

す
る
と
思
う
の
で
、
必
ず
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
Ｉ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
雇
用

も
つ
く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

河
嶋　

50
年
後
な
ら
、
お
そ
ら
く
リ
モ
ー
ト
だ
っ

て
も
っ
と
進
化
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
ほ
と
ん
ど
の

医
療
を
自
宅
で
受
け
ら
れ
て
、
病
院
に
来
る
の
は

本
当
に
集
中
治
療
が
必
要
な
人
だ
け
と
い
う
時
代

が
来
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
も
Ｉ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
が
活

躍
し
そ
う
で
す
。

平
澤　

50
年
後
に
僕
は
き
っ
と
い
な
い
け
れ
ど
、

僕
た
ち
の
取
り
組
み
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ

と
は
で
き
ま
す
。
し
っ
か
り
伝
え
ら
れ
れ
ば
、
１

０
０
年
２
０
０
年
続
く
よ
う
な
事
業
に
だ
っ
て
で

き
る
は
ず
。
ど
う
し
た
ら
人
が
幸
せ
に
な
れ
る
か

を
考
え
て
活
動
し
、
世
界
平
和
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
で
す
。

1997 年、山梨大学医学部卒業。卒業
後は仙台市医療センター仙台オープ
ン病院に勤務し、以来、消化器内科
専門。佐久総合病院 胃腸科、大連医
科大学付属大連市中心病院 客員教授

（ 併任 ）、仙台厚生病院 消化器内科部
長を経て、2023 年 4 月に医療法人共
生会に転籍。全国有数の高齢化や過
疎化が進む岩手県が抱える深刻な課
題に向き合い、住民が長く安心して
暮らせる医療と介護を提供する施設
を目指している。

平澤 大
松園病院 介護医療院　理事長

1969 年、岩手医科大学卒業。卒業後
は同大の耳鼻咽喉科に勤務し、大学
講師も経験。1987 年、松園第二病院
へ転籍。2003 年に松園第一病院院長
に就任。2024 年 1 月、松園病院介護
医療院を開院し、院長就任。現在は、
ほかに盛岡市地区介護支援専門員協
議会理事や日本耳鼻咽喉科学会認定
専門医、学校法人岩手医科大学評議
員などを務めながら、地域の方々へ
の恩返しの気持ちで松園地区の再建
にも力を注いでいる。

河嶋 寛
松園病院 介護医療院　院長

1996 年、明治学院大学経済学部商学
科卒業。卒業後は Genki Group の原
点である関東医学研究所へ入社し 2
年間、臨床検査の営業を経験。その
後、医療法人社団徳心会パークシテ
ィクリニック、医療法人社団鴻愛会
こうのす共生病院の事務長を経験後、
松園へ赴任。医療法人共生会松園第
二病院 事務次長兼介護事業部長、医
療法人共生会松園第一病院を経て、
現在は医療法人共生会松園病院介護
医療院 事務長を務めている。

君島 勝幸
松園病院 介護医療院　事務長

〝
当
院
を
社
会
実
験
場
に
し
て
、

医
療
や
介
護
に
お
け
る

Ｉ
Ｔ
化
の
街
づ
く
り
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
〞

平
澤

50医療法人 共生会　松園第二病院　看護科　4 病棟　佐藤 公子さんへ

長くお世話になり本当にありがとうございます。母を大事にしていただき感謝です。



医療法人 共生会の職員のみなさん

51 医療法人 共生会　松園第二病院　地域医療連携室　長田 くみ子さん・佐藤 由美子さん・根子美代子さんへ

最期、自宅でゆっくり家族で過ごせました。



河
上 

早
苗

株
式
会
社
メ
デ
ィ
ク
ル
ー
ド
　

事
業
推
進
部
部
長

鎌
倉 

達
郎

医
療
法
人
社
団
美
翔
会
　

統
括
院
長

早い段階から再生医療に取り組み、時代の最先端を走ってきた美翔会。
患者さまだけでなく、クリニックで働く人の人生にも寄り添い、

現場とバックオフィスのチームワークで働きがいのある組織づくりを推進しています。

再生医療の草分けとして社会に貢献
人生に寄り添う美容医療を次世代へ

医療法人社団 美翔会

52医療法人社団 美翔会　札幌院へ

説明もわかりやすくこちらのクリニックを選んで良かったです。



全
国
に
聖
心
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
９
院
と
、
Ｓ-

Ｌ

ａ
ｂ
ｏ
ク
リ
ニ
ッ
ク
１
院
を
展
開
し
、
上
海
に
も

進
出
し
て
い
る
美
翔
会
で
す
が
、
こ
こ
ま
で
成
長

さ
れ
た
理
由
は
何
で
し
ょ
う
か
？

鎌
倉　

美
翔
会
は
、
１
９
９
３
年
に
福
岡
で
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
開
業
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
今
で
は
全

11
院
ま
で
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
、仲
間
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、特
に
現
場
の
ス
タ
ッ

フ
の
力
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
医
師
、

看
護
師
、カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、受
付
、そ
し
て
運
営
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
メ
デ
ィ
ク
ル
ー
ド
社
の
支

え
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
成
し
得
た
こ
と
で
す
。

河
上　

２
０
０
６
年
にGenki Group

の
仲
間

入
り
を
し
た
こ
と
も
成
長
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て

い
ま
す
。
経
営
を
見
直
し
、〝
真
面
目
に
質
の
高

い
美
容
医
療
を
提
供
し
よ
う
〞
と
い
う
思
い
を
ス

タ
ッ
フ
全
員
に
共
有
し
た
こ
と
で
、
み
ん
な
が
同

じ
方
向
に
向
か
っ
て
働
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
や
は
り
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
基
本

で
す
ね
。

聖
心
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
い
え
ば
再
生
医
療
の
先

駆
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
取
り
組
ま
れ
た

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

鎌
倉　

き
っ
か
け
は
乳
房
再
建
治
療
で
す
。
乳
が

ん
の
手
術
で
乳
房
を
失
っ
た
患
者
さ
ん
に
は
脂
肪

注
入
で
乳
房
再
建
を
す
る
方
法
が
あ
る
の
で
す
が
、

そ
こ
へ
幹
細
胞
を
利
用
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

幹
細
胞
は
自
ら
細
胞
を
生
み
出
す
の
で
、
失
っ
た

肌
の
ハ
リ
を
取
り
戻
す
若
返
り
治
療
に
も
つ
な
が

る
た
め
、
そ
の
後
は
顔
の
皮
膚
な
ど
に
積
極
的
に

お
こ
な
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
４
年
に

再
生
医
療
法
が
施
行
さ
れ
て
、
今
で
こ
そ
た
く
さ

ん
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
再
生
医
療
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
聖
心
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
２
０
０
７

年
か
ら
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
美
容
医
療
と
い
う

の
は
、
健
康
な
人
が
「
も
っ
と
理
想
的
な
自
分
に

な
り
た
い
」
と
思
っ
て
受
け
る
医
療
で
す
。
そ
う

医療法人社団 美翔会は、2006 年より株式会社メデ
ィクルードと共に Genki Group に仲間入りさせて
いただきました。1993 年に設立されましたが、
2008 年に医療法人化され、国内では 10 クリニッ
ク、S-labo クリニック１つを展開しており、国外
では2011年から開始された中国上海のクリニック
に医師の派遣など提携支援を行っています。2023
年には創立30周年を迎え、「 とことん真面目に、美
容医療。」をスローガンに、患者ファーストを念頭
に、高品質な美容医療の提供を実践しています。

53 医療法人社団 美翔会　横浜院へ

受付の方、先生、看護婦さん、皆さん親切でした。



護
師
と
し
て
聖
心
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
入
職
し
、

４
年
ほ
ど
現
場
を
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、

役
職
に
つ
い
て
い
る
女
性
の
先
輩
た
ち
が
、「
産

休
を
取
る
と
、
も
う
同
じ
役
職
に
戻
っ
て
こ
ら
れ

な
い
の
で
は
」
と
い
う
不
安
を
抱
え
て
い
る
の
を

見
て
き
ま
し
た
。
当
時
の
日
本
に
は
、
出
産
し
た

ら
同
じ
役
職
に
戻
れ
な
い
の
は
当
た
り
前
と
い
う

空
気
感
が
あ
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
美
翔
会
で

は
本
人
が
望
む
な
ら
同
じ
役
職
で
し
っ
か
り
能
力

を
発
揮
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
環
境
を
整
え
る
こ

と
に
尽
力
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
で
は
出

産
後
も
90
％
く
ら
い
の
ス
タ
ッ
フ
が
復
帰
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。
一
般
的
な
企
業
と
比
べ
る
と
こ

の
数
字
は
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鎌
倉　

本
当
に
す
ご
い
こ
と
で
す
よ
ね
。
働
き
や

す
さ
で
い
え
ば
、
医
師
の
勤
続
年
数
も
長
い
ん
で

す
よ
。
一
般
的
に
、
医
師
は
勤
務
医
で
経
験
を
積

ん
だ
後
に
独
立
開
業
し
た
い
人
が
多
い
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
し
て
は
長
く
働
い
て
い
た

だ
き
た
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
師
の
個
性
を
生

か
し
て
、
希
望
す
る
美
容
医
療
の
分
野
を
、
組
織

の
中
で
突
き
詰
め
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
て

い
ま
す
。
私
は
統
括
院
長
と
し
て
ダ
イ
レ
ク
ト
に

個
々
の
医
師
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が

す
る
と
化
学
的
な
も
の
を
使
う
よ
り
、
自
分
の
体

の
中
に
あ
る
も
の
を
使
い
、
自
分
の
力
で
き
れ
い

に
な
ろ
う
と
す
る
こ
と
は
自
然
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
一
層
、
再
生
医
療
に
注
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
生
医
療
と
共
に
聖
心
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
発
展

し
て
き
た
の
で
す
ね
。
ほ
か
に
も
美
翔
会
の
発
展

に
貢
献
し
た
の
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

鎌
倉　

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
し
た
こ
と
で

す
ね
。
特
に
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
産
休
後
に
以
前
と

同
じ
よ
う
に
働
け
る
体
制
を
整
え
た
こ
と
で
す
。

美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
力
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
一
昔
前
は
、
女
性
ス
タ
ッ

フ
が
妊
娠
、
出
産
に
よ
り
一
時
的
に
職
場
を
離
れ

る
と
、
戻
っ
て
き
て
同
じ
よ
う
に
働
く
こ
と
が
難

し
か
っ
た
の
で
す
。
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
が
一
度
離

れ
て
も
、
ま
た
戻
っ
て
き
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え

る
組
織
づ
く
り
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
組
織
の
力
が
よ
り
強
く
な
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

河
上　

私
も
女
性
と
し
て
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
が

変
わ
っ
て
も
働
き
や
す
い
こ
と
は
と
て
も
重
要
な

こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
私
は
も
と
も
と
看

医療法人社団 美翔会

“ただ真面目に
質の高い美容医療を

追求しています”
鎌倉

54医療法人社団 美翔会　熱海院へ

的確なアドバイスと丁寧なご対応ありがとうございます。



で
き
る
の
は
美
翔
会
が
国
内
11
院
と
上
海
１
院
と

い
う
、
私
の
目
の
届
く
規
模
だ
か
ら
で
す
。
医
師

た
ち
と
ダ
イ
レ
ク
ト
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
こ
と
で
、
治
療
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
維
持
し
な

が
ら
よ
り
高
め
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
て

い
る
わ
け
で
す
。

お
二
人
が
今
ま
で
の
お
仕
事
の
中
で
、
ご
自
身
の

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
ご
経
験
は
ど
ん

な
こ
と
で
す
か
？

河
上　

私
は
４
年
間
看
護
師
と
し
て
現
場
で
働
き
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
タ
イ
ミ
ン
グ

で
メ
デ
ィ
ク
ル
ー
ド
の
ほ
う
に
異
動
に
な
っ
た
と

き
で
す
ね
。
現
場
の
看
護
師
や
職
員
が
働
き
や
す

い
環
境
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
中
、
現
場
を
理
解
し

て
い
る
の
で
適
任
だ
ろ
う
と
声
を
か
け
て
い
た
だ

い
た
の
で
す
。
正
直
、
そ
の
と
き
は
看
護
師
と
し

て
患
者
様
と
直
に
接
し
て
、
と
て
も
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
と

ま
ど
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
、
30
歳
手
前

で
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
こ
ろ

で
も
あ
り
ま
し
た
。「
違
う
病
院
に
移
っ
て
、
看

護
師
と
し
て
さ
ら
に
キ
ャ
リ
ア
を
築
く
道
も
あ
る

の
か
な
」
と
も
思
い
悩
み
ま
し
た
ね
。
し
か
し
、

思
い
切
っ
て
飛
び
込
み
、
鎌
倉
統
括
院
長
や
メ
デ

ィ
ク
ル
ー
ド
の
仲
間
た
ち
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
新

し
い
業
務
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
う
ち
に
、
バ
ッ
ク

オ
フ
ィ
ス
の
業
務
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

現
在
、
私
の
仕
事
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ス
タ
ッ
フ
が

医
療
や
患
者
様
の
対
応
に
よ
り
専
念
で
き
る
よ
う

に
体
制
を
整
え
る
こ
と
で
す
。
私
の
取
り
組
み
次

第
で
、
ス
タ
ッ
フ
が
働
き
や
す
く
な
っ
た
り
、
患

者
様
の
リ
ピ
ー
ト
に
つ
な
が
っ
た
り
す
る
こ
と
が

嬉
し
い
で
す
。

鎌
倉　

私
自
身
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
い
え

ば
、
や
は
り
統
括
院
長
に
な
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で

し
ょ
う
か
。
私
は
２
０
０
０
年
に
聖
心
美
容
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
福
岡
院
に
入
職
し
、
４
年
後
に
統
括
院

長
に
な
り
ま
し
た
。
統
括
と
い
う
こ
と
は
全
部
の

職
員
を
見
る
の
で
、
当
初
は
「
自
分
に
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
」
と
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
先
輩
た
ち

か
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
役
割
を
精
一
杯
こ
な

す
う
ち
に
不
安
は
消
え
て
い
き
ま
し
た
。
今
年
、

還
暦
を
迎
え
た
の
も
、
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で

す
ね
。
今
ま
で
は
自
分
が
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
通

し
て
学
び
、
吸
収
さ
せ
て
も
ら
っ
て
き
た
の
で
す

が
、
こ
こ
か
ら
は
受
け
取
る
側
か
ら
与
え
る
側
に

な
ら
な
く
て
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
通

“働きやすい環境が
患者様を呼び
組織の成長を支える”
河上

55 医療法人社団 美翔会　大阪院へ

こちらの悩みを親身になって聞いてくださったので、安心して話すことができました。



医療法人社団 美翔会

ファーストキャリアでは看護師として総合病院の外科
や透析クリニックに勤務し、その後、聖心美容クリニ
ック入職。4 年後にメディクルードへ異動してからは、
受付など現場スタッフ全体や、クリニックの運営のバ
ックアップに関わる。現在は部長としてクリニックの
人材採用や新人育成をおこなうほか、新規メニューの
導入、オリジナルコスメの開発、美容施術のエビデン
スの確認など、多岐に渡る業務を担当している。

河上 早苗
メディクルード　事業推進部部長

1989 年に宮崎医科大学医学部を卒業。九州の大学病
院勤務を経て、1993 年に福岡県にて聖心美容外科を立
ち上げ、2000 年より聖心美容外科東京院副院長、2004
年に統括院長に就任。患者様に質の高い美容医療を提
供することを第一に再生医療に注力している。日本美
容外科学会（ JSAS ）理事長、公立大学法人横浜市立大学
医学部臨床教授、一般社団法人日本ルックスケア医学
会副理事長ほか、美容医療の発展のための活動も多数。

鎌倉 達郎
医療法人社団美翔会　統括院長

り
、
新
し
く
入
っ
て
く
れ
た
医
師
の
指
導
な
ど
を

す
る
ほ
か
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
枠
を
越
え
て
、
日
本

の
医
療
に
貢
献
す
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

河
上　

鎌
倉
統
括
院
長
は
、
２
年
前
か
ら
日
本
病

理
学
会
の
理
事
長
を
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
聖

心
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
日
本
全
体
の
美

容
医
療
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
美
翔
会
は
ど
の
よ
う
な
発
展
を
目
指
し
て

い
ま
す
か
？  

個
人
と
し
て
取
り
組
み
た
い
こ
と

も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

鎌
倉　

ま
ず
組
織
と
し
て
は
、
今
ま
で
と
同
じ
よ

う
に
美
容
医
療
の
発
展
の
た
め
に
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
美
し
く
な
り
た
い
か

ら
美
容
医
療
を
受
け
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
は
、

人
間
の
本
質
的
な
欲
求
だ
と
思
う
の
で
す
。
生
存

の
欲
求
の
一
部
、
よ
り
よ
く
生
き
た
い
と
い
う
思

い
の
表
れ
な
の
で
、
医
療
と
し
て
の
技
術
を
高
め

な
が
ら
患
者
様
の
思
い
を
叶
え
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

河
上　

私
個
人
と
し
て
は
、
世
代
交
代
を
し
て
い

か
な
い
と
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
、
一
緒
に
バ

ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
を
担
っ
て
い
る
仲
間
た
ち
が

み
ん
な
40
代
と
な
り
、
私
た
ち
の
精
神
や
つ
く
っ

て
き
た
組
織
を
次
の
世
代
に
継
承
し
て
い
く
時
期

が
来
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
若
手
の
メ
ン
バ

ー
を
増
や
し
、
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
こ
と
を
、
今

後
５
年
以
内
に
は
実
現
さ
せ
た
い
で
す
。
仕
事
を

し
て
い
る
と
、
ど
う
し
て
も
こ
の
業
務
は
こ
の
人
、

と
固
ま
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
で
は
業

務
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
し
に
く
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
若
手
の
中
で
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
た
い
、

も
っ
と
輝
き
た
い
と
い
う
人
た
ち
に
ど
ん
ど
ん
チ

ャ
ン
ス
を
あ
げ
た
い
、
そ
れ
が
私
の
役
目
な
の
か

な
と
考
え
て
い
ま
す
。

鎌
倉　

世
代
交
代
し
な
く
て
は
い
け
な
い
で
す
よ

ね
。
医
師
の
世
界
も
全
く
同
じ
で
す
。
技
術
の
伝

承
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
や
は
り
根
本
の
考
え
方
、

思
想
の
部
分
を
伝
承
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
今

新
し
く
入
っ
て
き
て
く
れ
る
医
師
た
ち
は
30
歳
く

ら
い
で
、
自
分
の
子
供
く
ら
い
の
年
齢
な
ん
で
す

よ
。
そ
こ
で
彼
ら
と
年
齢
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
さ

せ
な
い
よ
う
に
、
い
か
に
同
じ
目
線
で
話
が
で
き

る
か
、
同
じ
価
値
観
で
仕
事
を
し
て
い
け
る
か
。

美
翔
会
と
美
容
医
療
の
発
展
の
た
め
に
、
若
い
世

代
と
一
緒
に
歩
ん
で
い
く
姿
勢
を
大
事
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

56医療法人社団 美翔会　六本木院へ

デメリットとメリットを詳しく教えてくれたり、似合う似合わないを教えてもらえました。



医療法人社団 美翔会の職員のみなさん

57 医療法人社団 美翔会　広島院へ

何の不安もなく安心できました。



外来と訪問診療の２軸にこだわりながら、仲間と知恵を出し合って高みを目指す、
フォレストデンタルクリニック。Genki Group ならではの多面的な業務に携わり、

関わる人すべてが幸せになる歯科医療を目標に掲げています。

縁を大切に感謝の心で輪を広げ
目指すは日本一の歯科クリニック

医療法人社団 デンタルケアコミュニティ

神
成 

裕
正

統
括
院
長

森
村 

新

理
事
長
兼

西
東
京
院
　
院
長

齋
藤 

栄
崇

あ
や
せ
院
　
院
長

58医療法人社団 デンタルケアコミュニティ　フォレストデンタルクリニック　西東京院へ

優しさを兼ね備えたテクニシャン。全幅の信頼をおいてます。



ま
ず
、
フ
ォ
レ
ス
ト
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
設

立
当
初
に
つ
い
て
伺
い
た
い
で
す
。

森
村　

Genki Group
の
社
長
と
僕
と
（
神
成
）

裕
正
と
で
２
０
１
０
年
２
月
に
第
１
院
の
西
東
京

院
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
外
来
だ
け
で
は
な
く
訪

問
診
療
を
行
う
歯
科
に
し
た
い
と
い
う
の
が
当
初

か
ら
の
方
針
だ
っ
た
の
で
、
グ
ル
ー
プ
の
介
護
施

設
が
あ
る
と
こ
ろ
を
中
心
に
院
を
拡
大
し
て
い
き

ま
し
た
。
大
切
に
し
て
い
た
の
は
、
今
日
は
往
診

が
あ
る
か
ら
外
来
は
閉
め
る
と
い
う
こ
と
は
せ
ず
、

外
来
と
訪
問
診
療
の
２
軸
を
同
じ
分
だ
け
や
り
た

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
ド
ク
タ

ー
や
ス
タ
ッ
フ
の
人
数
が
必
要
な
の
で
体
制
を
し

っ
か
り
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

設
立
当
初
か
ら
し
っ
か
り
と
し
た
軸
が
あ
っ
た
の

で
す
ね
。
２
０
１
０
年
の
設
立
か
ら
今
ま
で
で
苦

労
さ
れ
た
こ
と
や
乗
り
越
え
た
出
来
事
は
あ
り
ま

す
か
？

医療法人社団デンタルケアコミュニティ（ フォレストデンタル
クリニック ）は 2011 年に設立され、現在国内６院、海外 1 院を
展開しています。Genki Group 内の他法人との関わりは深く、多
数の介護施設に訪問診療を行うほか、医科歯科連携、関東福祉
専門学校への出張授業、浦和学院高校への学校歯科健診・野球
部へのマウスガード提供、カンボジアの小中学校・孤児院への
医療支援など様々なシナジーを生み出しています。

医療法人社団 デンタルケアコミュニティ

59 医療法人社団 デンタルケアコミュニティ　フォレストデンタルクリニック　あやせ院へ

とても優しく寄り添ってくれ、安心できます。



神
成　

あ
ま
り
苦
労
し
た
と
い
う
記
憶
は
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

森
村　

外
来
の
患
者
さ
ん
に
最
初
は
あ
ま
り
来
て

い
た
だ
け
な
か
っ
た
で
す
ね
。
で
も
往
診
が
あ
り

ま
し
た
し
ス
タ
ッ
フ
に
給
料
を
払
え
な
い
な
ん
て

こ
と
も
な
く
、
あ
ま
り
焦
ら
ず
に
や
っ
て
い
た
ら

徐
々
に
外
来
の
患
者
さ
ん
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

神
成　

み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
何
と
か
し

て
い
く
と
い
う
社
風
な
の
で
、
自
分
が
で
き
な
け

れ
ば
他
の
先
生
が
何
と
か
す
る
だ
ろ
う
と
あ
ま
り

思
い
悩
ま
ず
に
い
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
お
金
は

な
か
っ
た
で
す
ね
（
笑
） 

ス
タ
ッ
フ
へ
の
福
利
厚

生
な
ん
か
は
当
初
は
厳
し
か
っ
た
で
す
。

齋
藤　

研
修
医
の
と
き
は
手
取
り
10
万
く
ら
い
で

し
た
ね
。
で
も
そ
れ
が
当
た
り
前
の
業
界
な
の
で
。

試
験
に
受
か
っ
て
や
っ
と
手
に
入
れ
た
歯
科
医
師

免
許
を
お
金
が
も
ら
え
な
い
か
ら
捨
て
る
と
い
う

こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
。

森
村　

設
立
当
初
は
コ
ン
パ
ク
ト
に
始
め
た
の
も
焦

ら
ず
に
い
ら
れ
た
要
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
き

な
り
大
き
な
ビ
ル
に
入
っ
た
り
も
し
な
い
し
、
ユ

ニ
ッ
ト
診
療
台
も
２
台
か
ら
始
め
て
、
患
者
さ
ま

が
増
え
て
き
た
ら
増
や
す
と
か
、
段
階
を
踏
ん
で

堅
実
に
や
っ
て
き
た
こ
と
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

外
来
の
お
客
さ
ま
は
ど
の
よ
う
に
し
て
増
や
し
て

い
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

森
村　

増
え
た
き
っ
か
け
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の

ネ
ッ
ト
戦
略
に
力
を
入
れ
て
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
に
お
金
と
時
間
と
労
力
は
か
け
ま
し
た
。

神
成　

コ
ロ
ナ
で
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
に
な
っ
た
と
き

に
ド
カ
ン
と
増
え
た
感
じ
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
？

森
村　

そ
う
で
す
ね
。
５
倍
く
ら
い
に
増
え
た
日

も
あ
り
ま
し
た
。
設
立
当
初
は
一
日
５
人
10
人
来

て
く
れ
れ
ば
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
の
が
、
今
で
は

70
人
く
ら
い
は
来
て
い
た
だ
け
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

な
り
ま
し
た
。

齋
藤　

口
コ
ミ
で
介
護
施
設
の
中
に
あ
る
歯
医
者

さ
ん
な
ん
だ
と
い
う
認
識
が
広
ま
っ
て
後
期
高
齢

者
の
患
者
さ
ん
が
増
え
て
い
っ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、

ネ
ッ
ト
の
お
か
げ
で
20
代
と
か
若
い
患
者
さ
ん
に

も
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
よ
ね
。

今
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
大
き
く
成
長
し
た
な
、
と

い
う
実
感
は
あ
り
ま
す
か
？

森
村　

成
長
と
い
う
の
と
は
少
し
違
う
の
で
す
が
、

各
院
の
院
長
の
個
性
が
す
ご
く
生
き
て
い
る
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
は
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
院
長
の
個
性

が
そ
の
院
の
雰
囲
気
や
方
針
を
決
め
て
い
て
、
フ

ォ
レ
ス
ト
だ
か
ら
こ
う
い
う
治
療
を
し
な
い
と
い

け
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
縛
り
が
な
い
ん
で
す
よ
。

齋
藤　

僕
、
た
ぶ
ん
一
番
個
性
が
な
い
院
長
だ
と

思
い
ま
す
。

森
村
・
神
成　

え
っ
？

齋
藤　

な
い
で
す
よ
（
笑
） 

。
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の

院
に
特
色
が
あ
っ
て
、
似
て
い
る
院
が
な
い
で
す

医療法人社団 デンタルケアコミュニティ

〝
女
性
の
力
を
必
要
と
す
る

歯
科
事
業
だ
か
ら

女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
に
〞

森
村

60医療法人社団 デンタルケアコミュニティ　フォレストデンタルクリニック　鴻巣院へ

歯医者嫌いの息子が泣かずに治療できました。



よ
ね
。
歯
科
医
師
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
な
治
療
ジ
ャ

ン
ル
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
突
き
詰
め
て
い
く
ス
タ

イ
ル
な
の
で
、
そ
う
す
る
と
各
院
で
の
治
療
の
方

針
も
違
っ
て
き
ま
す
し
。

フ
ォ
レ
ス
ト
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
がGenki 

Group

の
一
員
で
良
か
っ
た
な
と
感
じ
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

森
村　

世
の
中
の
歯
医
者
さ
ん
っ
て
当
た
り
前
な

ん
で
す
け
ど
、
歯
科
医
の
仕
事
し
か
し
て
い
な
い

ん
で
す
。
で
もGenki Group

に
い
る
と
、
介
護

事
業
や
教
育
事
業
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
と
の
関
わ

り
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
も
行
く
し
、
高
校
の
野
球
部

の
子
供
た
ち
に
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
を
使
っ
て
も
ら
う

と
か
、
そ
う
い
っ
た
広
が
り
の
あ
る
仕
事
が
で
き

る
の
が
良
か
っ
た
点
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

齋
藤　

僕
も
同
じ
で
、
普
通
の
歯
科
医
が
カ
ン
ボ

ジ
ア
で
事
業
を
や
っ
た
り
、
甲
子
園
に
出
る
よ
う

な
野
球
チ
ー
ム
の
子
の
た
め
の
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
を

作
れ
ま
す
か
？
と
い
う
と
そ
れ
は
で
き
な
い
と
思

う
の
で
、Genki Group

に
い
る
か
ら
こ
そ
の
仕

事
が
で
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
仕

事
が
無
限
大
に
あ
っ
て
、
い
ろ
ん
な
業
種
と
関
わ

れ
る
の
で
、
自
分
の
価
値
観
も
広
が
り
ま
す
し
、

自
分
一
人
で
は
め
ぐ
り
合
え
な
い
人
と
た
く
さ
ん

出
会
え
る
の
が
一
番
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
い
て
良
か

っ
た
と
思
う
点
で
す
。

神
成　

僕
は
親
が
や
っ
て
い
る
事
業
な
の
で
ま
ず

自
分
がGenki Group
に
貢
献
し
な
け
れ
ば
と

い
う
思
い
が
あ
る
の
で
す
が
、
フ
ォ
レ
ス
ト
デ
ン

タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
にGenki 

Group

と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

こ
こ
ま
で
の
展
開
が
で
き
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
グ
ル
ー
プ
内
に
聖
心
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
も

あ
る
の
で
、
美
容
医
療
と
歯
科
の
コ
ラ
ボ
も
で
き

ま
す
し
、
介
護
、
教
育
分
野
も
同
じ
で
、
そ
れ
ら

を
利
用
し
な
い
手
は
な
い
な
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
歯
科
事
業
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら

だ
と
思
っ
て
い
て
、
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
の

向
上
や
、
労
働
環
境
の
整
備
、
患
者
さ
ま
が
お
年

寄
り
か
ら
子
供
ま
で
い
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先

〝
夢
は
日
本
一
の
歯
科
医
院

そ
の
た
め
に
も

人
を
大
切
に
し
た
い
〞

神
成

〝
一
人
で
は
引
き
寄
せ
ら
れ
な
い

無
限
大
の
仕
事
に

出
会
え
る
こ
と
が
嬉
し
い
〞

齋
藤
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やっと親身になってくれるクリニックに出会えました。



医療法人社団 デンタルケアコミュニティ

生
の
得
意
技
を
持
っ
て
輪
を
広
げ
て
、も
っ
と
強
い

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Genki Group

で
こ
こ
ま
で
成
長
し
て
こ
ら
れ
て
、

今
個
人
的
に
持
っ
て
い
る
夢
は
あ
り
ま
す
か
？

齋
藤　

大
き
い
グ
ル
ー
プ
だ
か
ら
こ
そ
、
た
く
さ

ん
の
方
に
医
療
を
提
供
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
み

ん
な
が
幸
せ
に
な
る
た
め
の
役
に
立
て
た
ら
と
思

っ
て
い
ま
す
。

森
村　

歯
科
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
多
い
職
場
な
の

で
、
女
性
た
ち
が
長
く
働
き
や
す
い
環
境
や
雰
囲

気
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

女
性
の
力
を
と
て
も
必
要
と
す
る
仕
事
な
の
で
、

楽
し
く
キ
ラ
キ
ラ
と
働
い
て
も
ら
え
る
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

神
成　

父
の
背
中
を
見
て
き
て
感
じ
る
の
は
、
自

分
の
健
康
を
管
理
す
る
こ
と
も
大
切
だ
な
と
。
体

を
壊
さ
な
い
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
は
最
後
にGenki Group

が
50
周
年
と
い
う
こ

と
で
、
次
の
50
年
間
へ
向
け
て
、
フ
ォ
レ
ス
ト
デ

ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
し
て
の
目
標
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

神
成　

最
初
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
き
、

「
日
本
一
に
な
ろ
う
」
と
言
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
。

こ
う
し
て
少
し
ず
つ
成
長
し
て
こ
ら
れ
た
今
、
や

っ
ぱ
り
そ
れ
を
叶
え
た
い
で
す
ね
。
日
本
一
の
歯

科
医
院
に
な
る
こ
と
、
そ
れ
が
数
的
な
規
模
な
の

か
、
技
術
な
の
か
、
何
な
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
は

考
え
な
い
と
な
の
で
す
が
。
そ
れ
か
ら
、
医
療
、

介
護
、
教
育
の
事
業
の
掛
け
算
を
し
て
い
き
な
が

ら
、
今
以
上
に
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
縁
が
あ
る
人
を
大
切
に
し
て
、

人
へ
の
感
謝
を
持
っ
て
知
恵
を
集
め
、
輪
を
広
げ

て
い
き
た
い
で
す
。

森
村　

僕
も
仲
間
を
大
切
に
し
て
、
増
や
し
て
い

き
た
い
。
そ
こ
は
ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
で
す
。
自

分
一
人
で
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
大
き
く
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
す
か
ら
。
僕
は
毎
日
が
す
ご
く
充
実
し
て

い
て
い
つ
死
ん
で
も
い
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す

け
ど
、
そ
う
思
っ
て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
し

て
い
き
た
い
で
す
。

齋
藤　

フ
ォ
レ
ス
ト
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
と

Genki Group

の
文
化
を
次
の
世
代
の
方
々
に

継
承
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
若
い
方
た
ち

に
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
な
、
自
分
た
ち
の
思
い

や
や
り
方
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

大学病院で先進的な歯科治療を学び、
大学の研究施設や数々の医院で一般
歯科から介護施設や自宅への訪問診
療の経験を積み、2010 年にフォレス
トデンタルクリニック西東京院を開
院。休暇にダイビングへ出かけるの
を楽しみに、歯科治療に邁進する。

森村 新
理事長兼　西東京院　院長

Genki Group 理事長である神成裕介
の弟。総合病院の歯科室にて一般歯
科、高齢者施設への訪問歯科を多数
経験。2010 年の西東京院設立からフ
ォレストデンタルクリニックを支え、
現在は７つの医院の統括院長として
歯科診療・歯科医院経営に携わる。

神成 裕正
統括院長　

大学病院で一般歯科、口腔外科を中
心に治療経験を積み、その後一般歯
科 や 小 児 歯 科、 訪 問 歯 科 に 従 事。
2011 年にフォレストデンタルクリニ
ックあやせ院の院長に就任。得意な
治療は親知らずとインプラント。スニ
ーカー集めが趣味という一面を持つ。

齋藤 栄崇
あやせ院　院長
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歯医者嫌いな私でもずっと通えてます。



医療法人社団 デンタルケアコミュニティの職員のみなさん
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丁寧な対応。生涯お世話になります。



飯
田 

洋
也

西
京
都
病
院

理
事
長
・
病
院
長

吉
岡 

豊
一

西
京
都
病
院

名
誉
院
長

今年で創立 56 年を迎える京都翔医会西京都病院は、
2023 年 3 月には国道 9 号線と桂川街道が交わる地に新築移転しました。

医療と介護を両立する地域密着型の病院として、さらなる進化と発展を続けています。

ゆりかごから看取りまで
シームレスなつながりを大切に…

医療法人 京都翔医会

64医療法人 京都翔医会　西京都病院へ

何時も優しい対応ありがとうございます。近くにこのような病院が有って凄く安心します。



こ
の
50
年
で
医
療
現
場
も
随
分
と
変
わ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
過
去
を
振
り
返
っ
て
、
一
番
大
変
だ
っ

た
時
期
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
は
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
た
い
で
す
か
？

吉
岡　

以
前
の
病
院
は
雨
漏
り
を
し
た
り
い
ろ
い

ろ
と
大
変
で
し
た
が
、
一
番
は
先
代
が
急
に
お
亡

く
な
り
に
な
り
、
私
が
院
長
に
な
っ
た
と
き
で
し

ょ
う
か
。
16
年
ほ
ど
前
に
な
り
ま
す
が
、
引
き
継

ぎ
も
し
な
か
っ
た
の
で
と
て
も
大
変
で
し
た
。
経

営
の
こ
と
は
周
り
の
ス
タ
ッ
フ
に
助
け
ら
れ
な
が

ら
な
ん
と
か
乗
り
越
え
ま
し
た
が
、
経
営
状
態
が

完
全
に
赤
字
だ
っ
た
ん
で
す
。
黒
字
に
す
る
た
め

に
一
人
で
１
０
０
人
く
ら
い
の
患
者
様
を
担
当
す

る
な
ど
、
当
時
は
が
む
し
ゃ
ら
に
働
き
ま
し
た
ね
。

そ
の
甲
斐
が
あ
っ
て
、
病
院
が
良
い
方
向
に
動
き

出
し
た
と
き
の
嬉
し
さ
は
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に

覚
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
こ
と
は
新
築
移
転

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
院
長
の
バ
ト
ン
を
渡
し
た
飯

田
院
長
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

医療法人 京都翔医会は 2023 年 10 月 1 日に、医療法人弘正会から
法人名を改称しました。法人グループとして、西京都病院をは
じめ、サービス付き高齢者向け住宅、デイサービス、訪問看護
ステーション、居宅介護支援事業所と地域に根差した総合医療
介護サービスの提供を使命としています。地域社会との連携を
大切にし、「 診断、治療、在宅、介護、緩和、看取り 」の中核と
なるべく、皆様の健康パートナーとして、信頼される医療およ
び介護の機関を目指します。

65 医療法人 京都翔医会　西京都病院へ

先生が優しくて良かったです。また何かあったら行こうと思います。



飯
田　

は
い
。
院
長
に
な
る
お
話
は
同
じ
外
科
で

あ
り
、
滋
賀
医
大
の
先
輩
で
も
あ
る
吉
岡
先
生
に

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
、こ
れ
ま
で
の
慢

性
期
中
心
の
病
院
で
は
な
く
、
救
急
車
な
ど
も
受

け
入
れ
る
も
っ
と
活
発
な
病
院
に
し
た
い
こ
と
を

伝
え
た
ん
で
す
。
そ
し
て
院
長
に
就
任
し
て
ま
ず

取
り
組
ん
だ
の
は
病
床
の
編
成
を
変
え
る
こ
と
。

こ
れ
ま
で
の
障
害
者
病
床
が
１
９
９
床
中
１
６
０

床
だ
っ
た
の
に
対
し
、
障
害
者
病
床
を
50
床
ま
で

減
ら
し
ま
し
た
。
そ
の
代
わ
り
に
急
性
期
病
床
を

50
床
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
を
50
床
、
回
復
リ
ハ

ビ
リ
病
床
を
49
床
に
増
や
し
た
ん
で
す
。
ま
た
、

現
在
は「
地
域
に
認
知
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
病
院
を

目
指
し
ま
す
」
を
理
念
に
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
吉

岡
先
生
た
ち
が
築
き
上
げ
た
「
よ
り
一
層
の
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
」も
も
ち
ろ
ん
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

そ
し
て
治
療
し
た
患
者
さ
ん
の
そ
の
先
の
人
生
に

も
関
わ
り
な
が
ら
、
幸
せ
の
た
め
に
協
力
し
て
寄

り
添
っ
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

地
域
密
着
型
の
病
院
と
し
て
、
地
域
か
ら
の
認
知

度
を
上
げ
て
信
頼
を
勝
ち
取
る
た
め
に
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
か
？

吉
岡　

病
院
で
餅
つ
き
大
会
を
開
催
し
た
り
、
老

“スタッフの自己実現を
叶える環境づくりも

大切にしていきたい”
飯田

人
会
で
健
康
教
室
を
お
こ
な
っ
た
り
、
こ
れ
ま
で

地
道
に
地
域
の
方
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
き
ま
し

た
。
飯
田
院
長
の
現
在
の
取
り
組
み
に
比
べ
る
と

規
模
は
小
さ
い
で
す
が
、
少
人
数
制
の
会
は
質
問

が
し
や
す
い
と
好
評
で
し
た
ね
。

飯
田　

い
き
な
り
大
規
模
な
会
を
開
い
て
も
地
域

の
皆
さ
に
来
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
現
在
、
私
た

ち
が
大
規
模
な
会
を
開
け
て
い
る
の
は
、
吉
岡
先

生
た
ち
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。

吉
岡　

そ
う
い
っ
て
も
ら
え
る
と
続
け
て
き
た
甲

斐
が
あ
り
ま
す
ね
。
ち
な
み
に
餅
つ
き
大
会
は
毎

年
お
こ
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
う
ち
「
今
年
は

や
る
の
？
」
と
近
所
の
方
に
聞
か
れ
る
よ
う
に
。

楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
方
た
ち
と
の
絆
も
深
ま
っ
た
感
じ
が
し
て

嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。
ま
た
、
京
都
翔
医
会
に
小

児
科
は
な
い
で
す
が
、
子
供
の
怪
我
な
ど
も
診
て

い
ま
す
。
今
思
え
ば
、
そ
う
い
っ
た
取
り
組
み
も

信
頼
に
つ
な
が
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

飯
田　

吉
岡
先
生
た
ち
が
さ
れ
て
い
た
地
域
交
流

は
、
も
ち
ろ
ん
我
々
も
受
け
継
い
で
い
ま
す
。
夏

祭
り
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
地
域
と
の
仲
を
深

め
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
ス
タ
ッ

フ
と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
動
い
て
い
ま
す
。

医療法人 京都翔医会

66医療法人 京都翔医会　桂寿の郷　山名 佑さんへ

入居前の不安とは裏腹に毎日楽しく過ごせています！



京
都
翔
医
会
は
介
護
を
い
つ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

の
で
す
か
？ 

ま
た
、
医
療
と
両
立
し
て
い
る
強
み

も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

吉
岡　

在
宅
診
療
や
訪
問
診
療
は
前
院
長
が
始
め

ま
し
た
が
、
一
番
初
め
の
介
護
施
設
が
で
き
た
の

は
私
が
院
長
に
な
っ
て
ち
ょ
っ
と
し
て
か
ら
で
す

か
ね
。
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
医
療
と
介
護
の
両
立
は
す
ご
く
大
切
な
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
音
で
は
自
宅
で
生
活
し

た
い
高
齢
者
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
回
復
し
た
ら

在
宅
に
切
り
替
え
て
、
ま
た
ど
う
し
よ
う
も
な
く

な
っ
た
ら
入
院
し
て
も
ら
う
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

短
期
間
で
い
い
か
ら
施
設
に
入
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
な

ど
を
し
て
ま
た
家
に
帰
る
。
こ
の
流
れ
を
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
る
の
が
、
京
都
翔
医
会
の
強
み
で
す
。

飯
田　

も
う
看
取
る
し
か
な
い
、
緩
和
治
療
し
か

な
い
、
と
な
っ
た
と
き
は
訪
問
診
療
を
入
れ
ら
れ

ま
す
し
、
逆
に
家
で
看
る
の
は
家
族
が
つ
ら
い
と

な
っ
た
ら
入
院
し
て
看
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

京
都
翔
医
会
は
、
診
察
か
ら
看
取
り
ま
で
を
切
れ

目
な
く
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
い
で
い
け
る
。
そ
れ

が
地
域
に
暮
ら
す
患
者
様
や
ご
家
族
の
安
心
安
全

に
も
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

“小さな取り組みの
地道な積み重ねが
いつしか地域との絆に”
吉岡

２
０
２
３
年
３
月
の
就
任
以
降
、
飯
田
院
長
は
ス

タ
ッ
フ
の
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
と
お
聞
き

し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

飯
田　

こ
れ
か
ら
高
齢
者
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い

き
ま
す
が
、
ど
こ
か
で
頭
打
ち
に
な
っ
て
今
度
は

人
口
が
減
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
な
る
と
病
院
や

介
護
施
設
は
今
ほ
ど
必
要
で
は
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
先
50
年
、
い
や
１
０
０
年
生
き
残
っ
て
い
く

医
療
介
護
グ
ル
ー
プ
と
し
て
必
要
に
な
っ
て
く
る

の
は
、
間
違
い
な
く
教
育
で
す
。
先
細
り
の
状
況

で
も
医
療
職
を
目
指
す
若
者
た
ち
は
必
ず
い
ま
す
。

多
く
の
こ
と
を
学
べ
て
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
も
で
き

る
、
つ
ま
り
は
こ
こ
で
働
け
ば
自
己
実
現
が
で
き

る
。
そ
の
よ
う
な
病
院
や
施
設
で
あ
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

吉
岡　

飯
田
院
長
の
視
点
は
面
白
い
で
す
し
、
こ

れ
か
ら
教
育
が
重
要
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

と
思
い
ま
す
。
昔
は
無
理
し
て
働
く
こ
と
が
美
学

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
違
う
。
教
育
に
力

を
入
れ
て
自
己
実
現
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
な
に

よ
り
大
切
だ
と
、
私
も
思
い
ま
す
。

飯
田　

お
給
料
の
面
も
そ
う
で
す
が
、
休
憩
ス
ペ

ー
ス
な
ど
を
快
適
に
整
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

と
に
か
く
「
こ
の
病
院
は
働
き
や
す
い
」
と
思
っ
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今の僕があるのも、皆さんのおかげで、感謝しています。



て
も
ら
え
る
こ
と
を
目
指
す
べ
き
な
の
で
す
。
そ

し
て
、
自
分
は
こ
う
い
う
医
師
や
看
護
師
に
な
り

た
い
な
ど
の
夢
を
叶
え
て
あ
げ
ら
れ
る
病
院
に
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。
グ
ル
ー
プ
内
に
は
病
院
が

三
院
あ
り
ま
す
。
こ
の
つ
な
が
り
も
大
事
に
す
る

べ
く
、
一
年
に
数
回
集
ま
っ
て
各
病
院
の
取
り
組

み
な
ど
を
共
有
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
み
ん

な
で
足
り
な
い
部
分
を
補
い
な
が
ら
、
ア
イ
デ
ア

も
出
し
合
う
。
そ
れ
こ
そ
「
共
に
生
き
る
」
じ
ゃ

な
い
で
す
け
ど
、
共
に
良
い
病
院
、
良
い
医
療
を

作
っ
て
い
く
の
が
理
想
で
す
ね
。

京
都
翔
医
会 

西
京
都
病
院
も
創
立
50
年
を
超
え

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
50
年
、
グ
ル
ー
プ
企
業
と

し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
、

進
化
し
て
い
き
た
い
で
す
か
？

吉
岡　

こ
れ
か
ら
も
基
本
ス
タ
ン
ス
は
同
じ
で
、

医
療
と
介
護
の
両
立
を
続
け
て
い
く
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
は
京
都
翔
医
会
が
長
年
に
わ
た
っ

て
積
み
上
げ
て
き
た
強
み
で
す
。
入
院
か
ら
在
宅
、

介
護
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
が
提
供
で
き
る
。

最
終
的
に
家
に
帰
る
と
な
っ
て
も
在
宅
診
療
も
充

実
し
て
い
る
の
で
環
境
を
整
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う

な
る
と
患
者
様
も
治
療
や
リ
ハ
ビ
リ
を
頑
張
れ
ま

す
よ
ね
。
さ
ら
に
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
、
病
院
や

施
設
を
少
し
ず
つ
増
や
し
て
い
く
こ
と
。
そ
う
す

る
と
莫
大
な
ベ
ッ
ド
数
を
持
っ
た
組
織
に
な
っ
て
、

経
営
も
安
定
し
ま
す
。
地
域
の
方
た
ち
に
も
こ
れ

ま
で
以
上
に
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
し
、

知
名
度
を
上
げ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

飯
田　

診
断
、
治
療
、
在
宅
、
介
護
、
緩
和
、
看

取
り
と
い
う
一
連
の
流
れ
の
中
で
、
ど
の
段
階
で

関
わ
っ
た
と
し
て
も
、
患
者
様
や
ご
家
族
様
に
京

都
翔
医
会
で
良
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
、
病

院
ま
た
は
施
設
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
高
齢
者
が
増
え
て
い
く
中
で
、
治
療
し
て
治
っ

た
か
ら
終
わ
り
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
生
活
や
介

護
を
含
む
患
者
さ
ん
の
人
生
そ
の
も
の
を
診
て
あ

げ
た
い
気
持
ち
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
先
ほ
ど

も
お
話
し
た
ス
タ
ッ
フ
の
教
育
と
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
で
す
ね
。
物
質
的
な
面
だ
け
で
な
く
、

自
己
実
現
の
た
め
に
ア
イ
デ
ア
や
要
望
を
他
の
ス

タ
ッ
フ
と
共
有
で
き
る
シ
ー
ム
レ
ス
な
環
境
も
大

切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
み
ん
な
が
目
標
を
持

っ
て
意
識
を
向
上
し
て
い
く
と
、
も
っ
と
地
域
の

方
た
ち
に
愛
さ
れ
る
病
院
に
な
る
は
ず
で
す
。
京

都
翔
医
会 

西
京
都
病
院
と
そ
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
そ

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。

2000年に滋賀医科大学を卒業。同大学医学部附属病院
の外科で研鑽を積み、恵佑会札幌病院、明和病院などで
消化器外科診療の知見を深める。関西医科大学外科学
講座助教、滋賀医科大学外科学講座助教・講師を経て准
教授に。京都翔医会 西京都病院が新築移転する半年前
の2022年10月より西京都病院 病院長として就任、2023
年 10 月より現職で、専門は肝胆膵外科。日本外科学会 
外科専門医・指導医、日本消化器外科学会 専門医・指導
医、日本肝胆膵外科学会 高度技能専門医、日本消化器
病学会 専門医、消化器がん治療認定医、他多数。

飯田 洋也
西京都病院　理事長・病院長

1980年5月に金沢医科大学を卒業。外科専門医として、
1992 年 9 月に西京都病院 外科に入職される。2023 年
10 月に医療法人京都翔医会 西京都病院の名誉院長に
就任。

（ この頃、法人名が「 医療法人弘正会 」から「 医療法人
京都翔医会 」へ変更に。）
現在は、透析センター、外科外来・手術、麻酔管理を
担っておれらる。専門分野は、消化器外科・血液透析。

吉岡 豊一
西京都病院　名誉院長

医療法人 京都翔医会
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あなたがリハビリをしてくれて安心して歩けるようになった。



医療法人 京都翔医会の職員のみなさん

69 医療法人 京都翔医会　上桂の郷　眞倉 菜弥子さんへ

いつも親切に皆様がしてくださるので助かっています。ありがとう。



元気村グループ 埼玉第 1 ブロック

コロナ禍の落ち着きを受け、「 地域に出ていく 」方針を決めた埼玉第１ブロック。
地域団体、他企業と協力してイベントを開催し成功させるなど、活発な動きを見せています。

グループの一員であるこうのす共生病院がブロック内にあるのも同ブロックの強み。
病院との連携が、利用者さんやご家族にとってより良いサービス提供につながっています。

地域と積極的に関わることで
ニーズに応えられる存在に

富
岡 

恵
子

ブ
ロ
ッ
ク
長
　
埼
玉
担
当
理
事
　

法
人
本
部
　
チ
ー
フ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

百
合
川 

祐
司

夢
工
房
翔
裕
園
　
施
設
長

尾
沢 

洋
子

し
ょ
う
ぶ
翔
裕
園
　
施
設
長

社会福祉法人 
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仲の良いお友達に見送られて母は幸せです。



皆
さ
ん
の
法
人
歴
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

富
岡　

今
年
で
29
年
目
で
、
百
合
川
さ
ん
と
同
期

で
す
。
入
っ
て
か
ら
ず
っ
と
鴻
巣
で
働
い
て
き
ま

し
て
、
一
年
半
ほ
ど
前
に
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
な
り
ま

し
た
。
元
気
村
に
入
っ
た
の
は
２
０
０
０
年
８
月

で
す
。

百
合
川　

富
岡
さ
ん
か
ら
あ
っ
た
よ
う
に
私
も
29

年
目
、
元
気
村
に
は
２
０
０
４
年
に
異
動
し
て
き

ま
し
た
。

尾
沢　

私
は
18
年
目
ぐ
ら
い
に
な
る
か
と
思
い
ま

す
。
富
岡
さ
ん
が
働
い
て
い
た
施
設
に
夫
の
祖
母

が
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
そ
こ
で
管

理
栄
養
士
の
空
き
が
出
た
ご
縁
が
あ
り
、
今
に
至

り
ま
す
。

埼
玉
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
、
転
機
と
い
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？

富
岡　

良
い
意
味
で
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
は
、

医
療
と
介
護
が
連
携
で
き
た
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
埼
玉
第
１
は
こ
う
の
す
共
生
病
院
が

あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
と
い
う
強
み
が
あ
る
ん
で
す
。
病

院
側
の
体
制
変
更
、
移
転
を
機
に
フ
ラ
ン
ク
に
付

き
合
え
る
よ
う
に
な
り
、
や
れ
る
こ
と
の
幅
が
増

え
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
人
生
会
議
で
す
。
神
成

理
事
長
や
チ
ー
フ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
内
田
さ
ん
、

訪
問
診
療
の
看
護
師
さ
ん
な
ど
と
毎
月
開
い
て
い

る
会
議
で
、
利
用
者
さ
ん
が
自
分
の
望
む
最
後
の

暮
ら
し
を
送
れ
る
よ
う
、
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

尾
沢　

利
用
者
さ
ん
、
ご
家
族
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
、

看
護
ス
タ
ッ
フ
と
、
関
係
者
が
全
員
で
話
し
合
う

こ
と
で
意
識
合
わ
せ
が
で
き
る
の
で
、
安
心
し
て

ケ
ア
に
当
た
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

富
岡　

病
院
側
が
徹
底
的
に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う

と
い
う
姿
勢
を
示
し
て
く
れ
て
い
る
の
が
あ
り
が

た
い
で
す
ね
。
看
護
師
が
負
担
に
感
じ
る
こ
と
の

多
い
オ
ン
コ
ー
ル
対
応
も
、
埼
玉
第
１
ブ
ロ
ッ
ク

で
は
こ
う
の
す
共
生
病
院
が
引
き
受
け
て
く
れ
て

い
ま
す
。
転
機
と
い
え
ば
こ
れ
か
な
と
思
っ
て
お

話
し
ま
し
た
が
、
小
さ
な
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
よ
ね
。
特
養
が
三
つ
あ
り
、
さ
ら
に
新
た
に

①  介護の魅力を発信し、介護職のイメージを、従来の
「 3K 」ではなく「 変えていく 」「 感動できる 」「 価値あ

る 」の『 介護の仕事 New 3K 』に変革していくこと  

②  高齢になっても、介護が必要になっても、住みたい
場所に住み続けるための視点でサービスを考える事  

③  人は人にしかできないことに注力する「 未来の介
護 」を創り上げる。埼玉第 1 ブロックは、この「 三方
良し 」の実現を目指し、クレド体現がベースの行動
となるよう、理念浸透に力を入れています。
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あなたに会えたことが母にとっても良かった



コ
ロ
ナ
禍
で
そ
れ
が
薄
ら
い
で
し
ま
っ
て
。
状
況

が
落
ち
着
き
、
ま
た
よ
う
や
く
そ
の
関
係
性
が
戻

っ
て
き
ま
し
た
。

尾
沢　

新
米
施
設
長
で
も
な
ん
と
か
や
れ
て
い
る

の
は
、
皆
さ
ん
が
教
え
て
く
だ
さ
る
か
ら
な
ん
で

す
。
自
分
事
の
よ
う
に
考
え
る
文
化
、
教
え
る
文

化
が
根
底
に
あ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

百
合
川　

特
養
同
士
だ
け
で
は
な
い
で
す
よ
ね
。

夢
工
房
も
、
製
造
し
た
食
べ
物
を
買
っ
て
い
た
だ

来
年
一
つ
施
設
が
増
え
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
新
規
オ
ー
プ
ン
が
増
え
る
分
、
既
存
施
設
も

が
ん
ば
っ
て
稼
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ず
っ

と
挑
戦
で
す
よ
ね
。

百
合
川　

そ
う
で
す
ね
。
私
は
開
設
二
、
三
年
目

に
入
っ
て
課
題
を
何
と
か
す
る
と
い
う
挑
戦
を
何

度
も
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
一
年
目
に
出
て
き

た
課
題
や
意
見
を
集
約
し
て
、
改
善
に
至
る
ま
で

の
道
筋
を
整
理
し
、
実
行
す
る
の
が
役
割
で
、
な

か
な
か
骨
が
折
れ
る
ん
で
す
よ
。
今
い
る
夢
工
房

も
オ
ー
プ
ン
か
ら
二
年
後
に
入
っ
て
い
ま
す
。

富
岡　

特
技
を
見
抜
か
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

尾
沢　

私
個
人
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
は
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
資
格
を
取
っ
た
こ
と
、
そ
し
て

副
施
設
長
と
い
う
管
理
職
に
就
い
た
こ
と
で
す
ね
。

ず
っ
と
管
理
栄
養
士
と
い
う
専
門
職
で
働
い
て
き

た
こ
と
か
ら
、
専
門
職
を
ま
と
め
る
こ
と
を
期
待

さ
れ
て
副
施
設
長
に
選
ん
で
も
ら
っ
た
の
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
し
ょ
う
ぶ
翔
裕
園
の
立
ち

上
げ
に
関
わ
り
ま
し
た
が
、
立
ち
上
げ
は
本
当
に

大
変
で
し
た
。
正
直
、
あ
ま
り
覚
え
て
い
な
い
く

ら
い
で
。
そ
う
し
た
中
、
仲
間
を
増
や
し
て
こ
ら

れ
た
の
は
良
か
っ
た
こ
と
で
す
ね
。

富
岡　

も
と
も
と
、
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
と
き
に
特

養
間
で
助
け
合
う
文
化
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
た
だ
、

い
た
り
、
販
売
先
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。

尾
沢　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
を
植
え
る
お
手
伝

い
も
し
ま
し
た
。
５
０
０
円
玉
サ
イ
ズ
の
実
が
な

る
か
ら
と
百
合
川
さ
ん
に
言
わ
れ
て
（
笑
）。

百
合
川　

快
く
手
伝
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今

９
シ
ー
ズ
ン
目
で
、
今
年
も
実
り
ま
し
た
よ
。

尾
沢　

食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

百
合
川　

お
二
人
は
新
施
設
が
で
き
る
と
き
が
大

変
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
？

尾
沢　

そ
う
で
す
ね
。
既
存
施
設
を
支
え
て
く
れ

て
い
る
人
を
新
施
設
に
輩
出
し
な
い
と
い
け
な
い

の
で
、
新
施
設
が
で
き
る
た
び
に
大
変
に
な
る
の

は
事
実
で
す
。

富
岡　

育
成
も
し
て
い
る
ん
で
す
が
、人
を
出
す
ス

ピ
ー
ド
に
追
い
付
く
の
は
ど
う
し
て
も
難
し
く
て
。

尾
沢　

自
分
自
身
も
勉
強
し
て
、
後
進
を
育
て
て

い
く
し
か
な
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
会
社
が
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
学
び
に
も
投
資
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
の
で
あ
り
が
た
い
で
す
。

埼
玉
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
が
直
近
で
、
意
識
し
て
い
る

こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

富
岡　

地
域
と
の
関
わ
り
で
す
ね
。
地
域
に
も
っ

社会福祉法人 元気村グループ 埼玉第 1 ブロック

〝
生
き
残
る
た
め
に
大
切
な
の
は
、

必
要
な
こ
と
は
や
る
、

不
要
な
こ
と
は
手
放
す
こ
と
〞

富
岡
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と
出
て
い
く
方
針
を
決
め
、
昨
年
は
こ
う
の
す
タ

ン
ポ
ポ
翔
裕
園
で
大
々
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
ま

し
た
。
５
０
０
〜
６
０
０
人
の
参
加
目
標
だ
っ
た

と
こ
ろ
、
１
０
０
０
人
以
上
が
来
場
す
る
大
盛
況

に
な
り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
だ
け
で
実
施
す
る
と

い
う
考
え
を
捨
て
、
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
こ
と
も

成
功
の
秘
訣
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
町
お
こ

し
し
て
い
る
方
と
仲
良
く
な
り
、
こ
れ
か
ら
も
一

緒
に
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
地
域
と
共
に
」
は
グ
ル
ー
プ
の
思
い
で
も
あ
り

ま
す
し
、
地
域
と
良
い
関
係
性
を
築
け
て
い
な
い

法
人
は
生
き
残
っ
て
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。

尾
沢　

し
ょ
う
ぶ
翔
裕
園
は
コ
ロ
ナ
禍
で
町
内
会

の
活
動
が
減
っ
た
の
ち
に
で
き
た
た
め
、
他
施
設

よ
り
も
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
薄
い
ん
で
す
。
防

災
観
点
か
ら
も
地
域
と
の
連
携
は
必
須
で
す
か
ら
、

消
火
訓
練
や
学
校
の
見
守
り
活
動
に
参
加
し
た
り
、

子
ど
も
食
堂
の
開
催
場
所
を
提
供
し
た
り
と
、
ニ

ー
ズ
を
聞
い
て
で
き
る
こ
と
を
探
し
て
い
ま
す
。

百
合
川　

夢
工
房
で
は
地
域
に
４
校
あ
る
支
援
学

校
と
の
付
き
合
い
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
学
生

時
代
か
ら
付
き
合
い
を
持
つ
こ
と
で
、
卒
業
時
に

サ
ー
ビ
ス
利
用
か
就
労
か
選
択
肢
を
提
示
で
き
ま

す
か
ら
。

50
年
後
に
向
け
て
、
埼
玉
第
１
が
取
り
組
み
た
い

こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

富
岡　

来
年
オ
ー
プ
ン
す
る
施
設
で
、
子
ど
も
を

絡
め
た
地
域
貢
献
を
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

核
家
族
が
増
え
て
い
る
中
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

が
高
齢
者
と
触
れ
合
え
る
機
会
が
あ
る
こ
と
は
双

方
に
と
っ
て
良
い
作
用
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
ら
。

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
で
体
操
教
室
に
入
っ
て
も
ら
い

た
い
と
理
事
長
に
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
大
分
の
く

に
さ
き
翔
裕
園
の
敬
老
会
で
子
ど
も
た
ち
が
体
操

を
披
露
し
た
様
子
の
写
真
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
高
齢
者
の
方
の
笑
顔
が
素
晴
ら
し
く
、
や

る
し
か
な
い
と
思
い
ま
し
た
ね
。
あ
と
ず
っ
と
話

し
て
い
る
の
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
統
合
で
す
。
福

祉
に
は
、
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
障
害
者
、
子

〝
元
気
村
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
き
る

障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
も
、

考
え
て
い
き
た
い
〞

百
合
川

〝
教
え
合
う
文
化
が
根
付
く
、

「
共
に
生
き
る
」
を
体
現
し
て
い
る

ブ
ロ
ッ
ク
で
す
〞

尾
沢
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育
て
で
困
っ
て
い
る
保
護
者
、
医
療
が
必
要
な
の

に
通
え
な
い
で
い
る
人
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
キ
ー

ワ
ー
ド
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
み

ん
な
が
共
助
で
き
る
よ
う
、
廃
校
を
使
っ
て
新
し

い
場
を
つ
く
り
た
い
で
す
ね
。
あ
と
は
専
門
性
を

活
か
せ
る
場
所
づ
く
り
に
も
取
り
組
み
た
い
で
す
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
か
現
場
か
の
二
択
以
外
の
選
択
肢

を
つ
く
り
た
い
な
と
。

尾
沢　

後
者
に
関
し
て
は
も
う
動
き
始
め
て
い
ま

す
よ
ね
。
例
え
ば
管
理
栄
養
士
の
場
合
、
福
祉
で

働
く
管
理
栄
養
士
だ
か
ら
こ
そ
磨
け
る
ス
キ
ル
が

あ
る
ん
で
す
。
身
に
付
け
る
と
栄
養
の
ア
プ
ロ
ー

チ
も
変
わ
る
で
し
ょ
う
し
、キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
、
収

入
ア
ッ
プ
に
も
な
る
の
で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

百
合
川　

障
害
福
祉
で
い
う
と
、
雇
用
で
す
ね
。

事
業
が
拡
大
す
る
と
障
害
者
雇
用
を
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
が
、
採
用
す
る
施
設
側
に
は
負
担
が
か

か
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
法
人
内
に
採
用
・
管
理
す

る
役
目
を
担
う
会
社
を
つ
く
る
の
は
ど
う
か
と
思

っ
て
い
る
ん
で
す
。
２
０
２
７
年
に
は
障
害
者
雇

用
率
が
２
・
７
％
に
な
り
ま
す
か
ら
、
直
近
で
取

り
組
み
た
い
こ
と
で
す
ね
。

尾
沢　

あ
と
は
50
年
後
の
話
で
す
か
。
ど
う
な
っ

て
い
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

富
岡　

施
設
に
入
る
人
も
働
く
人
も
減
る
で
し
ょ

う
か
ら
、
ど
ち
ら
に
も
必
要
と
さ
れ
る
存
在
で
あ

る
こ
と
が
必
須
で
し
ょ
う
ね
。
介
護
施
設
と
し
て

生
き
残
る
の
で
は
な
く
、
地
域
に
と
っ
て
必
要
な

こ
と
を
事
業
と
し
て
や
っ
て
い
く
、
そ
の
ニ
ー
ズ

を
ち
ゃ
ん
と
見
出
し
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
や

っ
て
い
く
し
か
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
い

ら
な
い
も
の
は
整
理
整
頓
す
る
。
目
指
し
て
い
る

日
本
一
っ
て
、
そ
う
い
う
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い
の

か
な
。

百
合
川　

日
本
社
会
も
変
わ
っ
て
い
き
、
想
像
で

き
な
い
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

尾
沢　

私
は
母
の
看
取
り
を
し
た
の
で
す
が
、
現

在
自
宅
で
最
期
を
迎
え
ら
れ
る
人
は
10
人
に
一
人

だ
そ
う
で
す
。
た
だ
、
７
、
８
割
は
自
宅
で
亡
く

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
50
年
後

に
は
、
も
っ
と
個
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
動
き

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

富
岡　

そ
の
第
一
フ
ェ
ー
ズ
が
来
年
で
き
る
特
養

で
す
よ
ね
。
最
期
を
自
宅
で
迎
え
た
い
と
い
う
人

は
、
自
宅
に
お
戻
し
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
い

る
ん
で
す
。
自
分
の
人
生
の
最
期
の
迎
え
方
に
は

い
ろ
い
ろ
な
形
が
あ
る
。
そ
こ
に
応
え
ら
れ
る
施

設
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

1996 年、関東医学研究所に営業職とし
て入社。サポートアンドサービスに
異動後、半年後にフラワーコミュニテ
ィに異動。結婚、出産を経て、関東福
祉専門学校に復職。2 人目の子どもを
出産後、翔裕園に異動し介護の仕事へ。
ケアマネジャーの資格を取得し、事務
長、施設長とキャリアアップを続け、
こうのすタンポポ翔裕園に異動。2023
年、埼玉第 1 ブロック長に就任。

富岡 恵子
ブロック長　埼玉担当理事
法人本部　チーフマネージャー

管理栄養士として転職先を探してい
た 2007 年、夫の祖母が入所していた
翔裕園で管理栄養士のポジションに
空きが出たと義母から聞き応募した
ところ、採用。その後、しょうぶ翔裕
園の立ち上げ時に、施設長だった富
岡さんから指名され、副施設長とし
て異動。2023 年より施設長を務め現
在に至る。

尾沢 洋子
しょうぶ翔裕園　施設長

1996 年、関東医学検査研究所に営業
職として新卒入社。3 年目から総務人
事を務める。2002 年、会長が始めた
介護保険サービスの会社に異動。
2004 年より元気村に異動。2012 年よ
り夢工房翔裕園の施設長を務める。

百合川 祐司
夢工房翔裕園　施設長

社会福祉法人 元気村グループ 埼玉第 1 ブロック
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いつも笑顔で話してくれてありがとう。
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特養のほか、老健もある埼玉第２ブロックは、２年前に現在の体制になりました。
千葉から新たなブロック長を迎えたことで、

ブロック内の施設同士での横のつながりが生まれているといいます。

各施設が鎖国状態だったところから
連携が生まれ、学びを得られるように

井
口 

善
充

栗
橋
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
翔
裕
園
　

副
施
設
長

髙
井 

美
穂

ブ
ロ
ッ
ク
長

剣
持 

和
之

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　

か
わ
ぐ
ち
翔
裕
園
　
施
設
長

元気村グループ 埼玉第 2 ブロック
社会福祉法人 

76社会福祉法人 元気村グループ　栗橋 NH 翔裕園　馬場 良太さんへ

家では話す相手がいない。デイケアが居場所になっています。



皆
さ
ん
の
社
歴
、
埼
玉
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
歴
に

つ
い
て
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

髙
井　

社
歴
は
約
20
年
。
そ
の
大
半
を
千
葉
ブ
ロ

ッ
ク
で
過
ご
し
ま
し
た
。
埼
玉
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
で

は
、
ま
だ
２
年
目
の
新
人
で
す
。

剣
持　

私
は
２
０
０
９
年
か
ら
な
の
で
、
今
で
15

年
目
ぐ
ら
い
で
す
ね
。
前
職
は
大
工
だ
っ
た
の
で

す
が
、
命
に
関
わ
る
事
故
に
遭
い
、
か
わ
ぐ
ち
翔

裕
園
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
募
集
の
チ
ラ
シ

を
見
た
妻
の
勧
め
で
、
異
業
種
と
な
る
介
護
職
に

転
職
し
ま
し
た
。

井
口　

私
は
25
年
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
。
同
じ
く

異
業
種
か
ら
の
転
職
組
で
、
前
は
ト
ラ
ッ
ク
運
転

手
を
し
て
い
ま
し
た
。
蓮
田
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム

翔
裕
園
に
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
入
っ
た
あ
と
、
正

社
員
と
な
り
、
栗
橋
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
翔
裕
園

へ
。
こ
う
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
よ
う
な

立
場
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
で
す
。

皆
さ
ん
が
知
る
埼
玉
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
の
歴
史
、
今

に
至
る
ま
で
の
成
長
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

髙
井　

昔
は
第
１
、
第
２
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
で
す

っ
け
。

井
口　

昔
も
分
か
れ
て
は
い
ま
し
た
。
た
だ
、
一

つ
に
ま
と
め
ら
れ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

髙
井　

千
葉
ブ
ロ
ッ
ク
時
代
に
感
じ
て
い
た
の
は
、

「
埼
玉
は
堅
い
な
あ
」
で
し
た
。

井
口
・
剣
持　
（
笑
）。

髙
井　

良
く
い
え
ば
実
直
で
真
面
目
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
ザ
・
福
祉
と
い
う
感
じ
だ
な
と
。

剣
持　

き
っ
ち
り
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

髙
井　

歓
送
迎
会
の
よ
う
な
会
社
の
飲
み
会
も
経

費
を
使
わ
ず
会
費
制
で
や
り
ま
す
も
ん
ね
。
だ
か

ら
お
金
が
貯
ま
っ
て
い
く
ん
だ
ろ
う
な
と
は
思
っ

た
ん
で
す
け
ど
、
正
直
「
お
堅
い
な
あ
」
と
思
い

ま
し
た
。
び
っ
く
り
し
た
。

井
口　

埼
玉
に
し
か
い
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
そ

の
あ
た
り
の
感
覚
が
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
そ

れ
が
普
通
の
感
覚
で
き
て
い
る
の
で
。

剣
持　

私
も
井
口
さ
ん
と
同
じ
く
、
そ
れ
が
当
た

り
前
な
感
覚
で
す
ね
。
金
銭
感
覚
だ
け
で
は
な
く
、

規
定
も
埼
玉
は
厳
し
い
。
髪
色
も
で
す
し
、
昔
は

ヘ
ア
ゴ
ム
の
色
も
決
ま
っ
て
い
た
と
か
。
厳
し
い

時
期
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

埼玉第 2 ブロックは、栗橋翔裕園、栗橋ナーシング
ホーム翔裕園、蓮田ナーシングホーム翔裕園、かわ
ぐち翔裕園と大規模の施設が集り、施設運営におい
て優秀な成績を出すことができる埼玉の稼ぎ頭が
集結したブロックです。また、綺麗な星空を何度眺
めても「 キレイね♪ 」っと何度も感動するようなと
ても素直な心をもった人々の集まりです。地域の
ために、お客様のため、職員のために、グループの
仲間のために、ただそのことを真っ直ぐに考えて、
今できることを今しようと行動ができるブロック
です。
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誕生日にもらう本のプレゼントは、新しい希望と出会いです。



髙
井　
「
社
会
福
祉
法
人
ら
し
い
服
装
」
と
書
い

て
い
た
り
。

井
口　

あ
あ
、
書
い
て
ま
し
た
、
書
い
て
ま
し
た
。

合
同
で
の
研
修
に
行
っ
た
ら
、
金
髪
の
人
が
い
て

び
っ
く
り
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。

剣
持　

会
議
は
ス
ー
ツ
で
。
な
の
に
、
埼
玉
以
外

の
人
は
仕
事
の
制
服
で
来
て
い
る
と
い
う
。

髙
井　

埼
玉
だ
け
堅
い
。

剣
持　

あ
と
感
じ
た
の
は
、
施
設
ご
と
に
方
針
が

バ
ラ
バ
ラ
な
こ
と
で
す
ね
。
業
界
外
か
ら
入
っ
て

き
た
人
間
な
の
で
、
先
輩
方
に
教
わ
る
し
か
な
い

の
で
す
が
、
先
輩
に
よ
っ
て
言
っ
て
い
る
こ
と
が

全
然
違
う
（
笑
）。
付
い
た
先
輩
に
合
わ
せ
る
し

か
な
か
っ
た
。

髙
井　

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

剣
持　

そ
の
先
輩
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
な
る
。

井
口　

私
も
食
事
・
排
泄
・
入
浴
の
手
伝
い
を
す
る

の
が
メ
イ
ン
の
仕
事
な
ん
だ
ろ
う
と
い
う
く
ら
い

の
認
識
で
、
老
健
と
特
養
の
違
い
も
わ
か
っ
て
い

な
い
と
こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
介
護
保

険
の
整
備
を
し
始
め
た
く
ら
い
の
時
期
だ
っ
た
ん

で
す
が
、ま
だ
そ
の
頭
が
な
く
、効
率
性
重
視
で
し

た
ね
。
お
む
つ
交
換
を
ど
れ
だ
け
た
く
さ
ん
で
き

る
か
と
か
。
安
全
性
も
効
率
を
考
え
、
ベ
ル
ト
を

使
用
す
る
の
も
ま
か
り
通
っ
て
い
た
時
代
で
し
た
。

髙
井　

私
は
特
に
福
祉
に
興
味
が
あ
っ
た
わ
け
で

も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
世
界
に
入
り
ま
し
た
が
、

措
置
の
時
代
に
は
消
化
で
き
な
い
こ
と
が
多
か
っ

た
で
す
。
福
祉
大
学
に
行
き
直
し
て
福
祉
を
学
ん

だ
こ
と
で
消
化
で
き
、「
変
え
た
い
」
と
思
っ
て

こ
こ
に
入
っ
て
き
た
ん
で
す
よ
。
た
だ
、
措
置
の

時
代
の
私
は
子
ど
も
だ
っ
た
と
思
う
部
分
も
あ
り

ま
す
。
経
営
と
運
営
の
話
で
、
売
上
が
な
い
と
施

設
を
運
営
で
き
な
い
わ
け
で
す
が
、
じ
ゃ
あ
経
営

上
の
効
率
が
良
い
か
ら
と
い
っ
て
お
む
つ
を
み
え

る
場
所
に
放
置
し
て
い
た
り
ト
イ
レ
を
開
け
っ
放

し
に
し
て
い
た
り
し
て
い
い
の
か
と
い
う
と
、
そ

う
じ
ゃ
な
い
よ
ね
と
。
両
方
が
大
事
。

井
口　

私
は
少
し
ず
つ
「
人
を
見
る
だ
け
じ
ゃ
な

い
ん
だ
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
悩
み
な
が
ら
こ

こ
ま
で
き
た
と
い
う
感
じ
で
す
。
後
輩
に
は
楽
し

く
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
立
ち
回
り
の
コ
ツ
を

上
手
く
伝
え
ら
れ
た
ら
な
と
思
っ
て
過
ご
し
て
い

ま
す
。
前
任
者
が
「
地
域
の
人
と
過
ご
せ
る
場
所

を
つ
く
る
」
と
打
ち
立
て
た
の
で
す
が
、
具
体
的

に
ど
う
し
て
い
く
の
か
を
明
確
に
で
き
て
い
な
い

ん
で
す
よ
ね
。
今
年
度
は
「
自
然
に
地
域
の
方
を

招
け
る
一
歩
目
」
の
年
に
し
た
い
ん
で
す
。
う
ち

は
身
体
的
な
こ
と
を
高
め
る
場
所
で
も
あ
り
、
セ

ラ
ピ
ス
ト
も
多
く
リ
ハ
ビ
リ
機
器
も
充
実
し
て
い

る
た
め
、
ぜ
ひ
地
域
の
方
々
に
も
健
康
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
な
と
。
老
健
な
ら
で
は
の
地
域
貢
献

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

髙
井　

真
面
目
。
長
い
！
（
笑
）。

剣
持　

熱
い
で
す
ね
。

井
口　
（
笑
）。
前
任
者
が
長
け
て
い
た
た
め
、
地

域
に
目
を
向
け
て
動
け
る
職
員
が
育
ち
ま
し
た
。

機
動
力
が
あ
り
す
ぎ
る
ほ
ど
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な

彼
ら
と
共
に
、「
共
に
生
き
る
」
を
実
践
で
き
る

施
設
で
あ
れ
ば
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

髙
井　

川
口
は
？

社会福祉法人 元気村グループ 埼玉第 2 ブロック

〝「
東
京
と
同
水
準
の
給
与
で
い
い
」

と
言
っ
て
も
ら
え
る

成
果
を
上
げ
た
い
〞

剣
持
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お友達がたくさん出来てうれしい。



剣
持　

異
業
種
か
ら
入
っ
て
き
た
い
ろ
い
ろ
な
職

員
が
い
ま
す
。
優
し
い
目
の
職
員
が
増
え
て
き
て

い
て
、
離
職
率
が
低
い
で
す
ね
。
た
だ
、
そ
の
優

し
さ
に
甘
え
て
し
ま
う
職
員
も
い
る
の
で
、
や
っ

た
こ
と
の
な
い
こ
と
を
や
る
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
私
自
身
も
そ
う
で
、
見
て
や
っ

て
学
ん
だ
こ
と
が
多
い
ん
で
す
。
専
門
職
の
人
の

み
が
わ
か
っ
て
い
る
だ
け
で
は
チ
ー
ム
と
し
て
不

十
分
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
全
業
務
を
一
通
り

や
る
よ
う
伝
え
て
い
ま
す
ね
。
考
え
る
こ
と
を
意

識
し
て
仕
事
に
入
っ
て
ほ
し
い
ん
で
す
。
私
も
今

で
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
っ
て
る
ん
で
す
よ
。

髙
井　
（
笑
）

剣
持　

す
べ
て
を
や
り
た
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う

す
る
と
困
っ
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
し
、

誰
か
が
休
ん
だ
と
き
に
サ
ポ
ー
ト
も
で
き
る
。
専

門
資
格
が
あ
る
こ
と
自
体
は
優
秀
で
す
し
評
価
も

し
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
視
野
を
広
く
し
て
も
ら
い

た
い
な
と
。
リ
ハ
ビ
リ
職
だ
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
だ
け

じ
ゃ
な
く
、
食
事
や
入
浴
で
も
専
門
知
識
が
活
か

せ
る
シ
ー
ン
は
あ
る
の
で
。

髙
井　

本
当
に
真
面
目
。
で
も
、
か
わ
ぐ
ち
翔
裕

園
は
剣
持
さ
ん
に
な
っ
て
か
ら
経
営
が
安
定
し
た

よ
ね
。

剣
持　

介
護
職
は
給
与
が
低
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

の
で
、
何
と
か
売
上
を
上
げ
て
評
価
を
上
げ
、
給

与
に
反
映
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
川
口
は
東
京
が
近
い
の
で
、
賃
金
の
差
で
東

京
と
比
べ
ら
れ
や
す
い
ん
で
す
よ
。
埼
玉
も
東
京

価
格
に
し
て
く
れ
と
言
う
に
は
、
成
果
を
出
さ
な

い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

髙
井　

栗
橋
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
翔
裕
園
も
デ
イ

ケ
ア
が
ト
ッ
プ
10
入
り
し
て
い
る
し
、
老
健
も
す

ご
い
よ
ね
。

井
口　

失
敗
し
て
の
今
で
す
ね
。
老
健
は
病
院
と

ご
自
宅
の
間
に
位
置
す
る
中
間
施
設
な
ん
で
す
が
、

高
め
の
加
算
を
狙
っ
て
自
宅
に
戻
す
こ
と
に
注
力

し
た
と
こ
ろ
、
入
っ
て
く
る
ほ
う
に
目
を
向
け
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
入
所
者
の
数
が
減
っ
て

し
ま
っ
た
ん
で
す
。
た
だ
、
そ
こ
で
良
い
自
宅
へ

の
出
し
方
を
学
べ
た
の
で
、
無
駄
な
失
敗
で
は
な

か
っ
た
で
す
。

現
体
制
に
な
っ
た
こ
こ
２
年
で
の
変
化
は
あ
り
ま

す
か
？

〝
千
葉
か
ら
埼
玉
へ
の
異
動
は
異
例
。

「
介
護
領
域
は
チ
ー
ム
」
と
い
う

理
事
長
の
想
い
か
ら
の
異
動
で
し
た
〞

高
井

〝
視
野
を
広
げ
、
特
養
と
は
違
う

老
健
な
ら
で
は
の
動
き
を
取
り
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
持
て
た
ら
〞

井
口
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毎日、楽しく生活出来て感謝しています。



剣
持　

大
き
な
エ
リ
ア
が
ゆ
え
に
相
談
し
づ
ら
か

っ
た
と
こ
ろ
、
髙
井
さ
ん
が
ま
と
め
て
く
れ
て
管

理
者
同
士
が
話
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

髙
井　

良
い
こ
と
言
う
！

剣
持　

情
報
収
集
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
千

葉
か
ら
は
職
員
も
入
っ
て
き
て
く
れ
た
の
で
、
い

ろ
い
ろ
と
学
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

髙
井　

お
金
の
有
意
義
な
使
い
方
も
（
笑
）。

剣
持　

職
員
が
喜
ん
で
い
ま
す
。

髙
井　

横
の
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し
た
よ
ね
。

井
口　

そ
う
で
す
ね
。
今
ま
で
と
は
違
う
視
点
で

話
し
合
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
き
な
ス
ケ

ー
ル
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

髙
井　

施
設
同
士
が
別
会
社
の
よ
う
で
、
鎖
国
し

て
い
る
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
は

自
分
の
と
こ
ろ
に
一
生
懸
命
で
よ
そ
を
見
る
余
裕

が
な
い
か
ら
で
も
あ
る
の
で
す
が
。
そ
こ
を
無
理

や
り
見
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
別
の
施
設
を
見

る
こ
と
で
得
る
も
の
も
あ
る
の
で
。

井
口　

そ
も
そ
も
施
設
間
の
異
動
も
少
な
か
っ
た

で
す
し
ね
。
そ
れ
も
変
え
よ
う
と
。

こ
れ
か
ら
の
埼
玉
第
２
、
そ
し
て
今
後
50
年
。
未

来
の
展
望
に
つ
い
て
語
っ
て
く
だ
さ
い
。

剣
持　

異
業
種
か
ら
入
っ
て
く
る
人
が
集
ま
り
や

す
い
地
域
で
も
あ
る
と
い
う
特
徴
を
活
か
し
、
外

国
人
雇
用
も
動
か
し
て
上
手
く
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

髙
井　

今
、
か
わ
ぐ
ち
翔
裕
園
で
外
国
籍
人
材
を

育
て
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
10
年
後
は
７
割
が
外

国
籍
の
人
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

井
口　

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
一
番
大
き
な
課
題

に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
終
の
棲
家
じ
ゃ
な
い

か
ら
こ
そ
、
地
域
の
方
々
、
在
宅
の
方
に
目
を
向

け
続
け
る
施
設
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。

髙
井　

私
は
自
分
の
人
生
の
テ
ー
マ
が
「
誰
も
が

誰
か
の
役
に
立
つ
社
会
を
つ
く
り
た
い
」
な
ん
で

す
。
子
ど
も
た
ち
が
こ
の
地
域
で
生
ま
れ
育
っ
て

良
か
っ
た
な
と
思
え
る
地
域
に
し
た
い
で
す
ね
。

50
年
後
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
ね
。
ロ
ボ
ッ
ト
時
代

に
な
っ
て
る
の
か
な
。

剣
持　

ど
こ
ま
で
介
護
に
Ａ
Ｉ
が
役
立
つ
の
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
人
が
考
え
な
く
な
っ
た
ら
困
り

ま
す
ね
。

髙
井　

そ
れ
は
な
い
よ
。
楽
し
い
こ
と
を
考
え
る

の
は
人
間
だ
か
ら
こ
そ
だ
か
ら
。
う
ち
は
何
で
も

や
ら
せ
て
く
れ
る
グ
ル
ー
プ
だ
か
ら
、
若
い
子
た

ち
に
も
ぜ
ひ
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
。

前職はトラック運転手。事故により、
心身共に仕事を続けるのが厳しくな
っていたところ、蓮田ナーシングホ
ーム翔裕園を知人から紹介され、入
職。半年間アルバイトとして働いた
のち、正社員に。2001 年、栗橋ナー
シングホーム翔裕園へ異動、2024 年
より副施設長に就任。「 手綱を握れな
いほどパワフル 」な職員たちと、地域
に開いた施設づくりに尽力中。

井口 善充
栗橋ナーシングホーム翔裕園　副施設長

高校卒業後、求人誌で特養の募集を
見て、福祉の世界へ。当時の福祉に
違和感を覚え、福祉大学へ進学。ボ
ランティアでアメリカやインドでの
仕事を経験。帰国後、国際的視野に
立った福祉法人であることに惹かれ、
当法人に就職。多くの時間を千葉ブ
ロックで過ごすが、2 年ほどフィリピ
ンへも出向。2023 年から埼玉第 2 ブ
ロック長を務める。

髙井 美穂
ブロック長

大工として働いていた際、事故に遭
い、退職。かわぐち翔裕園のオープ
ニングスタッフ募集のチラシを見た
妻から勧められ、2009 年に入職。大
工時代の「 見て学べ 」精神から、未経
験から介護の仕事を始め、施設運営
に必要な業務スキルを身に付ける。
2020 年より、かわぐち翔裕園の施設
長に就任。「 仏の剣持 」として、同施
設の経営を支えている。

剣持 和之
特別養護老人ホーム　
かわぐち翔裕園　施設長

社会福祉法人 元気村グループ 埼玉第 2 ブロック
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皆さん親切で安心して生活出来ます。
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沢山の方と関わりを持たせてくださりありがとう。



橘 

一
実

副
ブ
ロ
ッ
ク
長
　

大
田
翔
裕
園
施
設
長

神
成 

大
介

ブ
ロ
ッ
ク
長

ブランド立ち上げから約 30 年が経つ長寿村（ 東京・神奈川ブロック ）。
次々と新しい施設、法人を立ち上げ続けたことで見てきた課題に対し、

この３年を「 改革期間 」とし、土台固めに取り組んできました。
「 自分たちだけが良いでは生き残れない 」と語る、50 年後を見据えた今の想いとは。

土台固めに取り組んだ 3 年間
地域に選ばれ続ける法人への道

元気村グループ 東京・神奈川ブロック
社会福祉法人 

82社会福祉法人 元気村グループ　足立翔裕園　３階介護職　渡邉 桃子さんへ

ここで見てもらえれて、家族は助かっています。



ま
ず
は
お
二
人
の
ご
経
歴
を
、
簡
単
に
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。

神
成　

私
は
今
で
11
年
目
ぐ
ら
い
で
す
。
た
だ
、

以
前
に
元
気
村
の
介
護
職
を
し
て
い
た
期
間
が
あ

り
、
一
度
離
れ
て
飲
食
業
を
経
験
し
、
長
寿
村
に

戻
っ
て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ロ
ッ

ク
長
に
な
っ
て
か
ら
は
４
年
ぐ
ら
い
で
す
。

橘　

私
は
前
職
も
介
護
業
界
で
、
特
養
を
学
び
た

い
と
思
い
、
２
０
０
６
年
に
長
寿
村
に
や
っ
て
き

ま
し
た
。
足
立
翔
裕
園
で
お
世
話
に
な
っ
た
あ
と
、

２
０
１
１
年
に
あ
や
せ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
の

立
ち
上
げ
に
参
画
、
２
０
２
０
年
に
大
田
ナ
ー
シ

ン
グ
ホ
ー
ム
翔
裕
園
の
管
理
者
に
な
り
、
２
０
２

２
年
に
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
な
り
ま
し
た
。

長
寿
村
の
こ
れ
ま
で
の
成
長
や
変
遷
に
つ
い
て
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

神
成　

私
が
飲
食
業
か
ら
再
び
福
祉
業
界
に
戻
っ

て
き
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
当
時
の
理
事
長
が
「
感

動
介
護
」と
宣
言
し
て
い
て
、前
職
の
理
念「
満
足

を
超
え
る
感
動
を
お
客
様
に
」
と
似
た
表
現
に
惹

か
れ
ま
し
た
。
橘
さ
ん
は
同
業
か
ら
の
転
職
で
す

が
、
長
寿
村
の
ど
こ
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
か
？

橘　
「
家
族
主
義
」
と
い
う
企
業
理
念
に
惹
か
れ

ま
し
た
。
祖
母
が
大
好
き
だ
っ
た
こ
と
が
福
祉
に

就
こ
う
と
思
っ
た
原
点
で
、「
高
齢
者
だ
か
ら
」

「
若
者
だ
か
ら
」
で
は
な
く
今
い
る
時
間
を
ど
う

ど
な
た
で
も
共
に
過
ご
せ
る
か
が
重
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
利
用
者
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、
職
員
も

含
め
て
一
緒
の
時
間
を
生
き
る
こ
と
が
尊
く
大
事

で
、「
家
族
主
義
」
は
そ
れ
を
体
現
し
て
く
れ
る

の
で
は
と
い
う
期
待
を
感
じ
ま
し
た
。
結
果
、
想

像
以
上
で
し
た
ね
。
そ
こ
か
ら
今
に
至
る
ま
で
は
、

新
し
い
施
設
を
立
ち
上
げ
る
繰
り
返
し
で
、
だ
か

ら
こ
そ
い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
も
ら
え

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
前
職
で
や
っ
た
こ
と
の
あ

る
訪
問
介
護
を
長
寿
村
で
も
立
ち
上
げ
て
く
れ
と

言
わ
れ
て
、
初
期
か
ら
や
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
当

時
20
代
の
私
に
や
ら
せ
る
心
意
気
、
懐
の
深
さ
を

感
じ
ま
し
た
。「
失
敗
し
て
も
い
い
か
ら
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
と
い
う
う
ち
の
方
針
は
、
ま
る
で
親
で
す

よ
ね
。
や
ら
せ
て
く
れ
る
こ
と
に
愛
情
を
感
じ
つ

つ
、
大
変
で
は
あ
る
の
で
す
が
。
神
成
さ
ん
は
大

田
時
代
が
大
変
だ
っ
た
の
で
は
？

神
成　

２
年
目
に
い
き
な
り
副
施
設
長
で
し
た
か

ら
ね
。
大
田
は
今
で
こ
そ
稼
働
率
も
利
益
率
も
良

い
施
設
で
す
が
、
当
時
は
看
取
り
の
概
念
、
人
員

配
置
や
利
益
、
目
標
が
ま
っ
た
く
な
い
状
況
で
し

東京・神奈川ブロックは、東京都内に 10 施設。
神奈川県横浜市に 1 施設。合計 11 施設を運営す
るブロックです。事業内容としては、特養 4 箇所

（ 530 床 ）、老健 1 箇所（ 100 床 ）、複合施設（ サ高
住、経費、訪問介護等 ）、看護小規模、グループ
ホーム、養護老人ホーム等、幅広く事業を展開し
ております。全施設、全事業の黒字化を達成し、
ブロックにおいて地域に必要とされる新規事業
展開を進めていくのが、我々のまずは叶えたい
当面の目標とさせていただいております。
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た
。
月
に
２
０
０
０
万
円
赤
字
と
い
う
と
き
も
あ

り
、
そ
れ
を
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ん

で
す
。
た
だ
恵
ま
れ
て
い
た
の
は
、
大
田
に
長
年

い
る
中
堅
女
性
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
支
え
て
く
れ
、

私
の
言
っ
た
こ
と
を
具
現
化
し
て
く
れ
た
こ
と
。

４
年
目
に
は
利
益
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

表
彰
も
さ
れ
ま
し
た
。
拒
否
的
だ
っ
た
看
取
り
も

当
た
り
前
の
も
の
と
し
て
浸
透
。
こ
れ
は
大
き
な

成
功
体
験
に
な
り
ま
し
た
。

橘　

成
功
要
因
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

神
成　

ち
ゃ
ん
と
頼
り
任
せ
た
こ
と
で
す
か
ね
。

任
せ
た
あ
と
も
様
子
の
確
認
は
し
て
い
ま
し
た
が
、

任
せ
き
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
し
た
。
前
職
で

学
生
ア
ル
バ
イ
ト
に
い
か
に
気
持
ち
良
く
働
い
て

も
ら
う
か
を
意
識
し
て
き
た
こ
と
が
活
か
さ
れ
ま

し
た
ね
。
当
時
の
女
性
陣
は
、
そ
の
後
キ
ャ
リ
ア

を
積
み
、
役
職
者
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
い

て
あ
り
が
た
い
で
す
。
橘
さ
ん
が
印
象
に
残
っ
て

い
る
難
所
は
ど
こ
で
す
か
？

橘　

な
ん
だ
か
ん
だ
全
部
な
ん
で
す
け
ど
（
笑
）。

神
成　

で
す
よ
ね
（
笑
）。

橘　

ど
の
施
設
に
も
課
題
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

た
だ
、
一
番
を
挙
げ
る
な
ら
あ
や
せ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
パ
ー
ク
の
立
ち
上
げ
で
す
。
同
じ
建
物
に
10
の

事
業
が
あ
る
と
い
う
長
寿
村
に
と
っ
て
も
初
の
取

“地域のスーパーや
飲食店とも連携し、
地域一体型の運営が

できるようになれたら”
神成

り
組
み
だ
っ
た
上
、
そ
の
う
ち
私
が
や
っ
た
こ
と

の
な
い
事
業
が
多
め
だ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
本

当
に
難
し
か
っ
た
で
す
。
あ
と
は
年
上
の
方
へ
の

接
し
方
。
自
分
が
動
い
て
結
果
を
見
せ
て
い
く
こ

と
で
し
か
信
頼
を
勝
ち
得
な
い
と
考
え
、
が
む
し

ゃ
ら
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
事
業
数
が
多
く
赤
字

が
続
い
て
ま
し
た
が
黒
字
転
換
も
実
現
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
も
大
変
で
。
他
事
業
の
連
携
が
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
の
施
設
で
し
た
が
、
責
任
者
が
自
分
の

事
業
の
こ
と
の
み
を
考
え
て
お
り
責
任
感
が
強
い

あ
ま
り
な
か
な
か
ま
と
ま
ら
な
く
て
、
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
気
味
な
経
営
が
続
い
て
い
た
ん
で
す
よ
ね
。

で
も
、
そ
の
結
果
が
赤
字
で
す
。
で
あ
れ
ば
、
や

り
方
を
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
他
事
業
の
こ

と
も
自
分
毎
に
捉
え
行
動
し
よ
う
。
と
提
言
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。。
た
だ
、
改
革
を
し
て
さ

ら
に
失
敗
す
る
可
能
性
も
あ
る
わ
け
で
、
当
時
の

施
設
長
に
は
「
頼
む
か
ら
波
風
を
た
て
な
い
で
ほ

し
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、

私
は
坂
本
龍
馬
が
好
き
な
ん
で
す
よ
。

神
成　

改
革
者
で
す
ね
。

橘　

今
ま
で
の
や
り
方
を
信
じ
て
赤
字
を
突
き
進

む
よ
り
、
思
っ
た
こ
と
に
挑
戦
す
る
ほ
う
が
い
い
。

「
他
事
業
手
連
携
を
進
め
な
け
れ
ば
、
退
職
し
ま

す
」
と
宣
言
し
、
挑
戦
す
る
許
可
を
得
ま
し
た
。

社会福祉法人 元気村グループ 東京・神奈川ブロック
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翔裕園に出会えたことが最上の喜び。



結
果
、
翌
年
に
黒
字
転
換
。
立
ち
上
げ
に
関
わ
っ

た
施
設
が
赤
字
続
き
に
な
り
た
く
な
い
が
ゆ
え
の

挑
戦
で
し
た
が
、
や
り
切
っ
た
感
が
あ
り
ま
し
た

ね
。
そ
の
経
験
を
得
て
、
そ
の
次
は
職
員
の
大
量

離
職
が
起
き
て
い
た
大
田
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
に

行
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
。

神
成　

再
び
挑
戦
で
す
ね
。
い
か
が
で
し
た
か
？

橘　

職
員
の
良
い
と
こ
ろ
を
各
事
業
よ
り
運
営
会

議
で
毎
月
発
表
し
、
表
彰
す
る
取
り
組
み
を
始
め

ま
し
た
。
評
価
し
た
職
員
は
翌
年
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
に
繋
げ
、
そ
れ
が
ま
た
や
り
が
い
に
つ
な
が
る

と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
続
け
た
ん
で
す
。
こ
れ
を
３

年
続
け
た
結
果
、
長
寿
村
内
で
満
足
度
調
査
１
位

に
急
浮
上
。
安
定
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
神
成
さ

ん
と
管
理
者
を
隣
同
士
で
や
っ
て
い
た
時
期
が
１

年
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。

神
成　

大
田
の
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
と
言
わ
れ
て
い
た

時
代
。
社
長
か
ら
「
雰
囲
気
を
変
え
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
よ
ね
。

橘　

見
て
く
れ
て
い
る
人
は
見
て
く
れ
て
い
る
ん

だ
な
と
思
え
ま
し
た
。
大
田
で
裁
量
権
を
持
っ
て

動
け
た
こ
と
は
、
自
信
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
ね
。

現
体
制
後
に
変
化
は
あ
り
ま
す
か
？

“50年後まで
生き残るには
地域に求められる
法人になることが必須”
橘

神
成　

新
し
い
常
務
と
共
に
、
50
周
年
を
迎
え
る

ま
で
の
３
年
で
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
は
施
設
同
士
の
連
携
は
特
に
な
く
、
業
績
の

悪
い
施
設
が
あ
っ
て
も
「
な
ぜ
悪
い
ん
だ
ろ
う
な
、

何
か
で
き
る
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
か
」
と
別
の
施

設
の
人
間
が
考
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
ん
で
す
。

そ
う
で
は
な
く
、
法
人
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
い
う
の
が
今
の
常
務
の
考
え
で
、

た
と
え
自
分
の
施
設
が
好
調
で
あ
っ
て
も
、
法
人

と
し
て
成
果
が
出
せ
て
い
な
け
れ
ば
評
価
さ
れ
な

い
と
い
う
方
針
に
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
３
年
で

他
法
人
に
見
学
に
行
っ
て
良
い
と
こ
ろ
を
真
似
た

り
、
回
復
が
難
し
い
と
思
わ
れ
て
い
た
施
設
に
応

援
に
行
っ
た
り
組
織
体
制
を
変
え
た
り
す
る
こ
と

で
改
善
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
す
べ
て
の
施
設
が
、

今
年
に
は
お
そ
ら
く
赤
字
か
ら
脱
却
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

橘　

新
設
を
つ
く
る
ス
ピ
ー
ド
が
速
か
っ
た
の
で
、

な
か
な
か
各
施
設
の
体
制
が
安
定
し
な
か
っ
た
ん

で
す
よ
ね
。
横
浜
が
で
き
た
あ
と
か
ら
、
ま
ず
は

組
織
力
向
上
を
強
化
す
る
段
階
に
入
っ
た
印
象
で

す
。
現
体
制
に
な
り
さ
ら
に
改
革
ス
ピ
ー
ド
が
上

が
り
ま
し
た
。
あ
と
は
部
会
の
発
足
が
大
き
い
で

す
ね
。
現
在
９
個
あ
り
ま
す
。

神
成　

そ
う
で
す
ね
。
栄
養
士
部
会
や
看
護
師
部
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会
な
ど
、
職
員
同
士
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
ま
し

た
ね
。

橘　

異
動
も
積
極
的
に
、
他
施
設
を
手
伝
う
の
も

協
力
的
に
な
り
、
ル
ー
ル
の
統
一
も
進
み
、「
長

寿
村
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
決
ま
り
事
が

明
確
に
な
り
、
ブ
ラ
ン
ド
力
が
高
ま
っ
た
３
年
で

し
た
。
と
は
い
え
、
ま
だ
道
半
ば
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
あ
る
。

神
成　

あ
り
ま
す
ね
。
こ
の
３
年
で
意
識
し
て
き

た
こ
と
の
一
つ
が
女
性
役
職
者
を
増
や
す
こ
と
。

家
庭
や
育
児
を
理
由
に
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
諦
め

ず
、
両
立
で
き
る
こ
と
を
次
世
代
に
示
せ
る
「
人

財
」
を
増
や
し
た
い
の
で
す
が
、
こ
れ
も
ま
だ
ま

だ
。
断
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
ん
で
す
よ
ね
。

望
む
組
織
に
な
る
た
め
、
管
理
者
や
組
織
の
意
識

改
革
が
必
要
で
す
。

橘　

今
残
っ
て
い
る
方
は
神
成
さ
ん
が
育
て
た
方

ば
か
り
な
ん
で
す
よ
ね
。
今
日
お
話
し
て
い
て
、

責
任
者
と
し
て
指
示
す
る
の
で
は
な
く
、
頼
る
任

せ
る
ス
タ
イ
ル
が
彼
女
た
ち
を
伸
ば
し
た
の
で
は

と
思
い
ま
し
た
。

神
成　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
思
い
や

り
あ
ふ
れ
る
支
援
者
で
あ
り
た
い
ん
で
す
よ
。
思

い
や
り
を
持
っ
て
接
す
れ
ば
応
え
て
く
れ
る
し
、

任
せ
て
見
守
っ
て
い
れ
ば
伸
び
て
く
れ
る
。
橘
さ

ん
に
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
打
診
し
た
の
は
私
な
ん
で

す
よ
ね
。

橘　

任
せ
て
く
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
長
だ
か
ら
こ
そ
、

支
え
た
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。
誰
に
で
も
平
等
な

兄
貴
的
な
存
在
で
す
。
こ
ん
な
機
会
で
も
な
け
れ

ば
言
う
こ
と
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
（
笑
）。

50
年
後
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
こ
と
、

未
来
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

橘　

働
き
手
か
ら
も
選
ば
れ
る
必
要
が
あ
る
で
し

ょ
う
。キ
ャ
リ
ア
を
終
わ
ら
せ
ず
に
済
む
シ
ス
テ
ム

を
つ
く
る
の
が
大
事
で
、２
年
以
内
に
は
子
連
れ

出
勤
で
き
る
環
境
を
整
え
た
い
で
す
。
東
京
は
今

後
人
口
が
減
り
づ
ら
い
か
ら
こ
そ
、
選
ば
れ
る
施

設
と
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
競
合
が
多
く
地

域
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
な
ら
な
い
と
残
っ
て
い
け

な
い
課
題
が
あ
り
ま
す
。
50
年
後
に
も
残
る
た
め

に
、
い
ろ
い
ろ
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

神
成　

福
祉
業
界
が
抱
え
る
課
題
は
、
小
売
業
界

で
も
抱
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
自
分

の
施
設
、
法
人
だ
け
が
良
け
れ
ば
い
い
の
で
は
な

く
、
地
域
の
企
業
同
士
で
支
え
合
い
、
地
域
を
よ

り
良
く
し
て
い
け
る
一
体
型
の
運
営
が
で
き
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

2001 年から介護業界で働き始め、特別養護老人ホーム
の仕事を学びたいという思いで、2006 年に長寿村に転
職。2011年にあやせコミュニティパークの立ち上げに
携わり副施設長となったのち、2020 年には大田ナーシ
ングホームへ異動。2022 年に長寿村（ 東京神奈川ブロ
ック ）の副ブロック長に就任し、神成ブロック長とブ
ロックの改革を続ける。2023年より大田翔裕園の施設
長も務める。

橘 一実
副ブロック長　大田翔裕園施設長

元気村の介護職を経験後、やってみたかった飲食業界
へ転職。その後、他法人に再転職し、ケアマネとして
5 年経験。2013 年、当時の理事長の理念に共感し、当
グループに再入社、長寿村に配属。2 年目に太田翔裕
園の副施設長に、翌年には施設長となり、太田翔裕園
の経営状況を改善する。2020 年に長寿村（ 東京神奈川
ブロック ）のブロック長に就任。「 法人 50 周年までの
3年で改革しよう 」という常務の声を受け、橘副ブロッ
ク長と連携し、変革を目指して尽力中。

神成 大介
ブロック長

社会福祉法人 元気村グループ 東京・神奈川ブロック
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お花畑に連れてってくれてありがとう。
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敬老の日のお祝い嬉しかった。



伊
藤 

崇

副
ブ
ロ
ッ
ク
長
　

辰
巳 

昌
明

ブ
ロ
ッ
ク
長

職員同士がコミュニケーションを取りやすい
風通しの良い環境を作り上げている千葉・茨城・愛知ブロック。

先人たちが築き上げた介護への思いを引き継ぎながら、
時代に合わせてさらなる発展を目指しています。

長い年月で培った仲間との結束
次世代にもその思いや夢を託して…

元気村グループ 千葉・茨城・愛知ブロック
社会福祉法人 

88社会福祉法人 元気村グループ　あやせ CP　杉山 詳子さんへ

職員教育が素晴らしい！入居させてくれてありがとう。



辰
巳
さ
ん
と
伊
藤
さ
ん
は
、
ず
っ
と
介
護
福
祉
の

仕
事
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？ 

そ
れ
と
も
異

業
種
か
ら
転
職
さ
れ
た
の
で
す
か
？ 

辰
巳　

二
人
と
も
転
職
組
で
、
私
は
百
貨
店
、
伊

藤
は
道
路
な
ど
を
作
る
某
ゼ
ネ
コ
ン
が
前
職
に
な

り
ま
す
。
じ
つ
は
千
葉
・
茨
城
・
愛
知
ブ
ロ
ッ
ク

は
、
施
設
長
も
ほ
と
ん
ど
が
異
業
種
か
ら
の
転
職

で
す
。
福
祉
の
専
門
学
校
や
大
学
出
身
の
方
に
比

べ
る
と
現
場
で
イ
チ
か
ら
学
ん
で
い
く
の
で
、
覚

え
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
て
大
変
な
部
分
は
あ

り
ま
す
が
、
転
職
組
な
ら
で
は
の
強
み
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
が
社
会
福
祉
法
人
に
は
な
い
世
間
の
厳

し
さ
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

伊
藤　

社
会
福
祉
法
人
も
利
益
を
追
求
し
ま
す
が
、

そ
こ
が
一
番
で
は
な
い
ん
で
す
。
い
か
に
利
用
者

様
が
満
足
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
か
な
ど
、

利
益
以
上
に
大
切
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
う
い
っ

た
面
で
は
社
会
福
祉
法
人
は
優
し
い
会
社
だ
と
思

い
ま
す
。
ち
な
み
に
私
は
入
社
し
て
か
ら
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
ず
っ
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
い
ち

か
わ
翔
裕
園
の
施
設
長
に
な
る
ま
で
は
、
会
社
が

い
く
ら
利
益
を
出
し
て
い
る
の
か
全
く
知
ら
な
か

っ
た
で
す
か
ら
。

辰
巳　

一
方
、
民
間
の
企
業
は
利
益
を
出
す
こ
と

が
大
切
な
の
で
、
私
た
ち
よ
り
お
金
の
話
が
身
近

で
す
し
、
な
に
か
と
シ
ビ
ア
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら

こ
そ
、
い
ろ
い
ろ
と
厳
し
い
経
験
も
し
て
い
る
。

そ
う
考
え
る
と
我
々
は
、
社
会
福
祉
法
人
と
民
間

企
業
の
両
方
を
経
験
し
た
、
よ
り
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

な
集
団
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と

は
い
え
、
う
ち
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ

で
優
れ
て
い
る
人
は
い
な
い
ん
で
す
。
私
で
あ
れ

ば
財
務
、
伊
藤
で
あ
れ
ば
介
護
に
お
け
る
法
令
遵

守
に
強
く
、
他
の
職
員
も
そ
れ
ぞ
れ
得
意
分
野
が

あ
り
ま
す
。
オ
ー
ル
５
の
人
は
い
な
く
て
も
、
困

っ
た
と
き
は
得
意
な
人
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
環

境
が
整
っ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
も
千

葉
・
茨
城
・
愛
知
ブ
ロ
ッ
ク
の
強
み
で
す
ね
。

元気グループ創業 50 周年、心よりお祝い申し上げます。長きにわたり医療・
福祉・教育の分野において地域貢献されてきた功績を讃えるとともに、会長
をはじめとする諸先輩方が一日一日と積み重ねてこられた業績に心から感謝
いたします。グループの一員として千葉・茨城・愛知ブロックも「 共に生き
る 」「 家族主義 」の理念のもと、「 共生社会 」の実現に向け、日々の努力と精
進を怠ることなく、業務に邁進することをお誓い申し上げます。この度は、
誠におめでとうございます。

青木 直忠　常務理事

代表者挨拶

89 社会福祉法人 元気村グループ　いちかわ翔裕園　介護課　堀江 聡さんへ

花火で懐かしい青春時代を思い出しました。



そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
ね
。
先
ほ
ど
辰
巳

さ
ん
は
財
務
が
得
意
と
い
っ
て
い
ま
し
た
が
、
伊

藤
さ
ん
の
よ
う
に
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
の
経

験
は
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

辰
巳　

財
務
関
係
に
携
わ
る
前
は
鎌
ヶ
谷
翔
裕
園

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
運
転
手
を
し
て
い
た
の
で
、

じ
つ
は
介
護
の
経
験
が
な
い
の
で
す
。
私
が
施
設

に
入
っ
た
23
年
前
は
ち
ょ
う
ど
介
護
保
険
法
が
開

設
さ
れ
た
と
き
で
、
今
と
比
べ
る
と
か
な
り
人
材

も
豊
富
で
し
た
。
未
来
の
あ
る
職
業
だ
と
注
目
さ

れ
て
い
た
の
で
、
20
歳
く
ら
い
の
人
た
ち
が
た
く

さ
ん
働
い
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
若
い
子
た
ち
が

高
齢
者
の
生
活
の
支
援
な
ど
を
笑
顔
で
し
て
い
る

ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
を
見
て
リ
ス
ペ
ク
ト
し
か
な

か
っ
た
で
す
が
、
同
時
に
私
に
は
絶
対
に
で
き
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
私
が
で
き
る
仕
事
は

な
ん
だ
ろ
う
と
考
え
た
と
き
に
、
そ
の
頑
張
り
を

き
ち
ん
と
給
料
に
反
映
さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と
だ
っ

た
ん
で
す
よ
ね
。

伊
藤　

辰
巳
さ
ん
は
社
会
福
祉
法
人
の
ブ
ロ
ッ
ク

長
な
の
に
介
護
経
験
が
な
い
異
端
児
で
す
が

（
笑
）、
じ
つ
は
貴
重
な
存
在
で
も
あ
り
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
人
と
は
一
線
を
画

す
、
家
族
目
線
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
か
ら
で

す
。
私
た
ち
で
は
思
い
つ
か
な
い
目
か
ら
鱗
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
多
く
、
利
用
者
様
に
よ
り
良
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
も
役
立
て
て
い
ま
す
。

ま
た
、
辰
巳
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
で
、
職
員
が
成
人

式
な
ど
で
着
物
を
着
た
際
、
施
設
に
見
せ
に
来
て

ほ
し
い
と
お
願
い
し
て
い
る
ん
で
す
。
よ
ほ
ど
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
子
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
子
で
な
い
と
、

お
孫
さ
ん
は
わ
ざ
わ
ざ
施
設
ま
で
着
物
姿
を
見
せ

に
来
な
い
か
ら
、
と
。
こ
れ
も
家
族
目
線
な
ら
で

は
の
ア
イ
デ
ア
で
す
よ
ね
。
実
際
に
ご
利
用
者
の

皆
様
も
す
ご
く
喜
ん
で
く
れ
る
の
で
、
式
当
日
で

忙
し
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
職
員
が
施
設
に

寄
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
。

辰
巳　

入
社
当
時
だ
け
で
な
く
、
も
ち
ろ
ん
現
在

も
現
場
の
人
た
ち
は
リ
ス
ペ
ク
ト
し
て
い
ま
す
。

汗
水
だ
け
で
な
く
、
と
き
に
は
涙
ま
で
流
し
な
が

ら
、
利
用
者
様
を
怪
我
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
楽
し

く
過
ご
せ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

私
は
そ
れ
が
す
ご
く
格
好
い
い
と
思
い
ま
す
し
、

誇
り
に
思
い
ま
す
。
た
だ
、
残
念
な
が
ら
世
間
に

は
そ
う
映
っ
て
い
な
い
の
が
現
実
。
辛
い
と
か
大

変
と
い
う
言
葉
が
、
ど
う
し
て
も
先
に
き
て
し
ま

う
ん
で
す
よ
ね
。
個
人
的
に
は
介
護
は
格
好
い
い

仕
事
で
あ
る
こ
と
、
楽
し
い
仕
事
で
あ
る
こ
と
が

も
っ
と
全
面
に
出
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
る
の
で

社会福祉法人 元気村グループ 千葉・茨城・愛知ブロック

“笑顔で介護をする
職員たちを、

私は誇りに思います”
辰巳

90社会福祉法人 元気村グループ　かしわ翔裕園　訪問介護センター　西川 未来さんへ

あなたがいてくれて良かった。



す
が
、
な
か
な
か
難
し
い
で
す
ね
。

辰
巳
さ
ん
の
思
い
が
世
間
に
広
ま
り
、
介
護
の
イ

メ
ー
ジ
が
覆
る
と
い
い
で
す
ね
。
ち
な
み
に
職
員

は
長
く
働
い
て
い
る
方
が
多
い
ん
で
す
か
？ 

伊
藤　

そ
う
で
す
ね
。
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
施
設
長

な
ど
は
、
長
く
働
い
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

付
き
合
い
が
長
い
分
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

し
っ
か
り
取
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
仕
事
の
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
お
互
い
の
家
族
の
こ
と
や
子
供

の
受
験
の
話
な
ど
も
す
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
こ
そ

今
後
は
ど
う
し
て
い
き
た
い
か
、
ど
う
す
る
べ
き

な
の
か
、
と
い
っ
た
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
未
来
に
つ

い
て
も
よ
く
話
し
ま
す
ね
。
つ
い
熱
く
語
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
特
別
に
時
間
を
作

っ
て
話
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
は
普
段

の
雑
談
も
つ
い
そ
う
い
う
話
に
な
っ
て
し
ま
う
ん

で
す
。

今
後
の
こ
と
は
普
段
か
ら
話
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
50
年
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
に
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
か
？

辰
巳　

50
年
後
は
私
も
伊
藤
も
き
っ
と
こ
の
世
に

は
い
な
い
で
す
し
、
社
会
も
い
ろ
い
ろ
と
変
わ
る

と
思
う
の
で
、
我
々
が
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
描
け
る

未
来
は
20
年
後
く
ら
い
ま
で
で
す
ね
。
そ
の
間
に

施
設
を
い
く
つ
増
や
せ
る
か
、
人
口
が
減
っ
て
い

く
こ
と
も
考
え
る
と
施
設
じ
ゃ
な
い
形
の
ほ
う
が

い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
人
口
が
減
る
と

税
金
も
減
っ
て
し
ま
う
の
で
、
国
の
介
護
保
険
法

だ
け
に
頼
ら
ず
、
な
に
か
事
業
を
始
め
な
い
と
い

け
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
介
護
の
常

識
に
固
執
せ
ず
、
今
後
は
視
野
を
広
く
持
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

伊
藤　

私
た
ち
は
割
と
近
い
未
来
の
話
を
し
て
い

ま
す
が
、
若
い
世
代
に
は
50
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

各
ブ
ロ
ッ
ク
で
発
表
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
任
せ

て
い
ま
す
。
本
当
は
我
々
が
先
頭
に
立
っ
て
引
っ

張
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
で
す
が
、
私
た
ち

は
メ
ン
バ
ー
を
選
出
し
て
プ
レ
ゼ
ン
の
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト
を
渡
し
た
だ
け
で
す
。
な
ぜ
な
ら
会
社
の
未

来
を
担
っ
て
い
く
の
は
彼
ら
で
す
か
ら
ね
。

辰
巳　

本
番
前
に
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
発
表
の
練
習

を
見
た
の
で
す
が
、
手
前
味
噌
で
す
が
う
ち
の
ブ

ロ
ッ
ク
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
一
番
良
か
っ
た
で
す
。

人
口
減
な
ど
の
根
拠
を
も
と
に
、
よ
り
具
体
的
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
て
い
た
の
は
さ
す
が
だ
と

“口を出さずに見守る。
自分たちで考える力を
身につけてほしいから”
伊藤

91 社会福祉法人 元気村グループ　いちかわ翔裕園　介護課　岩崎 三紀子さんへ

故郷のお菓子を探してくれてありがとう。



思
い
ま
し
た
。
私
も
伊
藤
も
基
本
的
に
口
を
出
さ

な
い
ス
タ
イ
ル
な
の
で
、
も
し
か
し
た
ら
メ
ン
バ

ー
は
な
に
も
教
え
て
く
れ
な
い
ク
ソ
上
司
と
思
っ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
笑
）。
で
も
そ
れ
に

は
意
図
が
あ
っ
て
、
き
ち
ん
と
自
分
で
考
え
る
力

を
身
つ
け
て
ほ
し
い
か
ら
そ
う
し
て
い
る
ん
で
す
。

ま
た
、
施
設
で
こ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
や
り
た

い
と
い
わ
れ
た
際
、
も
し
そ
れ
が
イ
マ
イ
チ
で
も

頭
ご
な
し
に
否
定
は
せ
ず
、
こ
れ
を
プ
ラ
ス
し
た

ら
も
っ
と
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？ 

と
い
う
よ
う
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う

す
る
と
「
自
分
が
考
え
た
こ
と
は
間
違
っ
て
い
な

い
け
ど
、
こ
れ
が
欠
け
て
い
た
ん
だ
」
と
思
え
る

の
で
、
次
か
ら
は
な
に
か
欠
け
て
い
な
い
か
考
え

る
よ
う
に
な
る
ん
で
す
。
す
ぐ
上
司
に
答
え
を
求

め
る
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
で
考
え
る
こ
と
は

働
く
上
で
と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

伊
藤　

私
た
ち
が
口
を
出
さ
な
い
の
は
、
次
の
世

代
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
り
ま
す
。
な
に

か
あ
っ
た
ら
我
々
が
責
任
を
取
る
か
ら
、
何
事
も

ま
ず
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
ほ
し
い
ん
で
す
よ
ね
。

辰
巳　

ま
た
、
口
を
出
さ
な
い
と
い
う
の
は
、

我
々
の
上
司
で
あ
る
青
木
常
務
が
実
践
し
て
き
た

こ
と
を
引
き
継
い
で
い
る
ん
で
す
。
や
り
方
な
ど

を
間
違
え
た
と
き
は
指
示
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た

が
、
青
木
常
務
は
基
本
的
に
私
た
ち
に
お
任
せ
で

し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
自
然
と
自
分
た
ち
で
考
え

る
力
が
身
に
つ
い
た
の
で
、
こ
れ
は
次
の
世
代
に

も
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て

こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
人

材
を
一
人
で
も
多
く
育
て
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

伊
藤　

次
の
世
代
は
す
ご
く
頭
が
良
く
て
、
理
解

力
や
吸
収
力
な
ど
に
関
し
て
も
非
常
に
優
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
方
で
適
応
能
力
と
い
う
か
、
た
と

え
ば
企
画
な
ど
を
も
う
ち
ょ
っ
と
広
げ
て
い
き
た

い
と
き
に
、
発
想
力
や
引
き
出
し
が
私
た
ち
に
比

べ
る
と
ち
ょ
っ
と
少
な
い
気
が
し
て
い
る
ん
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
考
え
る
力
を
身
に
つ
け
て
、
さ
ら
に

活
躍
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

辰
巳　

現
在
は
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
い
る
昭
和
の
根

性
論
で
育
っ
た
世
代
な
の
で
通
用
す
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
が
良
い
と
思
っ
て
引
き
継
い

だ
こ
と
は
、
ぜ
ひ
次
の
世
代
に
も
引
き
継
い
で
ほ

し
い
。
そ
の
ま
ま
伝
え
る
と
い
ろ
い
ろ
問
題
に
な

る
と
思
う
の
で（
笑
）、そ
れ
を
ど
う
伝
え
て
い
く

の
か
答
え
が
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
が
、
直

近
の
課
題
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
ク
リ
ア
に
な
る

と
、
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
さ
ら
な
る
発
展
に
も
つ
な

が
る
と
思
う
の
で
す
。

もっと人間らしい仕事がしたいと思い、某ゼネコンか
ら高齢者福祉の道へ進み、2004 年に介護福祉士の資格
を取得。その後、社会福祉法人 長寿の里へ。ケアマネ
ージャーとして活動しながら、いちかわ翔裕園の施設
長に就任し、ふなばし翔裕園は立ち上げから携わり、
さまざまな経験を積む。現在は千葉・茨城・愛知ブロ
ックの副ブロック長を担当している。

伊藤 崇
副ブロック長

百貨店に 10 年ほど勤務し、鎌ヶ谷翔裕園のデイサービ
スの運転手に。前任が退職したことで財務関係を担当。
介護も施設長の経験もゼロな状況で、2021 年に千葉・
茨城・愛知ブロックのブロック長に就任。「 いずれは
グループの本部を千葉県の幕張メッセに移して、マリ
ンスタジアムの花火を見ながらビールを飲む 」のが夢。

辰巳 昌明
ブロック長

社会福祉法人 元気村グループ 千葉・茨城・愛知ブロック
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あなたの顔を見ると元気になります。



社会福祉法人 元気村グループ 千葉・茨城・愛知ブロックの職員のみなさん

5 つの社会法人を展開している元気村グループ。
社会福祉法人 長寿の里はその一つで、千葉・茨
城・愛知ブロックで鎌ヶ谷翔裕園をはじめとす
る計 7 施設を運営しています。特別養護老人ホ
ームやグループホーム、デイサービス、訪問事業
といった施設によって事業内容が異なるのも特
徴。また、利用者様と楽しんだアクティビティ
や施設でのランチ情報、みんなで外出を楽しん
だ様子などを、サイト内の施設日記やインスタ
グラムにて積極的に発信しています。

93 社会福祉法人 元気村グループ　ひがしむらやま翔裕園　看護小規模　オム ソウウンさんへ

今の時代の年寄は幸せだね。遅くまで世話してもらっていつも感謝してますよ。



元気村グループ 東北ブロック

元気村、杜の村と二つの法人を含む東北ブロック。同じグループの一員ではありながらも、
長年それぞれの法人として運営し、特に仕事上での積極的な交流は図られてきませんでした。

一つのブロックとしての意識を持つようになった現在、
相互に協力し合いながら未来に向かって挑戦を続けています。

未来は変えられる。
全国のモデルになる挑戦を

佐
藤 

貴
之

副
ブ
ロ
ッ
ク
長
　

み
さ
と
の
杜
翔
裕
園
施
設
長

進
藤 

昌
信

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
長
代
理

行
田 

由
利
子

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

社会福祉法人 

94社会福祉法人 元気村グループ　みさとの杜相談課　介護支援専門員　髙橋 政則さんへ

敬老会では、施設の皆様の心配りに大満足でした。　



皆
さ
ん
の
当
グ
ル
ー
プ
歴
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。

行
田　

私
は
勤
続
27
年
に
な
り
ま
す
が
、
今
も
毎

日
新
し
い
こ
と
ば
か
り
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
転
職
が
珍
し
く
な
い
昨
今
で
す
が
、

１
か
所
で
働
き
続
け
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
や
り

が
い
も
あ
る
と
、
最
近
特
に
実
感
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

佐
藤　

私
は
勤
続
25
年
目
に
な
り
ま
す
。
地
域
に

密
接
に
関
わ
る
部
署
を
２
０
１
０
年
に
立
ち
上
げ

た
り
、
介
護
の
仕
事
の
良
さ
を
伝
え
た
い
と
思
い

東
北
エ
リ
ア
の
人
事
の
仕
事
を
経
験
さ
せ
て
も
ら

っ
た
り
す
る
な
ど
、
や
り
た
い
こ
と
を
と
こ
と
ん

や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
き
ま
し
た
。

進
藤　

私
は
20
年
目
に
な
り
ま
す
。
入
っ
て
か
ら

今
に
至
る
ま
で
、
新
し
い
こ
と
を
や
り
続
け
て
い

る
グ
ル
ー
プ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
し
、
転
職
し
て

き
て
良
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
ね
。
こ
の
５

月
か
ら
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
で
働
く
仲
間
や
利
用
者
さ

ん
が
幸
せ
に
な
れ
る
ま
と
め
役
を
担
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
行
田
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
と
共
に
取
り

組
ん
で
い
る
真
っ
最
中
で
す
。

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
、
お
話
し
く
だ
さ
い
。

進
藤　

現
体
制
に
な
っ
た
今
が
転
機
の
一
つ
じ
ゃ

な
い
で
し
ょ
う
か
。

行
田　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
杜
の
村
と
元
気
村
と

い
う
二
つ
の
法
人
が
あ
り
、
そ
の
垣
根
が
シ
ー
ム

レ
ス
に
な
っ
た
の
が
最
近
の
話
な
ん
で
す
よ
ね
。

「
同
じ
ブ
ロ
ッ
ク
な
ん
だ
か
ら
ま
と
め
よ
う
よ
」

と
い
う
話
に
な
り
、
３
人
で
ま
と
め
て
い
く
こ
と

に
な
っ
た
ん
で
す
。

佐
藤　

理
事
長
の
お
考
え
か
ら
の
流
れ
だ
っ
た
の

か
な
と
。
杜
の
村
も
元
気
村
も
、
大
き
な
枠
組
み

で
見
れ
ば
同
じ
グ
ル
ー
プ
会
社
の
一
員
な
の
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
は
同
じ
会
社
だ
と
い
う
認
識
が
薄

か
っ
た
ん
で
す
。
研
修
で
顔
を
合
わ
せ
れ
ば
挨
拶

は
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
で
交
流
す
る
機
会
は
特

に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

グループ創業 50 周年の節目に立ち会えることは誠に光栄であるとともに、
100 年企業に向けたこれからのグループの歩みに携われることに感謝申し上
げます。創業者神成会長、理事長の故郷である秋田県のある東北エリアは、
国内でも人口減少が先行している地域ではありますが、その地で介護施設経
営を維持し、地域の幸せの駅であることの使命を全うし感動介護を届け続け
るために、エリアを越えて多様な世代、国籍、グループ全勢力のさらなる結
束をもってチャレンジし続けてまいりますのでよろしくお願いいたします。

帯津 登志彦　担当理事

代表者挨拶

95 社会福祉法人 元気村グループ　南方Ｎ H 居宅　管理者　土井 博貴さんへ

あんだと話すと胸がす～っとする。ありがとう。



社会福祉法人 元気村グループ 東北ブロック

し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
そ
の
た
め
の
副
ブ
ロ
ッ
ク

長
が
２
人
い
る
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
行
田
さ
ん

と
二
人
で
解
決
で
き
る
な
ら
し
て
、
結
果
を
報
告

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
少
し
で
も
休
ん

で
い
た
だ
き
た
い
な
と
。

進
藤　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
理
事
長
か
ら

は
「
こ
の
３
人
に
託
す
」
と
い
わ
れ
た
だ
け
で
誰

が
長
で
も
良
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
結
果
的
に
上

進
藤　

就
業
規
則
も
別
で
し
た
し
ね
。
よ
そ
よ
そ

し
さ
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
で
は
イ
ベ

ン
ト
で
の
協
力
や
苦
し
い
と
き
の
助
け
合
い
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

佐
藤　

そ
れ
も
、
私
た
ち
か
ら
指
示
す
る
必
要
も

な
く
で
す
か
ら
ね
。
現
場
で
働
く
課
長
ク
ラ
ス
の

人
た
ち
が
自
発
的
に
動
い
て
く
れ
て
い
る
。

行
田　

10
年
ぐ
ら
い
前
に
理
事
長
が
統
一
さ
れ
た

こ
と
が
、
今
に
つ
な
が
る
最
初
の
一
歩
だ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

佐
藤　

杜
の
村
に
ず
っ
と
い
る
私
の
感
覚
で
い
う

と
、
二
つ
し
か
施
設
の
な
い
地
元
法
人
で
あ
る
杜

の
村
に
と
っ
て
、
全
国
規
模
で
い
く
つ
も
施
設
の

あ
る
元
気
村
と
同
じ
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
の
は
恐
れ

多
い
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
で
も
、
ま
と
ま
っ

て
い
く
方
針
に
な
っ
て
か
ら
は
腹
を
割
っ
て
対
等

に
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
行
田
さ
ん
が
よ

く
「
ひ
ざ
を
突
き
合
わ
せ
て
」
と
い
う
の
で
す
が
、

文
字
通
り
対
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

切
に
し
続
け
て
き
た
こ
と
で
関
係
性
を
深
め
て
い

け
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

行
田　

佐
藤
さ
ん
が
マ
メ
な
ん
で
す
よ
。

進
藤　

で
す
よ
ね
。

佐
藤　

こ
れ
で
も
進
藤
さ
ん
へ
の
情
報
量
は
調
整

手
く
役
割
分
担
が
で
き
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

佐
藤　

得
意
分
野
が
違
い
ま
す
か
ら
ね
。

進
藤　

３
人
を
足
し
て
最
大
限
の
成
果
を
出
そ
う

と
。
佐
藤
さ
ん
は
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ジ
オ
か
ら
も
認
め

ら
れ
て
い
る
ほ
ど
、
司
会
進
行
が
と
に
か
く
上
手

で
す
よ
ね
。

佐
藤　

専
門
学
校
の
特
任
講
師
も
務
め
て
い
る
く

ら
い
、
話
す
の
は
得
意
で
す
ね
。
情
報
収
集
係
で

も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
集
め
た
話
を
ど
う
相

手
に
伝
え
れ
ば
納
得
し
て
も
ら
え
る
の
か
を
考
え

る
の
も
得
意
で
す
。
進
藤
さ
ん
は
慌
て
な
い
し
感

情
的
に
な
ら
な
い
。
人
の
話
を
折
る
こ
と
な
く
き

ち
ん
と
聞
い
た
上
で
、
言
葉
を
選
ん
で
返
し
て
く

れ
る
。

進
藤　

年
上
で
す
か
ら
ね
。
カ
ッ
と
な
ら
な
い
よ

う
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
よ
う
意
識
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
。

行
田　

と
に
か
く
冷
静
で
す
よ
ね
。
私
は
特
に
何

も
な
い
で
す
よ
。
進
藤
さ
ん
が
静
、
佐
藤
さ
ん
が

動
と
し
て
、
私
は
動
で
動
く
ら
い
で
。

進
藤　

行
田
さ
ん
は
ス
ピ
ー
ド
感
が
持
ち
味
で
し

ょ
う
。

佐
藤　

問
題
を
絶
対
に
放
置
し
な
い
で
す
よ
ね
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
立
場
関
係
な
く
相

〝「
こ
の
街
が
好
き
」
と

言
っ
て
も
ら
え
る
街
づ
く
り
に
も

取
り
組
み
た
い
〞

行
田

96社会福祉法人 元気村グループ　国見 NH 翔裕園リハビリ課　理学療法士　佐藤 正人さんへ

家に閉じこもっている母が、リハビリをして外に出るようになった。



手
に
ち
ゃ
ん
と
聞
か
れ
る
方
だ
と
い
う
印
象
が
強

い
で
す
。

進
藤　

そ
ん
な
感
じ
で
、
タ
イ
プ
の
違
う
３
人
で

杜
の
村
と
元
気
村
の
融
合
に
取
り
組
ん
で
き
た
わ

け
で
す
が
、
や
っ
て
み
た
感
想
は
い
か
が
で
す

か
？

行
田　

想
像
し
て
い
た
よ
り
も
難
な
く
一
緒
に
や

れ
る
も
の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
ね
。
現
場
の
人
た

ち
も
同
じ
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。「
こ
れ
か
ら
は
グ

ル
ー
プ
と
し
て
一
丸
で
や
っ
て
い
く
か
ら
ね
」
と

伝
え
た
だ
け
で
、
す
ん
な
り
と
な
じ
ん
で
い
っ
た

気
が
し
ま
す
。

佐
藤　

あ
と
は
飲
み
会
が
増
え
ま
し
た
（
笑
）。

進
藤　

飲
み
会
は
大
事
で
す
よ
。
フ
ラ
ン
ク
に
話

す
機
会
が
一
度
で
も
あ
る
と
、
仕
事
の
相
談
が
一

気
に
し
や
す
く
な
り
ま
す
か
ら
。

行
田　

横
の
つ
な
が
り
が
太
く
強
く
な
り
ま
し
た
。

あ
と
は
委
員
会
活
動
で
す
ね
。
こ
れ
は
昔
か
ら
あ

る
も
の
で
す
が
。
佐
藤
さ
ん
の
人
脈
が
広
い
の
は
、

ま
さ
に
い
ろ
い
ろ
な
委
員
会
に
参
加
さ
れ
て
き
た

か
ら
で
す
よ
ね
。

佐
藤　

そ
う
で
す
ね
。
き
っ
か
け
は
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
相
談
員
の
研
修
会
で
し
た
。
全
国
の
相
談
員

を
秋
田
に
集
め
て
開
催
し
た
ん
で
す
よ
。
宴
会
騒

ぎ
が
大
好
き
な
人
が
多
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
は
も

う
ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
で
、
当
時
理
事
長
だ
っ
た
会

長
ま
で
呼
び
出
し
て
。
会
長
の
肩
を
組
む
無
礼
講

の
飲
み
会
で
し
た
が
、「
こ
の
元
気
が
必
要
な
ん

だ
よ
な
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
横
の
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
る
の
は
大
き
い
で
す
。

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
現
状
、
そ
し
て
今
後
50
年
に

向
け
て
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

進
藤　

全
施
設
を
黒
字
に
す
る
の
が
直
近
の
目
標

で
す
ね
。

佐
藤　

お
金
が
あ
れ
ば
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
ま
す
し
、

職
員
に
も
給
料
と
し
て
還
元
で
き
ま
す
か
ら
ね
。

進
藤　

お
金
問
題
を
ク
リ
ア
で
き
た
ら
、
次
の
段

階
に
い
き
た
い
で
す
。
人
口
が
少
な
い
と
い
う
地

域
な
ら
で
は
の
課
題
も
あ
り
ま
す
か
ら
。
東
北
は

〝
二
つ
の
法
人
で
情
報
を
共
有
し
、

一
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て

業
績
改
善
を
目
指
す
〞

進
藤

〝
職
員
全
員
が
主
役
。

み
ん
な
が
活
躍
で
き
る

チ
ー
ム
に
〞

佐
藤
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今日も笑った、楽しかった。良い職員だよね。ありがとうね。



全
国
で
も
早
い
段
階
で
人
口
が
減
少
し
て
い
く
地

域
で
す
。
働
き
手
だ
け
で
は
な
く
、
介
護
施
設
の

利
用
者
自
体
も
減
る
わ
け
で
、
今
あ
る
ベ
ッ
ド
数

が
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
も
出
て
き
ま
す
。

行
田　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
は
秋
田
と
宮
城
で
成
り
立

っ
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
で
す
が
、
こ
の
う
ち
秋
田
は

本
当
に
人
が
い
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
エ
リ
ア
で
す
。

秋
田
を
今
の
ま
ま
使
う
の
で
は
な
く
、
教
育
の
場

と
す
る
な
ど
、
考
え
方
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
で
し
ょ
う
ね
。

佐
藤　

人
口
動
態
を
見
て
い
る
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

こ
と
し
か
な
い
の
が
事
実
な
の
で
す
が
、
憂
い
て

い
て
も
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
理
事
長
や
会
長
の

言
葉
を
借
り
る
な
ら
、「
未
来
は
変
え
ら
れ
る
」

な
ん
で
す
よ
ね
。
人
口
減
を
食
い
止
め
る
こ
と
、

上
げ
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
じ
ゃ
あ
、

そ
れ
が
何
な
の
か
を
急
い
で
見
つ
け
な
い
と
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
が
移
り
住
ん
で
き
た

と
き
、
そ
の
人
た
ち
が
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ

る
環
境
を
つ
く
れ
る
の
か
、
生
ま
れ
た
子
た
ち
が

東
北
か
ら
出
て
い
か
ず
住
み
続
け
て
く
れ
る
街
を

つ
く
れ
る
の
か
。
新
し
い
産
業
を
含
め
、
仕
組
み

を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
れ

を
東
北
の
地
に
住
み
続
け
て
い
る
自
分
た
ち
で
考

え
て
動
い
て
い
き
た
い
。

進
藤　

現
地
の
状
況
を
一
番
知
っ
て
い
る
自
分
た

ち
で
。

佐
藤　

え
え
。
福
祉
は
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
で
、

介
護
は
そ
の
一
つ
と
い
う
の
が
私
の
認
識
で
す
。

人
に
携
わ
る
仕
事
す
べ
て
が
福
祉
だ
と
捉
え
る
と
、

や
れ
る
範
囲
は
無
限
で
す
。
今
を
生
き
る
我
々
が

暗
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
後
世
は
も
っ
と
暗
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
明
る
い
未
来
を
見
せ
ら

れ
る
こ
と
を
考
え
た
い
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
も

後
進
を
育
て
た
い
で
す
。

行
田　

同
意
で
す
。

進
藤　

大
学
進
学
で
関
東
に
出
た
人
が
卒
業
後
に

戻
っ
て
く
る
魅
力
を
つ
く
り
た
い
で
す
よ
ね
。
戻

ら
な
い
理
由
が
最
低
賃
金
に
あ
る
の
だ
と
し
た
ら
、

東
北
が
最
低
賃
金
の
も
っ
と
も
高
い
エ
リ
ア
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
た
い
。
会
長
か
ら
も
、
自
身
の

地
元
の
街
を
も
っ
と
元
気
に
し
て
ほ
し
い
と
託
さ

れ
て
い
ま
す
し
ね
。

佐
藤　

東
北
に
ゆ
か
り
の
あ
る
法
人
と
い
う
縁
か

ら
、
我
々
が
先
に
社
会
問
題
を
突
き
付
け
ら
れ
て

い
る
わ
け
で
す
。
前
例
の
な
い
挑
戦
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
は
チ
ャ
ン
ス
で

も
あ
る
。
他
の
地
域
が
10
年
20
年
先
に
課
題
に
直

面
し
た
と
き
、
モ
デ
ル
と
な
る
挑
戦
を
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

1997 年、新卒者として当法人に就職。
研修を受けたのち、国見ナーシング
ホーム翔裕園のオープニングメンバ
ーとして配属。3 人の子どもの出産、
育児を挟みながら、27 年もの間事務
系の仕事を続ける。2024 年より東北
ブロックの副ブロック長に就任。佐
藤副ブロック長と共に進藤ブロック
長代理を支え、東北ブロックの経営
改善に取り組む。

行田 由利子
副ブロック長

病院の事務職として 12 年勤務したの
ち、2004 年に南方ナーシングホーム
翔裕園のオープニングスタッフとし
て入職。今に至るまで事務職として
働き続け、事務主任、事務長代理を
務める。2024 年、事務長とブロック
長代理に就任。佐藤副ブロック長、
行田副ブロック長と共に、東北ブロ
ックの利用者と働く仲間たちが幸せ
になれる環境づくりに取り組む。

進藤 昌信
東北ブロック長代理

2000年4月、杜の村1号店のオープニ
ングスタッフとして入職。特養の介
護職員からスタートし、デイサービ
スに異動。相談員として働くなかで

「 福祉の仕事なのだから施設外の人
もハッピーにしないといけないので
はないか 」と思うようになり、2012
年に地域に関わるコミュニティを立
ち上げる。現在は副ブロック長のほ
か、施設長、杜の村の理事も務める。

佐藤 貴之
副ブロック長　みさとの杜翔裕園施設長

社会福祉法人 元気村グループ 東北ブロック

98社会福祉法人 元気村グループ　南方 NH　リハビリ課　係長　佐藤 真理絵さんへ

歩いてトイレに行けるようになりました。ありがとうございます。



社会福祉法人 元気村グループ 東北ブロックの職員のみなさん

東北ブロックは、元気村と杜の村の 2 法人からなり、宮
城県に老健、特養、看護小規模多機能施設、仙台市委
託管理事業の老人福祉センターと、秋田県に短期入所
生活介護、有料老人ホームの計 9 施設を展開し運営し
ております。職員は地元出身者が多く、穏やかで心優
しく常にご利用者の幸せを最優先に行動する、思いや
り、敬意、専門性を備えたケアを提供しご利用者のニ
ーズに合わせた支援を行っております。胸に情熱を秘
めた職員たちが地域のイベントに参加するなど社会に
貢献できることを誇りに持ち日々精進しております。

99 社会福祉法人 元気村グループ　亀岡老人福祉センター　副センター長　荒井 玲子さんへ

こんなに楽しい所なら、もっと早く知りたかった。



元気村グループ 九州ブロック
社会福祉法人 

Coming Soon

100社会福祉法人 元気村グループ　くまもと龍田翔裕園　職員全員・宮﨑 早織さんへ　

献身的に働いてくださっていることに、感謝しています。



Coming Soon

101 社会福祉法人 元気村グループ　二日市温泉翔裕園　職員全員・田中 ひろ子さんへ

家族の代わりに温かい目で見守っていただき、感謝しかありません。



元気村グループ 運営支援本部

入職し 25 年、この Genki Group と共に成長してまいり
ました。これまでの道のりは決して平坦ではありませ
んでしたが、困難を乗り越えるたびに新たな知識と経
験を積み重ねてきました。そして共に働く仲間たちの
おかげでここまでくることができました。これからも
常に挑戦し続ける姿勢を持ち続け、新しい時代の変化
に柔軟に対応しながら、Genki Group の成長に貢献し
てまいります。

波田 浩
チーフマネージャー

運
営
支
援
本
部
は
、
主
に
グ
ル
ー
プ
の
社
会
福
祉

法
人
の
円
滑
な
運
営
と
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
の
部
門
で
す
。
各
法
人
が
最
大
限
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
て
職

員
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、

お
客
様
に
感
動
介
護
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
お
り
ま
す
。

50
周
年
の
意
気
込
み

Genki Group はこの 50 年、多くの挑戦の機会に恵まれ、成長してきました。
これからもイノベーションの推進、持続可能な成長、地域社会への貢献、職員
の幸福と成長を目指し努力します。また、変化する環境に柔軟で迅速な対応
し続けることで、持続可能な成長に貢献し、さらに後進の育成に努め、未来の
リーダーを育てることで、これからも 100 年続く Genki Group を目指して努力
を重ねてまいります。

これからも100年続く
Genki Groupを目指して

社会福祉法人 

102社会福祉法人 元気村グループ　あやせ CP　認デイ　一木 真美さんへ

明るい太陽みたい、いつもここにいてほしい！



社会福祉法人 元気村グループ 運営支援本部の職員のみなさん

103 社会福祉法人 元気村グループ　くめがわ翔裕園　看護小規模多機能型　細谷 由利さんへ

安心して家族はお任せしています。



社会福祉法人 共生会

GenkiGroup 創立 50 周年を心からお慶び申し上げます。
「 共に生きる 」の理念のもと、その人らしい暮らしの継

続と地域社会への貢献を使命とし、「 共生の家がある
から安心！」と思っていただけるよう高品質な介護サ
ービスを提供し、地域に根差した「 100 人の家 」を創っ
てまいります。目まぐるしく変化する社会に職員の英
知を絞って即応し、しあわせのプラットホームとして
の役割を果たしてまいります。

頓所 澄江
理事長

Genki Group

と
し
て
、
２
０
２
１
年
９
月
16
日

埼
玉
県
蓮
田
市
に
創
設
し
た
社
会
福
祉
法
人
で
す
。

共
生
の
家
は
、Group

理
念
で
あ
る
「
共
に
生
き

る
」
か
ら
法
人
名
称
を
「
共
生
会
」
と
し
ま
し
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
共
生
の
家
は
２
０
２
３
年

４
月
１
日
に
蓮
田
市
で
特
養
１
０
０
床
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
12
床
を
開
設
し
ま
し
た
。
施
設
の
前
に

は
「
伊
夜
彦
神
社
」
が
あ
り
、
木
々
に
囲
ま
れ
た

自
然
豊
か
な
地
域
で
す
。
１
法
人
１
施
設
と
し
て

歩
き
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
す
べ
て
の
人
が
元
気

に
笑
顔
で
楽
し
く
「
共
に
生
き
る
」
社
会
を
目
指

し
て
行
く
こ
と
を
使
命
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

50
周
年
の
意
気
込
み

「 2035 年問題 」を見据えて働きやすい環境を整備し、離職防止に努めます。職
員が自ら考え、やりがいを持って働ける施設を目指します。入所者と家族の
満足度向上、職員の働きやすさ、地域社会との連携、これらが連鎖的に作用す
ることで経営の安定と質の高いケアを提供し、持続可能な運営を図ります。
特に地域連携においては、地域住民が施設のイベント等に参画していただき、
地域との結びつきを強めます。現状に満足せず、常に新しい取り組みや改善
策を模索し実践します。

常に新しい取り組みや
改善策を模索し実践します

104社会福祉法人 元気村グループ　ひがしむらやま翔裕園　看護小規模　渡辺 のぞみさんへ

いつもありがとう。感謝している。素晴らしい。うれしい。



♡
社会福祉法人 共生会の職員のみなさん

105 社会福祉法人 元気村グループ　ふなばし翔裕園　管理課　飯東 良深さんへ

いつも母が楽しそうに施設の話をしてくれる。



社会福祉法人 福ふく

Genki Group 50 周年おめでとうございます。崇高な
理念と歴史あるグループへご縁をいただき、お仲間入
りさせていただいたこと、また地域・業態は違えど志
を共にするグループの皆様とこの記念の年を迎えるこ
とができましたこと、大変嬉しく思います。当法人に
おいてはグループ参画を第 2 の創業期と捉え、元気村
東北ブロックの一員として足並みを揃えるべくご指導
いただいているところでございます。今後共どうぞよ
ろしくお願いいたします。

板倉 一
理事長

な
ま
は
げ
の
郷
で
あ
る
秋
田
県
男
鹿
市
に
て
、

２
０
１
８
年
４
月
よ
り
「
地
域
密
着
型
特
養
げ
ん

き
」を
運
営
し
て
お
り
ま
す
。「
今
ま
で
と
は
ち
ょ

っ
と
違
う
社
会
福
祉
法
人
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

福
祉
・
行
政
・
民
間
企
業
等
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の

経
験
者
が
立
上
げ
・
運
営
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

事
業
所
が
小
規
模
な
の
で
、
運
営
効
率
は
低
下
し

が
ち
で
す
が
、
入
居
者
様
の
笑
顔
と
経
験
豊
か
な

少
数
精
鋭
ス
タ
ッ
フ
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
原
動
力
に
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
と
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

50
周
年
の
意
気
込
み

今までの 50 年間で、「 幸せ 」の価値観はどのように変化したのでしょうか。そ
して、これからの 50 年間でどう変化していくのでしょうか。「 幸せ 」＝「 福祉 」
に携わる私たちは、今後も高齢者介護にとどまらず福祉のプロフェッショナ
ルとして日々考え、行動し、幅広く地域社会へ貢献してまいります。そのため
にも、地域の課題を聴き取るスキル・解決するスキル・発信するスキルを鍛
え、持続可能なサービス提供に全力で取り組みます。

持続可能なサービス提供に
全力で取り組みます

106社会福祉法人 元気村グループ　ふなばし翔裕園　管理課　竹林 麻美さんへ

いつも美味しそうな食事を施設日記で拝見してます。ありがとうございます。



社会福祉法人 福ふくの職員のみなさん

107 社会福祉法人 元気村グループ　ふなばし翔裕園　管理課　勝山 由実さんへ

97 歳になったのに、要介護３→２になっていました。皆様のおかげと改めて思います。



一般社団法人 日本高齢者福祉協会 

2022 年一般社団法人日本高齢者福祉協会理事を拝命。
臨床検査から始まり 50 年近く携わることができた事
が私の一番の宝物です。これからも向き不向きより前
向きに明るく元気に一生懸命頑張っていきます。

原口 重美
一般社団法人日本高齢者福祉協会　理事

２
０
１
３
年
11
月
爽
や
か
な
風
を
地
域
に
吹
か
せ
、

高
齢
者
お
よ
び
そ
の
家
族
が
元
気
に
な
り
、
笑
顔

が
こ
ぼ
れ
る
よ
う
に
、
地
域
の
活
性
化
へ
の
お
手

伝
い
、
地
域
の
た
め
の
小
規
模
な
施
設
づ
く
り
を

目
的
に
法
人
設
立
し
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
11
月

加
須
元
気
館
爽
や
か
な
風
を
開
設
。
同
年
10
月
こ

う
の
す
共
生
の
家
サ
高
住
・
通
所
介
護
を
開
設
。

２
０
２
１
年
３
月
お
お
み
や
翔
医
館
医
療
連
携
強

化
型
と
し
て
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
開
設
。

同
年
３
月
鹿
児
島
市
草
牟
田
デ
イ
サ
ロ
ン
ピ
ー
ス

草
牟
田
・
鹿
児
島
市
小
松
原
デ
イ
サ
ロ
ン
ピ
ー
ス

谷
山
２
施
設
が
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

50
周
年
の
意
気
込
み

情報共有の徹底を図り、地域 NO1 デイサービスの達成を目指します。ご利用
者様、職員に関わることから自身の業務に関わる事まで情報共有を徹底し、ご
利用者様目線で個々のニーズに合ったサービスを提供してまいります。なお、
情報技術の発達により利便性を感じる昨今ですが、根底にはやはり人間対人
間の信頼関係がなければならない、一人ひとりが自分の果たすべき職責を意
識して取組み、ご利用者様・ご家族様の笑顔のために日々の業務に邁進して
まいります。

ご利用者様・ご家族様の笑顔のために
日々の業務に邁進してまいります

108社会福祉法人 元気村グループ　めぐりた翔裕園　GH　戸崎 吉行さんへ

楽しく過ごさせてもらっています。色々考えてくれてありがとう。



一般社団法人 日本高齢者福祉協会の職員のみなさん

109 やはら翔裕園　GH　阿部 典弘さんへ

姉を最期までお世話していただいて、ありがとうございました。



施設の職員の皆様、学校の皆様には行き届かない部分
もあり、草刈りの際には、配線を切ったり、窓ガラス
を割ってしまうこともあり多々迷惑をおかけしている
と思います。しかしながら職員一同、施設・学校運営
において、環境美化、清潔感を保つことに一生懸命で
いつも関心しております。ご利用者様（ 生徒 ）の満足
度、幸福度の向上につながるよう、常にチャレンジと
向上心をもって、唯一無二の存在となってまいります
ので暖かく見守ってください。

富岡 慎介
Genki リレーションズ　代表

50
周
年
の
意
気
込
み

猛暑の中、除草作業を中心とする広い敷地の清掃業務は過酷であり、熱中症に
なりかけながら行った 2024 年の夏。秋になりスタッフの顔つきは明るく、ひ
と夏をみんなで乗り切ったことが自信ともなり、チームワークが増していく。
その姿を見て微笑ましく感じる今日この頃です。それは障害者だろうと何か
を成し遂げたことは自信にもなり、大きな原動力ともなります。今後障害者
の活躍の場を拡大させるため、恒久的ビジネスモデルを構築していきたいと
考えている。障害者の安心安全に住める場所、働く場所をセットに提供する
環境整備は、障害者を取り巻く人々へも貢献できるようになるだろう。

障害者の活躍の場を拡大させるため、
恒久的ビジネスモデルを構築していきたい

株式会社 サンガジャパン 管理本部・
Genkiリレーションズ

株
式
会
社
サ
ン
ガ
ジ
ャ
パ
ン
の
特
例
子
会
社
（
障

害
者
雇
用
促
進
会
社
）
と
し
て
、
２
０
２
２
年
10

月
３
日
に
設
立
い
た
し
ま
し
た
。
障
害
関
係
な
く

全
職
員
が
活
躍
で
き
る
共
生
社
会
を
目
指
し
て
、

日
々
奮
闘
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

共
に
働
く
仲
間
と

し
て
グ
ル
ー
プ
内
の
日
常
清
掃
や
管
理
部
門
の
業

務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
時
に
は
失
敗
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
失
敗
を
恐
れ
ず
、
働
く
ス
タ
ッ

フ
の
無
限
の
可
能
性
を
信
じ
、
で
き
る
こ
と
を
確

実
に
、Genki Group
で
の
必
要
不
可
欠
な
存
在

と
し
て
寄
与
で
き
る
よ
う
に
、
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

110株式会社 サンガジャパン　たかつき翔裕館　平井 浩美さんへ

母のことを一番分かってくれているので、全てお任せしています。



株式会社 サンガジャパン 管理本部・Genki リレーションズの職員のみなさん

111 株式会社 サンガジャパン　ところざわ翔裕館Ⅰ号館　職員の皆様へ

父が穏やかに安全で暮らすことができたのは職員の皆様のおかげです。



株式会社 サンガジャパン 東日本支社 

Coming Soon

112株式会社 サンガジャパン　くき翔裕館Ⅱ号館　河野 祐樹さんへ

家族の様に接していただいて感謝しています。



Coming Soon

113 株式会社 サンガジャパン　ところざわ翔裕館Ⅱ号館　職員へ

色々な所に連れて行っていただきありがとうございます。



山
口 

智
博

サ
ン
ガ
ジ
ャ
パ
ン 

西
日
本
支
社

代
表
取
締
役 

西
日
本
支
社 

最
高
執
行
責
任
者

山
本 

政
男

サ
ン
ガ
ジ
ャ
パ
ン 

西
日
本
支
社

取
締
役

サンガジャパン 西日本支社が実践しているのは、
利用者様を「 家族 」ととらえて一人ひとりを深く理解し

寄り添う介護。また、これからの 50 年を見据えて
さまざまなプロジェクトも始動しています。

介護の未来も見据えて常に進化
感動介護を日本、そしてアジアへ

株式会社 サンガジャパン 西日本支社 

114株式会社 サンガジャパン　おおみや公園翔裕館Ⅱ号館　中山 優希さんへ

91 年の人生とっても幸せな 2 年間でした！ありがとうございました！



山
本
さ
ん
は
サ
ン
ガ
ジ
ャ
パ
ン 

西
日
本
支
社
の

立
ち
上
げ
か
ら
携
わ
っ
て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
し

た
。
当
時
か
ら
現
在
ま
で
、
ど
の
よ
う
な
信
念
の

も
と
施
設
を
運
営
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

山
本　

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
ち
ょ
う
ど
10

年
目
に
あ
た
る
２
０
１
０
年
に
、
サ
ン
ガ
ジ
ャ
パ

ン
は
関
西
・
関
東
・
東
北
・
九
州
で
介
護
事
業
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
関
西
は
滋
賀
県
大
津
で

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
を
展
開
し
て
い
た
施
設
を

買
い
受
け
、
初
め
の
施
設
を
つ
く
っ
た
の
が
始
ま

り
で
す
。
そ
の
後
は
京
都
や
大
阪
に
も
施
設
を
増

や
し
て
い
き
、
現
在
は
関
西
エ
リ
ア
だ
け
で
も
28

施
設
に
な
り
ま
し
た
。

山
口　
「
家
族
主
義
」と「
現
場
主
義
」を
モ
ッ
ト

ー
に
し
て
い
ま
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
は
そ
の
理
念
を

見
事
に
体
現
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

施
設
を
利
用
す
る
高
齢
者
様
は
、
そ
の
生
活
に
積

極
的
に
馴
染
も
う
と
し
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
そ
の
方
の
性
格
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
知
ら
な
い
場
所
で
知
ら
な
い
ス
タ
ッ
フ
と

過
ご
す
の
で
、
馴
染
め
な
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
も
当
然
の
こ
と
で
す
よ
ね
。
ス
タ
ッ
フ
は
そ
う

い
っ
た
方
に
も
家
族
の
よ
う
に
優
し
く
話
し
か
け

て
根
気
よ
く
接
す
る
の
で
、
心
を
開
い
て
く
だ
さ

る
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

株式会社サンガジャパン西日本支社では愛知県から兵
庫県まで 28 の介護施設を展開しております。西日本
支社では「 共に生きる 」のグループ共通理念を具現化
するためクレドに注力し、利用者様の叶えたい夢をケ
アプランに落とし込み、スタッフ全員で生きがいを叶
える個別ケアを実践しております。さらなる地域貢献
を目指し、多様化する利用者様のニーズに応えるべく、
理念採用・理念営業にも力を入れ、差別化された介護
サービスで、利用者様の生活を総合的にサポートし、
地域に根ざした介護を実践しております。

115 株式会社 サンガジャパン　千里山翔裕館　小山 龍大さんへ

いつも優しく接してくれてありがとうございます。



株式会社 サンガジャパン 西日本支社 

山
本　

ス
タ
ッ
フ
は
た
だ
介
護
を
す
る
の
で
は
な

く
、
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
た
人
生
や
性
格
な
ど
も

理
解
し
た
上
で
、
そ
の
方
の
生
活
も
支
え
て
い
る
。

つ
ま
り
、
利
用
者
様
を
「
家
族
」
と
と
ら
え
て
い

る
の
で
す
。
そ
う
思
っ
て
接
し
て
い
る
こ
と
が
利

用
者
様
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
心
を
開

く
ス
ピ
ー
ド
も
速
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

創
立
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
者
様
と
関
わ
っ
て
き

た
と
思
い
ま
す
。
心
に
残
っ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
、

逆
に
辛
か
っ
た
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

山
本　

私
は
介
護
福
祉
の
業
界
は
35
年
と
長
く
、

サ
ン
ガ
ジ
ャ
パ
ン
に
私
の
人
生
を
捧
げ
て
き
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
本

当
に
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
が
、
一
生
懸
命
に
ケ

ア
を
し
て
い
る
の
に
ご
家
族
様
に
理
解
し
て
も
ら

え
な
い
と
き
は
辛
い
で
す
ね
。
ご
家
族
様
の
対
応

に
困
り
果
て
、
ス
タ
ッ
フ
が
20
人
く
ら
い
退
職
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
利
用
者
様
の
ケ

ア
を
し
て
あ
げ
た
い
け
ど
、
ス
タ
ッ
フ
も
守
ら
な

い
と
い
け
な
い
。
こ
の
と
き
は
最
終
的
に
強
制
退

去
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本
当
に
辛
い
出
来

事
で
し
た
。
こ
の
仕
事
は
入
居
し
て
い
た
だ
く
利

用
者
様
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
様
と
の
関
係
性
も

“利用者様は我々の家族。
そう思って接することを

大切にしています”
山本

重
要
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
ね
。

山
口　

利
用
者
様
と
の
心
温
ま
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、

ス
タ
ッ
フ
か
ら
た
く
さ
ん
聞
い
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
自
分
で
体
位
を
変
え
る
の
が
難
し
く
、
ず
っ

と
天
井
ば
か
り
見
る
の
は
嫌
だ
と
い
っ
て
い
た
利

用
者
様
に
、
夜
に
な
る
と
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
よ

う
に
光
る
星
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
天
井
に
貼
っ
て
喜

ば
れ
た
話
。
も
う
す
ぐ
目
が
見
え
な
く
な
っ
て
し

ま
う
大
の
阪
神
フ
ァ
ン
の
利
用
者
様
と
、
甲
子
園

に
試
合
を
観
に
行
っ
た
話
。
こ
う
い
っ
た
ス
ト
ー

リ
ー
を
共
有
す
る
と
ス
タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
も
高
ま
り
ま
す
し
、
や
り
が
い
に
も
つ
な
が
り

ま
す
よ
ね
。

山
本　

利
用
者
様
に
心
を
開
い
て
も
ら
う
た
め
に
、

よ
り
心
地
よ
い
生
活
を
送
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

現
場
の
ス
タ
ッ
フ
は
利
用
者
様
が
生
ま
れ
育
っ
た

環
境
か
ら
今
日
ま
で
の
こ
と
を
知
っ
た
上
で
サ
ー

ビ
ス
を
し
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
い

と
な
に
も
で
き
な
い
の
で
、
あ
る
種
の
究
極
の
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
な
気
が
す
る
の
で
す
。
サ
ン
ガ
ジ
ャ

パ
ン
は
本
当
に
心
優
し
い
ス
タ
ッ
フ
が
多
い
ん
で

す
よ
ね
。
そ
し
て
介
護
は
人
に
興
味
が
な
い
と
務

ま
ら
な
い
仕
事
だ
と
常
々
思
い
ま
す
ね
。

ス
タ
ッ
フ
の
方
た
ち
の
姿
勢
や
取
り
組
み
は
素
晴

116株式会社 サンガジャパン　すずらん台翔裕館　辻本 高志さんへ

敬老会では翔裕館の皆様で母のお祝いをしてくださりありがとうございます。



ら
し
い
で
す
ね
。
こ
う
い
っ
た
意
識
の
共
有
は
、

昔
か
ら
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
か
？

山
本　

昔
は
難
し
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
施
設

が
で
き
て
い
く
ス
ピ
ー
ド
が
速
す
ぎ
て
、
ス
タ
ッ

フ
と
の
意
識
の
共
有
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で

す
。
結
果
的
に
施
設
の
管
理
な
ど
が
不
十
分
に
な

っ
て
し
ま
い
、
利
用
者
様
に
も
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
い
ま
し
た
。
現
在
は
ク
レ
ド
（
行
動
指
針
）
が

あ
る
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
理
解
も
随
分
と
深
ま
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。「
深
く
理
解
し
寄
り
添
う

こ
と
」「
生
き
が
い
を
叶
え
る
こ
と
」「
目
配
り
・

気
配
り
・
心
配
り
を
す
る
こ
と
」
な
ど
、
私
た
ち

が
利
用
者
様
に
接
す
る
上
で
意
識
す
る
べ
き
こ
と

が
簡
単
明
瞭
に
記
さ
れ
て
い
る
と
好
評
で
す
。

山
口　

私
は
介
護
業
界
に
入
っ
て
ま
だ
日
は
浅
い

の
で
、
介
護
の
質
を
上
げ
る
た
め
に
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
ス
タ
ッ
フ
に
聞
い
て
み
た
ら
、
み
ん
な

口
を
揃
え
て「
臨
機
応
変
」っ
て
い
う
ん
で
す
よ
ね
。

山
本　

介
護
の
難
し
い
と
こ
ろ
は
、
技
術
が
上
が

っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
利
用
者
様
に
満
足
し
て
も

ら
え
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
で
す
。
や
っ
ぱ
り
自

分
の
子
供
に
看
て
も
ら
い
た
い
で
す
し
、
い
く
ら

ス
タ
ッ
フ
が
丁
寧
に
接
し
て
も
家
族
に
は
勝
て
な

い
。
み
ん
な
が
「
臨
機
応
変
」
と
い
う
の
は
、
そ

“医療や介護が充実した
高齢者がより暮らしやすい
街づくりを進めています”
山口

こ
だ
と
思
い
ま
す
。

山
口　

私
は
病
院
勤
務
の
経
験
も
あ
る
の
で
す
が
、

看
護
師
さ
ん
は
何
事
も
ス
ピ
ー
ド
勝
負
で
、
オ
ム

ツ
交
換
も
す
ご
く
速
い
。
一
方
、
介
護
施
設
で
は

顔
を
背
け
て
交
換
し
て
い
る
。
利
用
者
様
に
失
礼

じ
ゃ
な
い
の
か
な
？ 

と
思
っ
て
ス
タ
ッ
フ
に
理

由
を
聞
い
て
み
た
ら
、「
尊
厳
で
す
ね
」
と
ひ
と

言
。
特
に
男
性
に
多
い
の
で
す
が
、
オ
ム
ツ
交
換

に
恥
ず
か
し
さ
が
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
表
現
で
き

な
い
人
も
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
だ
か
ら
目
が

合
わ
な
い
よ
う
に
顔
を
背
け
て
交
換
し
て
い
る
の

で
す
。
病
院
で
は
そ
う
い
っ
た
配
慮
は
し
な
い
の

で
驚
き
ま
し
た
し
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て

の
「
臨
機
応
変
」
だ
と
思
い
ま
し
た
。
介
護
は
ス

ピ
ー
ド
が
す
べ
て
で
は
な
く
、
尊
厳
を
尊
重
し
な

が
ら
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
が
、
な
に
よ
り
大
切
な
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
50
年
。
サ
ン
ガ
ジ
ャ
パ
ン
は
ど
ん
な
こ

と
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
か
？

山
口　

こ
れ
か
ら
の
50
年
の
前
に
、
日
本
は
18
年

後
の
２
０
４
２
年
に
65
歳
以
上
の
人
口
が
減
っ
て

い
き
ま
す
。
そ
う
な
る
と
利
用
者
様
も
労
働
者
も

少
な
く
な
り
、
介
護
・
福
祉
・
医
療
・
教
育
は
す

117 株式会社 サンガジャパン　こしがや翔裕館へ

仲間ができた。ありがとう。



べ
て
先
細
り
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
そ
こ
で
重
要
に

な
っ
て
く
る
の
が
、
外
国
ス
タ
ッ
フ
の
次
世
代
育

成
で
す
。
サ
ン
ガ
ジ
ャ
パ
ン
で
は
ベ
ト
ナ
ム
や
ミ

ャ
ン
マ
ー
、
モ
ン
ゴ
ル
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
国

の
若
者
が
働
い
て
お
り
、
全
体
の
約
２
割
を
占
め

て
い
ま
す
。
人
が
足
り
な
い
か
ら
助
っ
人
と
し
て

来
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
積
極
的
に
募
集
を
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
戻
っ
て
介
護
の
分
野
の
パ

イ
オ
ニ
ア
に
な
っ
て
も
ら
う
。
そ
し
て
将
来
的
に

自
分
た
ち
の
母
体
も
含
め
て
、
ア
ジ
ア
を
は
じ
め

と
す
る
海
外
進
出
も
視
野
に
入
れ
る
。
そ
れ
が
２

０
４
２
年
以
降
も
こ
の
グ
ル
ー
プ
が
生
き
残
る
一

つ
の
方
法
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
本　

あ
と
、
昭
和
40
年
代
に
で
き
た
洛
西
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
の
商
業
施
設
に
、
グ
ル
ー
プ
の
強
み
を

活
か
し
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
モ
ー
ル
を
つ
く
る
計
画
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
街
は
高
齢
化
率
が
約
42
％
と
、

他
の
街
に
比
べ
る
と
非
常
に
高
い
ん
で
す
よ
ね
。

山
口　

そ
の
理
由
は
、
交
通
の
便
が
悪
い
陸
の
孤

島
だ
か
ら
で
す
。
そ
も
そ
も
地
下
鉄
を
延
伸
す
る

こ
と
を
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
売
り
文
句
に
し
て

い
た
の
で
す
が
、
現
在
も
実
現
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
も
あ
っ
て
か
若
い
世
代
が
少
な
く
、
当
時
か

ら
住
ん
で
い
る
高
齢
者
ば
か
り
の
街
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
こ
の
計
画
は
、
こ
の
状
況
を
生

か
し
て
高
齢
者
が
住
み
た
い
と
思
う
街
づ
く
り
を

し
ま
せ
ん
か
？ 

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

山
本　

洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
コ
ン
パ
ク
ト
な
街

な
の
で
、
な
に
か
あ
っ
て
も
す
ぐ
駆
け
つ
け
ら
れ

る
距
離
感
で
す
。
将
来
的
に
介
護
ス
タ
ッ
フ
が
減

っ
て
く
る
こ
と
も
考
え
る
と
、
訪
問
介
護
な
ど
の

訪
問
系
の
サ
ー
ビ
ス
も
非
常
に
効
率
的
に
展
開
で

き
る
。
そ
う
い
っ
た
面
も
踏
ま
え
る
と
、
高
齢
者

の
街
と
し
て
理
想
的
な
環
境
と
い
え
る
の
で
す
。

山
口　

さ
ら
に
遠
隔
診
療
も
で
き
る
と
、
よ
り
安

心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
ま
す
よ
ね
。
た
だ
、
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
デ
バ
イ
ス
は
使

い
こ
な
せ
な
い
と
思
う
の
で
、
活
用
す
る
な
ら
毎

日
利
用
し
て
い
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
予
約
し
た
３
時
に
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と

カ
メ
ラ
も
連
動
し
、
ド
ク
タ
ー
に
つ
な
が
っ
て
診

察
し
て
も
ら
え
る
。
そ
う
な
る
と
猛
暑
の
な
か
に

外
出
す
る
必
要
が
な
い
で
す
し
、
足
が
悪
く
て
も

病
院
に
行
か
ず
に
診
察
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
つ
ま

り
、
こ
の
街
に
住
む
と
健
康
が
担
保
さ
れ
て
い
る

の
で
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
も
安
心
し
て

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
ね
。
前
例
の
な
い

壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
る
の
で
ま
だ
ま
だ
時

間
は
か
か
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
実
現
で
き
た
ら
高

齢
者
社
会
の
一
筋
の
光
に
な
る
と
思
う
の
で
す
。

病院の経理の仕事からキャリアをスタート。28 歳には
病院の役員会に入るようになり、経営設計も取り組む
ように。その後、Genki Group の事業にも携わるよう
になり、グループとして海外への事業展開を進め、カ
ンボジアのアンコール共生病院の立ち上げにも参画。
現在はサンガジャパンの代表取締役に加え、医療経営
コンサルタントサービスなどを展開する株式会社メデ
ィケア・リード・ジャパン、調剤薬局の株式会社共生
ファーマシーの社長も兼任している。

山口 智博
サンガジャパン 西日本支社　代表取締役 
西日本支社 最高執行責任者

超高級有料老人ホームの事務方として入職したのが福
祉に携わるスタートとなる。法人では、総務・労務・経
理のキャリアを積み、45 歳で常務取締役支配人に就任。
同時期に Genki Group の一員に。 2010年からは旧株式
会社関西サンガの代表取締役として、約10年で関西圏・
東海圏を中心に28施設を開設。現在は株式会社サンガ
ジャパンの取締役として今までの経験と知識を各施設
長に伝え導きながら、医療法人京都翔医会の理事とし
て医療法人が運営する介護事業にも携わっている。 

山本 政男
サンガジャパン 西日本支社　取締役

株式会社 サンガジャパン 西日本支社 

118株式会社 サンガジャパン　かすがやま翔裕館Ⅰ号館　高尾 ゆきさんへ

敬老会のイベント、楽しかったです。楽しい事を考えていただきありがとう。



株式会社 サンガジャパン 西日本支社の職員のみなさん

119 株式会社 サンガジャパン　サンガジャパン　訪問介護　近藤 真友美さんへ

いつも、部屋を綺麗に掃除をしてくれてありがとう。



株式会社 爽やかな風沖縄

株式会社爽やかな風沖縄各施設は、国内のGenki Group
では勿論、最南端に位置する施設で、南国らしく職員
は皆明るく楽天的な性格です。地域や家族間の結びつ
きが強く、Genki Group の理念である「 共に生きる 」

「 家族主義 」を最も感じる地域です。長寿県である沖
縄の「 おじい 」「 おばあ 」を明るく元気な職員と共に

「 生きがい 」を持って楽しく過ごしていただける施設
作りを目指します。

上萬 誠
代表取締役

株
式
会
社
中
部
和
厚
園
（
沖
縄
市
）
合
同
会
社
安

寿
（
那
覇
市
）
合
併
し
、
株
式
会
社
「
爽
や
か
な

風
沖
縄
」
職
員
数
75
名
、
沖
縄
市
池
原
を
本
社
と

し
、
２
０
２
４
年
６
月
新
社
名
に
て
ス
タ
ー
ト
を

切
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
沖
縄
市
施
設
は
沖
縄
県

中
部
に
位
置
し
デ
イ
定
員
30
名
・
通
所
介
護
25

名
・
住
宅
型
有
料
74
床
・
訪
問
介
護
・
居
宅
事
業

所
を
運
営
、
那
覇
市
施
設
は
那
覇
市
中
心
部
に
位

置
し
サ
高
住
38
床
・
デ
イ
定
員
40
名
に
て
運
営
。

２
法
人
と
も
事
業
譲
受
に
よ
りGenki Group

の

仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

50
周
年
の
意
気
込
み

Genki Group 入りして間もない会社のため、まずは Genki Group の「 理念 」「 経
営方針 」をしっかりと職員に理解して頂き、教育・研修の場やグループ各施設
との交流の機会を積極的に作り、場所は遠く離れていても Genki Group の仲間
であることをしっかり意識してもらい、その上で、「 事業の再構築 」を図り、利
益が出る事業モデルを作り、「 職員の待遇改善 」と「 沖縄を日本一のシニアの
楽園にしよう！」をスローガンに頑張ってまいります！

「沖縄を日本一のシニアの楽園にしよう！」を
スローガンに頑張ってまいります！

120社会福祉法人 元気村グループ　阿見翔裕園　特養（ SS 相談員 ）　洞内 留美子さんへ

またあなたが担当で良かった。



株式会社 爽やかな風沖縄の職員のみなさん 

121 社会福祉法人 元気村グループ　横濱かなざわ翔裕園　介護課　長崎 舞さんへ

いつも元気でいいね！いつもありがとう！



株式会社 鷹揚館株式会社 せきれい

グループ創業 50 周年、誠におめでとうございます。代
表取締役の中川広志と申します。私自身、GenkiGroup
に入職し介護事業に携わって28年目になります。地元
は滋賀県になりますが、ご縁があって代表に着任させ
ていただきました。秋田県は日本一高齢化率が高く、
人口減少も急速に進んでおります。この社会課題に向
き合い、明るく、魅力ある街づくりの一助を担ってい
く所存です。

中川 広志
代表取締役

秋
田
県
大
仙
市
に
お
い
て
、
２
０
０
２

年
６
月
14
日
に
創
業
し
て
、
整
骨
院
事

業
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
在
、

通
所
介
護
・
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
・
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
・
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
運
営

し
て
お
り
ま
す
。
２
０
２
２
年
４
月
に

事
業
譲
渡
に
よ
り
、Genki Group

に

仲
間
入
り
し
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
の

身
近
な
「
居
場
所
」
と
な
れ
る
よ
う
、

介
護
施
設
と
い
う
枠
組
み
に
囚
わ
れ
ず
、

あ
ら
ゆ
る
地
域
活
動
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。

秋
田
県
山
本
郡
三
種
町
に
お
い
て
、

２
０
０
５
年
９
月
２
日
に
創
業
し
て
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
開
設
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
現
在
、
加
え
て
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
を
３
拠
点
運
営
し
て
お
り
、

２
０
２
３
年
７
月
に
事
業
譲
渡
に
よ
り
、

GenkiGroup

に
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

県
内
で
山
本
郡
・
秋
田
市
・
男
鹿
市
の

広
域
に
わ
た
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
介

護
が
必
要
な
方
と
そ
の
ご
家
族
の
生
活

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

50
周
年
の
意
気
込
み

人が集まり、繋がる場所「 人の駅 」になるために、その街を知り、そこに住む
人を知り、地域課題を知ることが重要と考えています。地域が「 主役 」と捉え、
それを支える名脇役を目指します。Challenge（ 挑戦 ）・Change（ 変革 ）・
Chance（ 可能性 ）の３C を職員一丸となって実行してまいります。日本一高齢
化が進む秋田県が変われば、日本の高齢社会の課題を解決できると信じて ...

地域が「主役」と捉え、
それを支える名脇役を目指します

122社会福祉法人 元気村グループ　鎌ヶ谷翔裕園　管理課　田中 裕香さんへ

親子で夏祭り楽しかったです。感謝の気持ちでいっぱいです。



株式会社 鷹揚館・株式会社 せきれいの職員のみなさん

123 行徳翔裕園　入居課　畠山 美里さんへ

皆さんのお陰で、また母と歩く事が出来ました。



株式会社 爽やかな風九州・
株式会社 七星・合同会社 ふくろうの森 

３法人とも様々な理由により事業を引き継ぐことにな
りましたが、それぞれの法人で Genki Group の共通理
念である「 共に生きる 」社会実現のため、歩んできた歴
史や企業文化は違えど思いは共有し、日々入居者様、ご
利用者様のため、新しい仲間たちと高齢者の皆様が安
心して楽しく過ごせる「 集いの場 」になれるよう、
Genki Group 各施設の良い所を真似、学び、質の高い
介護サービスを提供してまいります。

上萬 誠
代表取締役

株
式
会
社
七
星
は
、
福
岡
県
久
留
米
市
に
て
居
宅

事
業
・
看
護
小
規
模
多
機
能
施
設
、
職
員
数
24
名
、

株
式
会
社
爽
や
か
な
風
九
州
は
、
住
宅
型
有
料

（
定
員
37
名
）
訪
問
看
護
・
訪
問
介
護
・
通
所
介

護
定
員
45
名
・
居
宅
事
業
を
運
営
、
職
員
数
53
名
。

合
同
会
社
ふ
く
ろ
う
の
森
は
、
通
所
介
護
事
業
定

員
20
名
、
職
員
数
13
名
に
な
り
ま
す
。
七
星
は

２
０
２
２
年
10
月
、
爽
や
か
な
風
九
州
・
ふ
く
ろ

う
の
森
は
２
０
２
２
年
７
月
、
３
法
人
と
も
事
業

の
譲
受
に
よ
りGenki Group

の
仲
間
入
り
を

し
ま
し
た
。

50
周
年
の
意
気
込
み

高齢化社会の加速とともに、施設入居やご利用のニーズは年々増加していきま
すが、それに伴い、サービスを提供する介護職員の確保が近年非常に厳しくな
っているため、「 職員の待遇・職場の環境改善 」に今後は特に注力し、「 さらに
50 年 」続く介護事業所になるため、ご利用者は勿論、働く仲間たちからも愛さ
れ、地域に必要とされるよう、ご利用者、職員、取引先の求めているものを常
に考え、「 人が集まる 」施設・職場作りを目指します。

「さらに50年」続く
介護事業所になるために

124社会福祉法人 元気村グループ　香流川翔裕園　グループホーム　川中 智さんへ

家族のような優しさで大変感謝しています。



株式会社 爽やかな風九州・株式会社 七星・合同会社 ふくろうの森の職員のみなさん

125 社会福祉法人 元気村グループ　竹の塚翔裕園　木村 さくらさんへ

今日もあなたがいてくれて良かった！



学校法人 明星学園 浦和学院高等学校

40 年以上の歴史を持ち、1 学年 800 人規模のマンモス校である明星学園 浦和学院高等学校。
コースや部活動が豊富で、多様性を大事にしています。

一人ひとりに居場所があり、社会貢献できる人材を目指す本校の校長、
副校長にこれまでの軌跡と今後の展望を伺いました。

一人ひとりの社会で生き抜く力を
育て続けたい

石
原 

正
規

学
校
法
人
明
星
学
園 

浦
和
学
院
高
等
学
校
　
校
長

小
袋 

伸
枝

学
校
法
人
明
星
学
園 

浦
和
学
院
高
等
学
校
　
副
校
長
（
教
務
担
当
）

牧
野 

博

学
校
法
人
明
星
学
園
　
法
人
事
務
局
長

浦
和
学
院
高
等
学
校
　
副
校
長
（
総
務
担
当
）

126学校法人 明星学園　浦和学院高等学校　小野塚 涼さんへ

先生のおかげで授業楽しかったです。



こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
成
長
し
、
変
化
し
て
き
た

の
で
し
ょ
う
か
。

石
原　

本
校
は
１
９
７
８
年
に
設
立
し
ま
し
た
が
、

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
い
ま
が
第
５
段
階
で
も
う

す
ぐ
第
６
段
階
に
入
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
第

１
段
階
が
草
創
期
。
ま
だ
生
徒
の
レ
ベ
ル
が
高
く

な
か
っ
た
の
で
生
徒
指
導
が
中
心
で
し
た
。
第
２

段
階
が
発
展
期
。
多
様
な
部
活
動
を
設
置
し
、
７

期
生
が
３
年
生
の
と
き
に
初
め
て
野
球
部
が
甲
子

園
に
出
場
し
た
こ
と
で
有
名
校
の
仲
間
入
り
を
し

ま
し
た
。
第
３
段
階
は
低
迷
期
か
ら
の
復
活
。
経

営
不
振
に
陥
り
ま
し
た
が
、Genki G

roup

が
オ

ー
ナ
ー
に
な
り
危
機
を
乗
り
越
え
ま
し
た
。
第
４

段
階
は
挑
戦
期
。
進
学
指
導
改
革
を
推
進
し
大
学

へ
の
進
学
率
が
８
割
を
超
え
、
部
活
動
だ
け
で
は

な
い
面
倒
見
の
良
い
私
立
校
だ
と
言
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
現
在
の
第
５
段
階
は
充
実
期
。
野
球
部
が

２
０
１
３
年
春
に
甲
子
園
で
優
勝
し
た
ほ
か
に
、

G
enki G

roup

の
支
援
の
も
と
海
外
に
複
数
の

姉
妹
校
が
で
き
国
際
交
流
が
生
ま
れ
、
県
内
有
数

の
人
気
校
に
な
り
ま
し
た
。
い
ま
は
、
停
滞
期
に

入
ら
な
い
よ
う
、
ス
ク
ー
ル
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｓ
（
学
校

法
人
向
け
個
別
学
習
支
援
サ
ー
ビ
ス
）
を
導
入
し

た
り
働
き
方
改
革
を
推
進
し
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
を
重
ね
て
い
ま
す
。
２
０
２
６
年
に
は
附
属

中
学
校
が
開
校
予
定
で
す
。

小
袋　

私
が
着
任
し
た
こ
ろ
は
、
野
球
で
有
名
校

に
な
っ
て
発
展
し
て
い
た
と
き
で
し
た
。
け
れ
ど
、

着
任
し
、
ま
も
な
く
経
営
危
機
に
陥
り
、
経
営
者

が
変
わ
っ
て
大
変
だ
っ
た
の
を
よ
く
覚
え
て
い
ま

す
。
牧
野
副
校
長
の
生
徒
時
代
は
い
か
が
で
し
た

か
？

牧
野　

私
は
１
９
９
８
年
に
入
学
し
た
の
で
す
が
、

当
時
は
先
生
が
怖
か
っ
た
時
代
で
す
ね
（
笑
）。

そ
の
少
し
前
は
や
ん
ち
ゃ
な
生
徒
が
多
か
っ
た
よ

う
で
、
先
生
た
ち
は
彼
ら
を
指
導
す
る
た
め
に
怖

学校法人 明星学園は、国際医療専門学校、関東福祉専
門学校、浦和学院高校、明星幼稚園を設置する学校法
人です。建学の精神は「 吾道一貫 」で、自己の社会的
責任を誠実に果たし、共生する仲間達の多様な価値観
や在り方を寛大に受容して、各々の立場から社会に貢
献する人間の育成を目指します。卒業生達が、国際化、
情報化、少子高齢化、地球温暖化等々変化し続ける時
代の波に流されず、各自の個性を活かして社会貢献す
ることを願っています。

127 学校法人 明星学園　浦和学院高等学校　林 真琴さんへ

「 頑張ってるね 」と言ってくれてありがとう。



〝
存
在
し
続
け
る
た
め
に
は
、

進
歩
し
続
け
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
〞

石
原

く
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
私
は
大
学
、
一
般
企
業
を
経
て
２
０
０

９
年
に
職
員
と
し
て
戻
っ
て
き
た
の
で
す
が
。
当

時
の
理
事
長
は
、
真
面
目
一
辺
倒
の
性
格
で
あ
っ

た
た
め
、
正
直
、
堅
苦
し
い
学
校
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。
歴
代
の
理
事
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
学
校
の
こ

と
を
大
事
に
考
え
て
い
ま
す
が
、
性
格
に
よ
り
学

校
の
雰
囲
気
も
変
わ
る
ん
で
す
よ
ね
。
勉
強
に
力

を
入
れ
て
い
る
時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ま
は

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
通
用
す
る
人
間
を
育
て

る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

石
原　

確
か
に
理
事
長
に
よ
っ
て
学
校
は
変
わ
り

ま
す
ね
。
前
か
ら
そ
の
傾
向
は
あ
り
ま
し
た
が
、

い
ま
は
よ
り
多
様
な
タ
イ
プ
の
子
が
自
分
ら
し
く

過
ご
し
な
が
ら
共
存
で
き
る
よ
う
な
学
校
に
な
っ

た
と
感
じ
ま
す
。

小
袋　

G
enki G

roup

の
お
か
げ
で
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
デ
ジ
タ
ル
化
も
進
ん
で
い
ま
す
よ
ね
。

教
員
だ
け
の
考
え
方
だ
と
、
つ
い
視
野
が
狭
く
な

っ
て
幅
広
い
選
択
肢
を
持
て
な
く
な
り
が
ち
で
す
。

多
様
な
企
業
が
属
し
て
い
るG

enki G
roup

の

お
か
げ
で
先
進
的
な
判
断
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
生
徒
た
ち
も
同
じ
で
、
女
子
が
ズ
ボ
ン

を
履
き
、
男
子
が
ス
カ
ー
ト
を
履
く
の
も
普
通
の

こ
と
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
ね
。

私
た
ち
も
勉
強
の
機
会
を
も
ら
っ
て
い
て
、
先
生

方
が
台
湾
や
中
国
、
ま
た
石
原
校
長
は
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
教
育
現
場
を
見
学
し
て
刺
激
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
際
に
得
た
情
報
は
、
Ｕ
Ｌ
Ｔ
（
浦

学
リ
テ
ラ
シ
ー
タ
ワ
ー
）
の
運
営
に
活
か
し
て
い

る
ん
で
す
よ
。

40
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
と
、
生
徒
や
教
師
に
も

変
化
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

石
原　

ま
ず
４
期
生
が
入
学
し
て
１
学
年
７
０
０

人
を
超
え
た
あ
た
り
で
、
生
徒
も
教
師
も
本
校
が

大
規
模
校
な
の
だ
と
認
識
し
始
め
ま
し
た
。
１
９

８
３
年
に
上
尾
高
校
を
甲
子
園
に
出
場
さ
せ
た
野

本
喜
一
郎
さ
ん
が
本
校
の
野
球
部
監
督
に
就
任
し
、

１
９
８
６
年
に
初
の
甲
子
園
出
場
を
果
た
す
と
、

生
徒
が
本
校
を
自
慢
に
思
う
よ
う
に
な
り
さ
ら
に

意
識
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
生
徒
も
学

校
に
プ
ラ
イ
ド
が
で
き
た
の
で
す
ね
。

牧
野　

そ
の
せ
い
で
す
か
ね
。
そ
の
２
年
後
に
入

学
し
た
私
が
生
徒
の
頃
は
、
頭
髪
服
装
に
対
し
て

厳
し
く
ボ
タ
ン
１
個
開
け
て
い
る
だ
け
で
怒
ら
れ

ま
し
た
（
笑
）。
ま
た
大
学
進
学
率
は
20
％
程
度

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

石
原　

私
が
進
路
指
導
を
担
当
し
は
じ
め
た
最
初

の
年
度
に
は
57
％
で
し
た
が
、
２
０
０
８
年
に
は

80
％
を
超
え
、現
在
は
89
％
で
す
。
こ
の
２
０
０
８

年
が
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
、Genki G

roup

が
部
活
以
外
の
尺
度
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
２

０
２
３
年
に
は
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
ワ
ー
ル
ド
ス
ク

ー
ル
に
認
定
さ
れ
、
国
際
的
な
尺
度
で
さ
ま
ざ
ま

学校法人 明星学園 浦和学院高等学校

128学校法人 明星学園　浦和学院高等学校　三上 幸子さんへ

卒業生同士で結婚。息子も浦学生になり、とても幸せです。



〝
生
徒
に
と
っ
て

胸
を
張
っ
て
誇
れ
る

学
校
に
な
っ
た
ら
幸
せ
で
す
〞

小
袋

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
大

き
な
変
化
で
す
ね
。
多
様
性
の
あ
る
学
校
に
な
り
、

一
人
ひ
と
り
が
行
き
た
い
場
所
に
行
け
る
よ
う
に

な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

石
原　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
あ

ら
ゆ
る
も
の
を
自
粛
し
、
や
る
こ
と
を
減
ら
し
て

も
学
校
が
そ
れ
な
り
に
回
る
こ
と
を
体
感
し
て
し

ま
っ
た
ん
で
す
。
ち
ょ
う
ど
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
部
活

動
改
革
や
厚
生
労
働
省
の
働
き
方
改
革
の
実
施
と

時
期
が
重
な
っ
た
の
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
子
ど
も

た
ち
が
３
年
間
も
部
活
動
に
あ
ま
り
取
り
組
ま
な

か
っ
た
の
で
、
大
人
が
熱
血
に
取
り
組
ん
だ
と
こ

ろ
で
伝
わ
ら
な
い
ん
で
す
よ
。

牧
野　

あ
と
最
近
は
、
教
職
員
が
辞
め
な
く
な
り

ま
し
た
ね
。
以
前
は
結
婚
を
機
に
夫
婦
の
ど
ち
ら

か
が
辞
め
て
い
ま
し
た
が
、
い
ま
は
夫
婦
が
７
〜

８
組
、
親
子
も
い
ま
す
。
そ
れ
に
校
長
は
、
普
段

か
ら
多
く
の
職
員
の
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
よ
ね
。
特
に
１
年
目
の
教
師

の
悩
み
を
聞
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

校
長
室
に
は
常
に
誰
か
い
る
印
象
で
す
。

石
原　

最
近
は
生
徒
も
来
ま
す
よ
（
笑
）。
結
婚

の
話
は
、
以
前
の
理
事
長
が
「
な
ん
で
結
婚
し
た

か
ら
っ
て
辞
め
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
」
と
言
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

小
袋　

時
代
が
変
わ
り
ま
し
た
よ
ね
。
私
が
出
産

し
た
こ
ろ
は
育
休
が
な
く
て
、
産
後
６
週
間
で
仕

事
復
帰
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
学
校
に
来
て
「
育

休
が
あ
る
ん
だ
」
と
驚
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

学
校
法
人
と
し
て
実
現
し
た
い
こ
と
を
、
教
え
て

く
だ
さ
い
。

石
原　
「
共
生
」はG

enki G
roup

の
理
念
で
あ

り
、
本
校
の
校
訓
で
も
あ
り
ま
す
。
共
生
に
は
い

ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
各
自
の
個
性
を
活

か
せ
る
教
育
を
し
、
一
人
ひ
と
り
が
地
域
社
会
や

教
育
な
ど
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
育
て
て
い
き
た

い
で
す
。
そ
し
て
、
卒
業
生
が
ス
ク
ー
ル
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
彼
ら
の
母
校

を
な
く
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
存
在
し
続
け
る
た
め
に
は
、
進
歩
し
続

け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
最
近
は
卒
業
生
の
教

師
が
増
え
、
母
校
に
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
本
校
を

支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
流
れ
で
、
卒
業
後
に
活
躍
し
て
い
る
人
た
ち

が
、
在
校
生
を
大
き
く
支
援
し
て
く
れ
る
枠
組
み

が
で
き
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
校
で
社

会
で
生
き
抜
く
力
を
身
に
つ
け
て
卒
業
後
に
活
躍

し
、
社
会
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
在
校
生
に
対
し

て
も
経
済
面
や
就
職
面
で
支
え
て
く
れ
る
よ
う
に

な
る
と
、
今
後
の
50
年
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
先
で
、
伝
統
校
と
い
う
領
域
に
入
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
袋　

G
enki G

roup

は
人
間
の
誕
生
か
ら
最

期
ま
で
に
携
わ
れ
る
場
所
で
す
。Genki G

roup

129 学校法人 明星学園　浦和学院高等学校　苅込 暁夫さんへ

最後まで面倒見てくれてありがとうございました。



〝
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も

通
用
す
る
人
間
を
育
て
る
こ
と
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
〞

牧
野

の
病
院
で
生
ま
れ
、
幼
稚
園
、
高
校
、
大
学
で
育

っ
た
あ
と
は
社
会
人
と
し
て
働
き
、
具
合
が
悪
く

な
っ
た
ら
病
院
に
行
き
、
歳
を
重
ね
て
弱
っ
て
き

た
ら
介
護
を
受
け
る
。
そ
の
中
で
私
た
ち
が
担
っ

て
い
る
浦
和
学
院
高
校
が
、
生
徒
に
と
っ
て
胸
を

張
っ
て
誇
れ
る
学
校
に
な
っ
た
ら
幸
せ
で
す
。
い

ま
は
な
い
小
学
校
も
含
め
、
今
後
の
50
年
で
よ
り

一
人
ひ
と
り
の
人
生
に
携
わ
る
機
会
を
増
や
せ
た

ら
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

牧
野　

G
enki G

roup

全
体
の
中
で
、
浦
和
学

院
は
い
ま
〝
個
〞
で
す
。
50
年
後
ま
で
に
は
、
グ

ル
ー
プ
一
体
と
な
っ
た
存
在
に
し
て
い
く
の
が
私

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

G
enki G

roup

に
は
介
護
施
設
や
病
院
、清
掃
会

社
他
多
数
が
あ
り
ま
す
が
、
浦
和
学
院
が
同
じ

G
enki G

roup

に
属
し
て
い
る
こ
と
が
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
ん
で
す
ね
。
２
年
前
か
ら
元
気

村
グ
ル
ー
プ
の
老
人
ホ
ー
ム
に
交
流
活
動
と
し
て

チ
ア
や
ダ
ン
ス
、
琴
の
演
奏
他
多
数
の
生
徒
が
訪

問
し
て
お
り
、
野
球
部
に
お
い
て
は
大
会
前
に

「
Ｔ
Ｖ
で
応
援
し
て
く
だ
さ
い
」
と
伝
え
に
行
き

ま
す
。
し
か
し
、
お
互
い
な
ぜ
浦
学
な
の
か
、
な

ぜG
enki G

roup

な
の
か
、
関
係
性
が
知
ら
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。Genki G

roup

の
方
々
が「
甲

子
園
に
出
場
し
て
い
る
浦
和
学
院
は
、
う
ち
の
グ

ル
ー
プ
の
学
校
な
ん
だ
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
ら

嬉
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
縁
を
広
げ
て

〝
チ
ー
ムG

enki G
roup

〞
の
一
員
と
し
て
認
め

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

学校法人 明星学園 浦和学院高等学校

大学卒業後、都内の中高一貫女子校
に7年間勤務。結婚、出産を経て1993
年に浦和学院高等学校に家庭科教員
として着任。生徒の健康と安全を守
りながら、生徒指導にも注力。その
後、教頭、本部長を経て 2020 年より
現職。

小袋 伸枝
学校法人明星学園
浦和学院高等学校　副校長

浦和学院高校が創立 4 年目に、社会科
教員として新卒で着任。以降、学校
の拡大とともに生活指導部副部長、
学年指導部長、進路指導部長、教頭、
副校長を歴任し、2017 年より現職。
大学時代からパワーリフティング部に
所属し、浦和学院にもパワーリフテ
ィング部を創設。生徒たちを世界大
会にまで導く。

石原 正規
学校法人明星学園
浦和学院高等学校　校長

10 期生として浦和学院高校を卒業後、
一般企業で 15 年間営業職を経験。
2009 年に浦和学院高等学校に事務職
として着任。2019 年に事務職の副部
長就任後、部長、事務長を経て、2022
年より現職。2024 年 6 月からは学校
法人明星学院の法人事務局長を兼務。
高校時代は野球部所属。

牧野 博
学校法人明星学園　法人事務局長
浦和学院高等学校　副校長（ 総務担当 ）

130学校法人 明星学園　浦和学院高等学校　河原田 厚美さんへ

浦学での 3 年間は一生の宝物になりました！



学校法人 明星学園 浦和学院高等学校の職員のみなさん

131 学校法人 明星学園　浦和学院高等学校　山口 晴司さんへ

先生のおかげで卒業できました。



学校法人 明星学園 浦和学院中学校

Coming Soon

132学校法人 明星学園　浦和学院高等学校　山口 晴司さんへ

先生のおかげで卒業できました。



学校法人 明星学園 明星幼稚園

私
立
幼
稚
園
と
し
て
１
９
６
４
年
に

開
園
し
ま
し
た
。
１
９
９
１
年
に
新

園
舎
落
成
、
現
在
に
至
り
ま
す
。
定

員
２
１
０
名
、
卒
園
児
は
５
４
０
０

名
を
数
え
ま
す
。
蕨
駅
西
口
に
あ
り
、

地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
と
の
連
携
を
意

識
し
た
活
動
も
多
く
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
の
育
成
の
一
端
を
担
っ
て
い

ま
す
。
個
々
の
発
達
段
階
に
適
し
た
、

き
め
の
細
か
な
保
育
を
実
践
し
て
い

る
幼
稚
園
と
し
て
、
地
域
の
方
々
か

ら
信
頼
さ
れ
て
い
ま
す
。
法
人
内
で

は
少
子
化
対
策
と
し
て
、
様
々
な
観

点
か
ら
運
営
に
関
す
る
見
直
し
も
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

幼稚園は少子化の波の中、ただ単に子どもを預か
る場所ではなく、地域社会の活性化に貢献できる
存在として、その役割を期待されております。そ
のような意味で幼稚園経営は今、大きな岐路に面
しています。そして、Genki Group の一員の中で

一番若い世代との関わりをもつ部署でもあります。
日本の将来を担う人材の基礎を育んでいるという
自覚と信念をもって、さらなる 50 年先を目指して
その基礎を作っていきたいと思います。

50 周年の意気込み 日本の将来を担う人材を育む場所として

Genki Group50 周年、おめでとうございます。グループの一員としてたい
へん誇りに思います。幼稚園におきましては、家庭から社会への第一歩を
踏み出した子どもたちが、多くの仲間たちとふれあいながら、自ら思って
いることを表現し、相手の言葉を聞く大切さを学んでいます。グループ内
での交流などを活発にして子どもたちの成長にお力添えをいただければ
幸いです。Genki Group のますますのご発展を祈念いたしております。

髙間 薫   園長

133 学校法人 明星学園　浦和学院高等学校　井筒 健斗さんへ

（ 卒業生から ）先生の授業をもう一度受けたいです。



学校法人 明星学園 国際医療専門学校

私と神成会長の出会いは、元気村グループが中国との
医療・介護連携を力強く推進した2013年、神成会長か
らいただいた一本の電話が始まりです。元気村グルー
プが大連中心病院との業務締結を行う中、私は、神成
会長の命にて現地の視察・看護職員の教育や管理指導
に携わらせていただきました。その経験のなかで、神
成会長の価値観や常識の違いを感じ、創造性のある未
来を描けたことを覚えております。人と人との繋がり
や思いは人を変える大きな力となり、そのエネルギー
はグループの集団力となることを体感している現在、
50 周年の「 共に生きる 」の実現に敬意を表します。

遠藤 貞子
学校法人明星学園　理事・国際医療専門学校　校長

１
９
８
７
年
浦
和
市
（
現
さ
い
た
ま
市
）
に
高
等

課
程
を
置
く
浦
和
学
院
情
報
専
修
学
校
と
し
て
開

校
し
、
そ
の
後
専
門
課
程
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ

の
後
は
課
程
の
新
設
や
廃
止
を
経
て
、
１
９
９
３

年
に
看
護
学
科
を
開
設
し
、
２
０
０
３
年
に
は
高

等
課
程
及
び
専
門
課
程
の
一
部
を
募
集
停
止
し
、

看
護
学
科
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
２
２
年
、

臨
床
検
査
技
師
を
養
成
す
る
東
武
医
学
技
術
専
門

学
校
（
１
９
７
１
年
開
校
）
と
統
合
し
、
国
際
医

療
専
門
学
校
へ
と
校
名
変
更
を
し
ま
し
た
。
看
護

学
科
、
臨
床
検
査
学
科
と
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野

を
持
ち
、
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
医
療
人
の
育

成
を
し
て
お
り
ま
す
。

50
周
年
の
意
気
込
み

次の 50 年を見据え、本校の卒業生が社会の中心として活躍できる人材となる
ことを目指し、法人内の３校および教育部門の連携を強化しながら、押し寄せ
る少子化という荒波に負けないよう、学生確保を行ってまいります。
学生、教職員が共に希望に満ちた未来を描き教育探求を行うことが、満足度の
高い学校経営に繋がると考え、さらなる発展を目指して新たなステージに立
ち、今後も尽力していく所存であります。

卒業生が社会の中心として
活躍できる人材となるように

134学校法人 明星学園　浦和学院高等学校　青木 則子さんへ

先生の手厚いサポートのお陰で成長することができました。



学校法人 明星学園 国際医療専門学校の職員のみなさん

135 学校法人 明星学園　浦和学院高等学校　高畑 圭史さんへ

たくさんの思い出をありがとうございました。



学校法人 明星学園 関東福祉専門学校

Genki Group 誕生50周年お祝い申し上げます。半世紀
もの長い間発展し続けているのはまぎれもなく「 困っ
ている人を助けたい 」という熱いハートと冷静な判断
力を持った方々が次々と神成会長のもとに集結し実践
し、次の世代にその思いを託し続けることが出来てい
るからだと思います。誇りを持って仕事に打ち込んで
いる仲間たちは互いに喜びを分かち合いながら、世の
中に「 しあわせ 」を増やすために今も奔走しています。
今後もこの素晴らしい仲間たちとともにダイナミック
に発展し続ける集団でありたいと願います。

小山 まり
校長

感
動
づ
く
し
、
関
東
福
祉
！

～
鴻
巣
市
に
あ
る
介
護
福
祉
士
養
成
校
～

１
９
９
７
年
に
社
会
福
祉
法
人
元
気
村
に
よ
り
設

立
、
同
年
４
月
に
１
期
生
を
迎
え
た
本
校
は
今
年

で
28
年
目
に
な
り
ま
す
。

介
護
福
祉
科
の
単
科
校
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に

１
２
０
０
名
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

２
年
前
の
２
０
２
２
年
４
月
に
は
学
校
法
人
明
星

学
園
に
移
管
し
、現
在
ま
で
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
日
も
一
人
で
も
多
く
の
介
護
福
祉
士
を
未
来
へ

輩
出
す
る
べ
く
、
教
職
員
一
同
で
教
育
活
動
に
邁

進
し
て
お
り
ま
す
。

50
周
年
の
意
気
込
み

関東福祉専門学校は今年28期生を迎え1200名の介護福祉士を輩出してまいり
ました。この 30 年近い変遷により世の中に出現した人工知能や介護機器、そ
してダイバーシティの考え方は介護福祉士に、より高い専門性、先進技術を求
めています。高い要求に応えるべく「 充実した生き方 」や「 しあわせ 」を「 介
護過程 」を基にもっと深く追求し実践できる介護福祉士を育成するとともに
社会に「 介護福祉士 」の素晴らしさを伝えてまいります。

介護福祉士の素晴らしさを
社会に伝えていく

136学校法人 明星学園　浦和学院高等学校　小袋 伸枝さんへ

私のために涙を流してくれて、ありがとうございました。



♡
学校法人 明星学園 関東福祉専門学校の職員のみなさん

137 学校法人 明星学園　浦和学院高等学校　仁科 達夫さんへ

これからもみんなに元気（ 笑顔 ）を！



学校法人 志学会学院 志学会高等学校

2012 年にグループインした学校法人 志学会学院。
グループイン以前から、経営難に苦しんできた志学会高等学校は、通信制の高校です。

昨年には元 J リーグ監督の中田仁司監督を指導者として迎え、サッカー部の活動も始動するなど、
埼玉県の通信制高校で一番になるべく、新たな取り組みにも力を入れています。

学校存続の危機を乗り越え
埼玉県一の通信制高校を目指す

髙
橋 

信
人

志
学
会
高
等
学
校
　
校
長

小
澤 
功
太
郎

志
学
会
高
等
学
校
　
広
報
部
主
任

中
田 

仁
司

志
学
会
高
等
学
校
　
サ
ッ
カ
ー
部
監
督

138学校法人 志学会学院　志学会高等学校　髙橋 信人さんへ

卒業をあきらめなくて良かったです。



こ
れ
ま
で
の
歩
み
の
中
で
、
壁
と
な
っ
た
出
来
事

は
あ
り
ま
す
か
？

髙
橋　

壁
し
か
な
い
で
す
よ
ね
。

小
澤　

な
い
で
す
ね
（
笑
）。

髙
橋　

志
学
会
が
グ
ル
ー
プ
イ
ン
し
た
の
は
２
０

１
２
年
で
、
当
時
の
生
徒
数
は
３
学
年
で
17
人
と
、

崖
っ
ぷ
ち
も
い
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
十

数
年
経
ち
、
今
で
は
全
校
生
徒
が
３
２
０
人
、
そ

の
う
ち
定
期
的
に
通
っ
て
い
る
生
徒
数
が
１
５
０

人
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
埼
玉
県
内
で
一
番
の
貧

乏
学
校
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
上
る
し
か
な
い

と
い
う
状
態
か
ら
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

中
田　

私
が
入
っ
た
の
は
２
０
２
３
年
な
の
で
、

過
去
の
話
を
詳
し
く
は
知
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
に

大
変
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

髙
橋　

大
変
だ
っ
た
ん
で
す
。
で
も
、
過
去
に
は

１
０
０
０
人
ほ
ど
生
徒
が
い
た
時
代
も
あ
っ
た
ん

で
す
よ
。
そ
れ
が
な
ぜ
こ
ん
な
に
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
か
と
い
う
と
、
過
去
の
経
営
者
が
金
銭

的
不
祥
事
を
起
こ
し
た
の
が
原
因
で
し
た
。
そ
の

影
響
で
職
員
が
辞
め
、
地
域
で
の
評
判
も
急
落
。

「
前
は
良
い
学
校
だ
っ
た
の
に
ね
」
と
言
わ
れ
る

学
校
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
普
通
は
近
隣

の
中
学
校
が
生
徒
を
紹
介
し
て
く
れ
る
の
で
す
が
、

学
校
と
し
て
の
信
用
が
失
墜
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、

そ
の
噂
を
知
ら
な
い
越
谷
、
草
加
な
ど
離
れ
た
地

域
か
ら
し
か
生
徒
を
送
っ
て
も
ら
え
な
く
な
り
ま

し
た
。
学
校
訪
問
に
行
っ
て
も
相
手
に
し
て
も
ら

え
な
い
。
そ
の
状
況
を
打
破
し
て
く
れ
た
の
が
小

澤
さ
ん
で
す
。
小
澤
さ
ん
は
、
あ
る
自
動
車
メ
ー

カ
ー
の
営
業
で
ト
ッ
プ
を
取
っ
た
こ
と
が
あ
る
、

や
り
手
の
人
な
ん
で
す
。

小
澤　

人
が
好
き
な
ん
で
す
よ
。

髙
橋　

今
で
こ
そ
本
当
に
頼
も
し
く
思
っ
て
い
ま

す
が
、
当
時
は
事
件
後
に
わ
ざ
わ
ざ
入
っ
て
く
る

な
ん
て
、
何
者
な
の
か
と
い
ぶ
か
し
く
思
っ
て
い

ま
し
た
。
挨
拶
の
と
き
も
観
察
す
る
よ
う
な
気
持

ち
で
し
た
ね
。

小
澤　

や
っ
ぱ
り
そ
う
で
し
た
か
（
笑
）。
警
戒

学校法人 志学会学院は、前身の学校法人埼玉彰華学園 
彰華学園総合専門学校から、2002 年 4 月に 彰華学園高
等学校 普通科（ 広域の通信制・単位制課程 ）を開校し、
2009年4月学校法人真英舎 真英舎学院高等学校への改
名を経て、2011 年 4 月学校法人志学会学院 志学会高等
学校として新たに出発いたしました。Genki Group グ
ループには2012年4月より参入させていただいており
ます。

139 学校法人 志学会学院　志学会高等学校　松本 智彰さんへ

あっという間の３年間。本当に楽しかった～。



〝
数
々
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て

グ
ル
ー
プ
イ
ン

生
徒
の
数
も
復
調
〞

小
澤

さ
れ
て
い
る
な
あ
と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
よ
。
た

だ
、
逆
境
好
き
な
の
で
、
警
戒
ム
ー
ド
に
対
し
て

は
「
し
ょ
う
が
な
い
か
な
」
く
ら
い
で
、
特
に
不

快
さ
も
不
安
感
も
な
か
っ
た
で
す
。

中
田　

ど
う
い
う
き
っ
か
け
で
畑
違
い
の
場
に
入

っ
て
き
た
ん
で
す
か
？

小
澤　

当
時
の
理
事
長
に
「
変
わ
っ
た
営
業
だ
け

ど
、
や
っ
て
み
る
？
」
と
た
ま
た
ま
声
を
か
け
て

も
ら
っ
た
こ
と
で
す
ね
。

髙
橋　

小
澤
さ
ん
が
入
っ
て
く
れ
た
あ
と
、
学
校

と
の
関
係
性
が
好
転
し
て
い
き
ま
し
た
。
人
た
ら

し
な
人
な
ん
で
す
よ
。

小
澤　

個
人
宅
へ
の
営
業
は
門
前
払
い
さ
れ
る
の

が
基
本
で
す
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
中
に
入
れ
て
も

ら
え
る
だ
け
、
学
校
へ
の
営
業
は
楽
に
思
え
た
ほ

ど
で
し
た
。
私
は
栃
木
出
身
で
、
地
元
の
人
間
じ

ゃ
な
い
分
、
訪
問
に
抵
抗
感
が
な
か
っ
た
の
も
強

み
で
し
た
ね
。
す
で
に
評
価
は
マ
イ
ナ
ス
な
わ
け

で
す
か
ら
、
あ
と
は
上
が
る
し
か
な
い
わ
け
で
す
。

学
校
に
行
き
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
出
し
、
話
始
め

る
と
こ
ろ
ま
で
は
容
易
に
持
っ
て
い
け
る
の
で
、

あ
と
は
関
係
性
を
築
け
る
ま
で
通
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
続
け
る
だ
け
。
僕
は
覚
え
ら

れ
や
す
い
タ
イ
プ
な
の
が
強
み
な
の
で
、
何
度
も

訪
問
す
る
う
ち
に
向
こ
う
が
「
ま
た
来
た
の
？
」

と
な
り
、
そ
の
う
ち
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

く
ん
で
す
よ
。
そ
う
し
た
積
み
重
ね
の
時
期
を
経

て
、
学
校
が
保
護
者
を
連
れ
て
き
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
個
人
宅
営
業
の
時
代
の
よ
う
で

お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
ね
。
相
手
が
抱
え
て
い
る

問
題
を
聞
き
、
そ
れ
を
ど
う
す
れ
ば
改
善
で
き
る

の
か
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
面
談
し
た
ら
保
護
者

の
方
が
安
堵
し
て
泣
い
て
、
髙
橋
さ
ん
か
ら
「
泣

か
す
な
」と
怒
ら
れ
て（
笑
）。
で
も
、
泣
か
せ
て

か
ら
笑
わ
せ
る
の
が
私
の
パ
タ
ー
ン
な
の
で
。
感

情
を
動
か
す
の
が
大
事
な
ん
で
す
よ
。

髙
橋　

生
徒
数
が
少
な
い
こ
と
以
外
の
問
題
も
あ

り
ま
し
た
。
職
員
の
不
足
と
、
お
金
の
な
さ
で
す
。

特
に
グ
ル
ー
プ
イ
ン
す
る
ま
で
は
、
本
当
に
お
金

の
な
さ
が
深
刻
で
し
た
。

小
澤　

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
な
い
こ
と
す
ら
あ

り
ま
し
た
か
ら
ね
。
何
か
を
修
理
す
る
と
き
も
、
業

者
を
呼
べ
な
い
か
ら
自
分
た
ち
で
や
っ
て
。
先
生

に
関
し
て
は
、
僕
が
教
え
て
い
た
こ
と
す
ら
あ
る
。

中
田　

え
え
？

髙
橋　

申
請
す
れ
ば
臨
時
教
師
を
務
め
ら
れ
る
ん

で
す
よ
。
簿
記
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
と
聞
け
ば

「
じ
ゃ
あ
商
業
系
の
授
業
を
」と
お
願
い
し
、プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
関
係
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
と
聞
け

ば
「
パ
ソ
コ
ン
の
授
業
を
や
っ
て
」
と
言
い
。

小
澤　
「
何
か
得
意
な
も
の
は
な
い
の
？
」
と
聞

か
れ
て
い
ま
し
た
よ
ね
。

髙
橋　

保
育
士
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
人
に
家
庭

科
の
教
師
登
録
を
し
て
も
ら
う
と
か
。
そ
う
や
っ

て
し
の
ぎ
な
が
ら
新
た
な
雇
用
を
進
め
て
い
き
ま

し
た
。

学校法人 志学会学院 志学会高等学校

140学校法人 志学会学院　志学会高等学校　小張 裕美さんへ

中学時代に比べたら、信じられないくらい明るくなれたよ。



〝
生
徒
た
ち
に
運
動
の
楽
し
さ
を

ス
ク
ー
ル
の
選
手
に

サ
ッ
カ
ー
持
論
を
伝
え
た
い
〞

中
田

〝
既
存
の
学
校
と
い
う
仕
組
み
は

50
年
後
に
は
な
い
の
で
は
〞

高
橋

小
澤　

あ
と
印
象
的
な
も
の
と
い
え
ば
、
卒
業
式

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
か
。

髙
橋　

グ
ル
ー
プ
イ
ン
前
の
超
節
約
卒
業
式
で
す
ね
。

小
澤　

え
え
。
予
算
が
２
万
円
し
か
も
ら
え
ず
、

そ
れ
で
20
人
の
卒
業
式
を
し
た
と
い
う
。

髙
橋　

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
賞
状
用
紙
を
買
っ
て

き
て
卒
業
証
書
を
印
刷
し
、
小
澤
さ
ん
の
地
元
の

和
菓
子
屋
さ
ん
に
お
願
い
し
、
紅
白
饅
頭
を
つ
く

っ
て
も
ら
い
。
予
算
的
に
マ
カ
ロ
ン
サ
イ
ズ
に
な

り
ま
し
た
が
、
箱
に
入
れ
て
い
た
だ
け
た
の
で
、

見
栄
え
す
る
も
の
を
用
意
で
き
ま
し
た
。
そ
う
し

て
、
い
よ
い
よ
「
も
う
学
校
を
閉
め
ま
す
」
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
至
っ
た
と
き
、
神
成
会
長
を
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
ん
な
人
だ
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
よ
ね
。

小
澤　

来
る
人
み
ん
な
怪
し
く
見
え
る
と
い
う
。

髙
橋　

当
時
は
怪
し
げ
な
話
も
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た

ん
で
す
よ
。
も
う
疑
心
暗
鬼
で
す
よ
ね
。
神
成
会

長
は
一
人
で
や
っ
て
き
て
、「
浦
和
学
院
の
先
生

を
連
れ
て
く
る
か
ら
」
と
言
い
、
本
当
に
連
れ
て

来
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
。
そ
こ
で
生
き
残
れ
る
可

能
性
を
感
じ
、
グ
ル
ー
プ
イ
ン
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

小
澤　

ギ
リ
ギ
リ
の
状
態
で
の
救
い
の
手
で
し
た

よ
ね
。
水
が
止
ま
っ
て
る
だ
の
、
固
定
電
話
が
止

ま
っ
て
る
だ
の
、
本
当
に
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
に
は
中
田
監
督
が
加
わ
り
ま
し
た
。
直
近
の

ご
状
況
は
い
か
が
で
す
か
？

髙
橋　

す
ご
く
好
転
し
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

ま
あ
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
中
田
監
督
が
入

っ
て
く
る
と
聞
い
た
と
き
に
は
、
非
常
に
驚
き
ま

し
た
。

中
田　

名
前
を
入
れ
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
会
社
の
縁
で
神
成
会
長
と
出
会
い
ま
し
た
。

最
初
、
会
長
は
前
の
め
り
で
土
地
を
買
っ
て
サ
ッ

141 学校法人 志学会学院　志学会高等学校　髙橋 信人さんへ

卒業証書って、こんなに嬉しいものだったんだ。



カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
用
意
す
る
と
い
う
話
だ
っ
た

ん
で
す
よ
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
土
地
を
買
う
話

は
途
中
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
が
。

髙
橋　

志
学
会
に
サ
ッ
カ
ー
部
を
創
設
す
る
話
も
、

監
督
が
決
ま
っ
て
い
る
と
い
う
話
も
、
こ
ち
ら
は

何
も
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
中
田

監
督
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
と
き
に
は
、
部
活
も

グ
ラ
ウ
ン
ド
も
な
い
状
態
で
し
た
。

中
田　

７
月
頭
に
会
長
と
会
い
、
９
月
に
は
志
学

会
の
職
員
室
に
い
ま
し
た
か
ら
ね
。
体
育
館
か
職

員
室
に
い
て
、
生
徒
と
話
す
の
が
今
の
日
常
。
そ

の
後
、
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
の
立
ち
上
げ
の
話
が

浮
上
し
、
鴻
巣
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
私
に
は
自

分
な
り
の
サ
ッ
カ
ー
持
論
が
あ
り
、
そ
れ
を
学
生

に
広
め
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
ん
で
す
。

今
後
50
年
、教
育
界
は
ど
う
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
か
？ 

ま
た
、し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

中
田　

50
年
後
に
は
も
う
こ
の
世
に
は
い
な
い
だ

ろ
う
僕
の
夢
は
、
30
年
後
に
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で

日
本
が
優
勝
す
る
こ
と
。
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
今
の
ま
ま
で
は
優
勝
は
お
ろ
か
、
ベ

ス
ト
８
す
ら
無
理
で
し
ょ
う
。
今
、
僕
が
サ
ッ
カ

ー
ス
ク
ー
ル
で
教
え
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
、
10

年
後
に
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
に
な
っ
て
欧
州
に
行
く
。
30

年
後
に
は
そ
れ
が
２
巡
す
る
。
さ
ら
に
50
年
後
の

日
本
の
サ
ッ
カ
ー
界
に
私
の
考
え
を
広
め
て
い
く

た
め
に
、
ア
マ
チ
ュ
ア
サ
ッ
カ
ー
界
で
草
の
根
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

髙
橋　

50
年
後
に
は
通
う
形
の
学
校
が
な
く
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

人
と
の
つ
な
が
り
で
で
き
て
い
く
も
の
も
確
か
に

あ
り
、
そ
れ
は
な
く
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
志
学
会
は
ど
う
な
っ
て
い
る
ん

で
し
ょ
う
ね
。
少
な
く
と
も
我
々
は
も
う
い
ま
せ

ん
が
、
志
学
会
が
残
っ
て
い
れ
ば
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
今
と
ま
っ
た
く
同
じ
形
、
ス

タ
イ
ル
で
残
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

小
澤　

私
は
学
校
よ
り
も
先
に
先
生
と
い
う
制
度

が
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
が
進
化
す
れ
ば
、
正
し
い
こ
と
を
マ
ニ
ュ
ア

ル
通
り
教
え
れ
ば
い
い
も
の
は
Ａ
Ｉ
で
十
分
に
な

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
学
校
に

関
し
て
は
、
義
務
教
育
課
程
は
と
も
か
く
、「
普

通
科
」
の
高
校
は
い
る
の
か
と
い
う
問
題
が
出
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
や

料
理
な
ど
専
門
性
の
あ
る
も
の
を
学
ぶ
学
校
は
必

要
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
。
い
わ
ゆ
る
「
普
通
」
の

子
は
、
50
年
後
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

学校法人 志学会学院 志学会高等学校

2010年11月着任。学校の施設設備管
理および広報担当。以前は有名自動
車メーカー勤務しており、当時の最
多販売記録を達成している。個別相
談 で は 100％ の 入 学 実 績 を 誇 る。
2024 年 4 月より広報主任拝命。さら
なる生徒数増を目指す。

小澤 功太郎
学校法人 志学会学院
志学会高等学校　広報部主任

1992 年 4 月前身の学校法人に着任。
2012 年 4 月よりグループイン。2023
年 4 月 1 日より校長を拝命される。
現在は、生徒数増に向けて教職員と
共に活動中。

髙橋 信人
学校法人 志学会学院
志学会高等学校　校長

横浜マリノスコーチ、ユース監督。
セレッソ大阪コーチ、育成総括責任
者。名古屋グランパス監督、コーチ。
徳島ヴォルティス強化部長。横浜 FC
強化部長、監督。今治 FC 中国浙江緑
城 U-13 監督。ラインメール青森強化
部長。日本経済大学総監督。

中田 仁司
学校法人 志学会学院
志学会高等学校　サッカー部監督

142学校法人 志学会学院　志学会高等学校　松本 智彰さんへ

後輩も志学会においでって誘うよ！



学校法人 志学会学院 志学会高等学校の職員のみなさん

143 学校法人 志学会学院　志学会高等学校　小張 裕美さんへ

先生が担任で良かった！



共生（ 大連 ）商務諮詢有限公司

庄野でございます。2016年に入社してから当グループ
の海外事業を携わってきまして、9 年目になりました。
2022 年より中国の子会社、共生大連の代表取締役にな
らせて頂き、今も責任を持ちながら、中国で当グルー
プの海外事業を頑張っております。今後とも、たくさ
んの優秀な中国企業と業務提携を通じて、医療・介
護・教育三つの分野で増々グループの知名度をあげる
よう、日中の架け橋の役割を果たしながら、努めてい
きたいと思います。

庄野 歩
代表取締役・董事長・総経理　　　

共
生
（
大
連
）
商
務
諮
詢
有
限
公
司
が
２
０
１
１

年
に
設
立
さ
れ
、Genki Group

の
中
国
に
あ
る

独
資
子
会
で
す
。
メ
イ
ン
の
業
務
は
、Genki 

Group

の
医
療
、
介
護
、
教
育
三
つ
の
分
野
に
関

す
る
コ
ン
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
介
護
・
医
療

専
門
家
の
派
遣
、
介
護
人
材
の
育
成
お
よ
び
海
外

就
職
支
援
、
介
護
事
業
の
委
託
運
営
、
日
本
福
祉

用
具
の
販
売
及
び
レ
ン
タ
ル
業
務
等
と
な
り
ま
す
。

当
グ
ル
ー
プ
の
顔
と
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
効
果
お
よ

び
知
名
度
を
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
に
中
国
で
努
力

し
て
お
り
ま
す
。

50
周
年
の
意
気
込
み

おめでとうございます！ 45 周年記念パーティに参加した場面が昨日のことの
ようですが、気付いたら 50 周年になりました。コロナ禍の 3 年間、色々な困難
を乗り越えて、Genki Group が 50 周年を迎えました。Genki Group の一員とし
て、とっても嬉しく思います。共生大連のリーダーとして、会社を引っ張って
中国で子会社を作った原点に戻り、改めて発足し、次の 55 周年、60 周年 ... を
迎えるようにチーム団結して前に進めたいです。

リーダーとして、原点に戻り
チーム団結して前に進めたい

144社会福祉法人 元気村グループ　潮見老人ホーム 　支援課　成政 美代子さんへ

いつも声掛け下さりありがとうございます。



共生（ 大連 ）商務諮詢有限公司の職員のみなさん

145 社会福祉法人 元気村グループ　阿見翔裕園　居宅　米澤 幸枝さんへ

毎月来てくれて、顔を見ると安心する。



上海聖心瑞蘭美容医療クリニック

Genki Group 創業 50 周年誠におめでとうございます。
グループの一員として記念すべき 50 周年を迎えるこ
とができ、心より感謝申し上げます。

「 明るく、言い訳せず、常に目標を持ち 」、中国でたく
さんの仲間を創り、ハッピーウイルスを発信してまい
ります。

高須 淳司   院長      平川忠   代表取締役　

上
海
聖
心
は
、
聖
心
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
初
の
海
外

拠
点
と
し
て
、
聖
心
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
全
面
支
援

の
も
と
、
株
式
会
社
メ
デ
ィ
ク
ル
ー
ド
が
出
資
し
、

２
０
２
４
年
３
月
11
日
に
中
国
上
海
市
・
浦
東
新

区
に
中
国
旗
艦
店
と
し
て
開
院
し
た
美
容
医
療
専

門
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
す
。

中
国
に
い
な
が
ら
ジ
ャ
パ
ン
ク
オ
リ
テ
ィ
の
美
容

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
ク
リ
ニ

ッ
ク
と
し
て
、
聖
心
ブ
ラ
ン
ド
認
知
向
上
を
図
り
、

同
時
に
日
中
美
容
医
療
の
交
流
の
場
と
な
る
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
目
指
し
ま
す
。

50
周
年
の
意
気
込
み

“ 中国で日本の美容医療を代表するクリニックになる ”、という想いのもと聖
心ブランドの中国旗艦店をオープンしました。『 とことん真面目に美容医療 』
の基本理念のもと、患者様一人ひとりに寄り添い、信頼いただけるクリニック
創りを目指します。また、日中美容医療業界間の学術交流にも力を注ぎ、日本
国内では所属機関の枠を越えた Team JAPAN 体制を創り、中国の美容医療領域
発展に貢献できる活動を拠点でもあります。JAPAN Genki Group の次世代が
活躍する舞台はアジア。美容医療事業を通じて、グループの中国事業発展に貢
献してまいる所存でおります。

患者様一人ひとりに寄り添い、
信頼いただけるクリニックを目指して

146医療法人 京都翔医会　洛桂の郷　大川 歩美さんへ

何事にも親身に傾聴してくれて気持ちいいです



上海聖心瑞蘭美容医療クリニックの職員のみなさん

147 医療法人 共生会　ケアステーションまつぞの　村田 知美さんへ

こんな大変な仕事なのに、いつもありがとうね。



台湾サンガ

Genki Group 創業 50 周年、心よりお祝いを申し上げま
す。台湾サンガは来年で設立 10 周年を迎えます。当
社がこれまで台湾で Genki Group の海外事業を発展さ
せられてきたのは、多くのグループ社員の皆様、協力
会社様、お客様のご支援とご協力のおかげです。改め
て感謝申し上げます。50周年を機に Genki Group がさ
らに 100 年企業に発展するように、台湾で社員たち共
に「 平和 」と「 幸せ 」の担い手として活動し、「 共に生
きる 」社会づくりを続けてまいります。50 周年をぜひ
新たな⾶躍の年にしていきましょう！

葉 晋良
台湾サンガ董事長

台
湾
サ
ン
ガ
は
台
湾
台
南
市
を
中
心
に
、
Ｇ
ｅ
ｎ

ｋ
ｉ  

Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ
の
介
護
関
連
施
設
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
展
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
以

降
、
介
護
用
品
店
「
善
友
長
青
」
や
訪
問
介
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設
し
た
ほ
か
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
２
施
設
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

台
湾
サ
ン
ガ
は
２
０
２
１
年
に
介
護
社
団
法
人
の

「
台
湾
元
気
村
」を
新
た
に
設
立
し
、２
０
２
３
年

か
ら
公
設
民
営
の
北
門
多
機
能
介
護
施
設
の
運
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。
台
湾
元
気
村
は
２
０
２
４
年

９
月
に
２
つ
目
の
多
機
能
介
護
施
設
と
な
る
「
安

南
翔
裕
園
」（
73
床
）
を
開
設
し
ま
し
た
。

50
周
年
の
意
気
込
み

台湾サンガが10周年を迎える来年2025年は台湾が超高齢社会に入る年になる
と予想されており、台湾の要介護者人口と介護ニーズは急速に増えてきていま
す。台湾サンガは創業 50 周年を迎えた Genki Group の社員の皆様と共に、こ
れからも「 共に生きる、よりよく生きる 」という想いを大切にしながら、台湾
の高齢者の方にその期待を超える感動介護サービスを提供していきます。日
本と台湾のスタッフが協力しあいながら感動介護の輪を広げ、Genki Group が
100 年企業になるようめざしていきましょう！

台湾の高齢者の方の期待を超える
感動介護サービスを提供していきます

148株式会社 サンガジャパン　かすがやまⅡ号館　増田 真理子さんへ

あなたのお陰で歩けるようになり、ご飯も食べられるようになったありがとう。



台湾サンガの職員のみなさん

149 株式会社 サンガジャパン　瀬田大江翔裕館　細谷 香織さんへ

在宅で母を見られるのは、ショートステイがあってこそです。ありがとうございます。



アンコール共生病院
AN

GKO
R JAPAN

 FRIEN
DSH

IP 

IN
TERN

ATIO
N

AL H
O

SPITAL

（
ア
ン
コ
ー
ル
共
生
病
院
）
は
世
界

遺
産
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
あ
る
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
に

２
０
１
７
年
５
月
29
日
開
院
し
ま
し

た
。
現
在
は
日
本
人
医
師
１
名
、
日

本
人
看
護
師
１
名
が
在
籍
し
、
総
合

内
科
、
一
般
外
科
、
眼
科
、
歯
科
の

診
療
科
を
も
っ
て
、
地
元
市
民
を
含

め
た
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
に
訪
れ
る
全

て
の
方
に
貢
献
で
き
る
病
院
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

Genki Group 50 周年のこの年には、これまで以上
に日本の関係者様との関わりを広く、そして深く
持たせていただき、同じく Genki Group で働く多
くの仲間と共に、この先の 10 年、20 年に繋がって

いく企業活動を創り上げたいと考えております。
日本の皆様には是非一度カンボジアにお越しいた
だき、カンボジアの魅力を感じていただきたいと
思っています。今後とも宜しくお願いいたします。

50 周年の意気込み 仲間と共に、この先の企業活動を創り上げたい

2020 年 12 月よりアンコール共生病院の責任者をしております、西本貴紀
（ にしもとよりのり ）と申します。日本の皆様、日頃からカンボジアに多

くのご支援をいただき誠にありがとうございます。そして Genki Group 
50周年を心よりお祝い申し上げます。当院は本年度で7周年を迎えました
が、長く歴史のある Genki Group の一法人、一員として、日本より遠く離
れたカンボジアで「 共に生きる 」を実現するために日々努力できることを
嬉しく思っています。

西本 貴紀   責任者

150医療法人 共生会　デイケアセンター西まつぞの　駒井 利恵さんへ

今日も楽しかった、生きててよかった、ありがとう！



児童養護施設 共生の家
Kyousei Forum

 O
rganazation 

児
童
養
護
施
設 「
共
生
の
家
」
は

２
０
１
９
年
３
月
19
日
に
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
に
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
共
生
の
家
は
育
児
放
棄
や

犯
罪
、
貧
困
な
ど
様
々
な
理
由
に
よ

り
適
切
な
家
庭
環
境
を
を
得
ら
れ
な

い
子
ど
も
の
生
活
の
場
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
５
歳

か
ら
18
歳
ま
で
の
男
女
11
名
が
、
現

地
カ
ン
ボ
ジ
ア
お
よ
び
日
本
か
ら
の

継
続
支
援
に
よ
り
共
同
生
活
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
共
生
の
家
は
、
周
辺

地
域
へ
の
社
会
貢
献
活
動
も
精
力
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。

共生の家の子どもたちはみんな、年齢や学年もば
らばらで一人一人色々な問題を抱えています。で
も神成会長や日本から多くの人が毎年会いにきて
くれて、みんな本当に喜んでいます。去年は3人の
お姉さんが日本に行くことができました。カンボ

ジアの私たちから日本の皆さんにできることはと
ても少ないですが、みんな元気で勉強もたくさん
できるように頑張ります。これからもよろしくお
願いいたします。

50 周年の意気込み みんな元気で、勉強もたくさんできるように頑張ります

カンボジア、共生の家の施設長として働いています、Dy Chakriya ディ
ー・チャリヤー（ 翔子 ）と申します。日本の皆様、いつもカンボジアにた
く さ ん の 応 援 を 届 け て く れ て あ り が と う ご ざ い ま す。 そ し て Genki 
Group 50 周年に心よりお祝い申し上げます。共生の家には現在 11 名の子
どもたちが一緒に生活をしています。日本の皆様のおかげで、子どもたち
は毎日元気に暮らしています。是非皆さん子どもたちに会いに来てくだ
さい。ありがとうございます。

ディー・チャリヤー   施設長

151 社会福祉法人 元気村グループ　潮見老人ホーム 　相談課　和泉 佑哉さんへ

いつも笑顔でジュース買うのを手伝ってくれてありがとう。



株式会社 メディクルード

ピンチをチャンスに変えて成長を遂げ、海外も視野に入れた事業拡大に挑戦。
現場との交流を深め、ワンチームとして業務に取り組む中、

ネクストリーダーの育成にも尽力。さらなる発展に向けて邁進しています。

現場との一体感がやりがいにつながる
コミュニケーション重視で事業を拡大

藤
井 

真
吾

常
務
取
締
役

佐
藤 

潤

管
理
本
部
部
長

徳
永 

暁
一

取
締
役
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
部
長
　

152株式会社 メディクルード　歯科事業推進部へ

現場主義 No.1 ！サポートに感謝しています。



97
年
の
創
業
か
ら
現
在
ま
で
、
医
療
や
介
護
福
祉

分
野
の
運
営
支
援
を
主
幹
事
業
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、Genki Group
に
加
わ
っ
た
経
緯
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

藤
井　

ま
ず
メ
デ
ィ
ク
ル
ー
ド
の
歴
史
を
少
し
お

話
し
た
い
の
で
す
が
、
も
と
も
と
は
セ
イ
シ
ン
ワ

ー
ク
ス
と
い
う
名
前
で
、
聖
心
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
運
営
を
支
援
し
て
い
ま
し
た
。
上
場
を
目
指
し

て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
こ
ろ
の
聖
心
美
容
ク
リ

ニ
ッ
ク
は
ど
ん
ど
ん
新
し
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
出
店

し
て
拡
大
し
て
い
こ
う
と
い
う
方
針
で
、
組
織
の

成
長
が
追
い
つ
か
ず
、
疲
弊
し
て
し
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
体
制
を
立
て
直
す
べ
く
、
２
０
０

６
年
にG

enki G
roup

の
仲
間
入
り
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

佐
藤　

G
enki G

roup

に
な
っ
て
か
ら
は
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
増
や
す
こ
と
よ
り
も
、
患
者
様
に
良
い

医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
大
事
だ
よ
ね
、
と
い
う

方
針
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
、
美
容
医
療
の
サ

ー
ビ
ス
に
お
い
て
本
質
に
立
ち
返
っ
た
感
が
あ
り

ま
し
た
。

藤
井　

オ
ー
ナ
ー
が
変
わ
る
な
ど
不
安
定
な
時
期

も
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
働
き
や
す
さ
に
も
影
響
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
患
者
様
か
ら
選
ば
れ
な
い

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
し
ま
い
、
経
営
的
に
も
悪

化
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
てG

enki G
roup

に

加
わ
っ
て
か
ら
は
、
医
療
の
質
を
し
っ
か
り
担
保

す
る
こ
と
に
注
力
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
熱
海

や
大
宮
な
ど
、
こ
れ
ま
で
出
店
で
き
な
か
っ
た
エ

リ
ア
に
も
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

徳
永　

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
げ
て

い
る
「
と
こ
と
ん
真
面
目
に
、
美
容
医
療
」
と
い

う
言
葉
が
今
の
聖
心
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
精
神
を

表
し
て
い
ま
す
。

佐
藤　

こ
の
方
針
に
変
わ
っ
て
か
ら
売
り
上
げ
は

２
・
５
倍
に
な
り
、
従
業
員
も
増
え
ま
し
た
。
私

は
メ
デ
ィ
ク
ル
ー
ド
の
業
績
が
下
が
っ
て
い
る
時

期
に
入
社
し
た
の
で
す
が
、G

enki G
roup

の

一
員
と
な
っ
て
か
ら
は
、
順
調
に
事
業
が
拡
大
す

株式会社メディクルードは、2006 年に聖心美容クリニ
ックとともに GenkiGroup に仲間入りした法人です。
港区六本木に本社を置き、美容クリニックの事業推進
を行っております。2010 年からは歯科事業の運営支援
を、2011 年には中国上海で美容医療の運営を開始する
など、グループの経営資源を活かして事業を拡大して
きました。また、2020 年からはグループ事業を横断的
に担える人材を輩出するべく、Next Leader Program

（ 新卒採用育成プロジェクト ）を発足。事業領域を超
えた新たな価値の創造に挑戦しています。

佐
藤 

潤

管
理
本
部
部
長

153 株式会社 メディクルード　事業推進部へ

スピーディーな対応、助かっています。



る
様
子
を
肌
で
感
じ
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

事
業
が
拡
大
さ
れ
て
い
く
中
で
特
に
印
象
に
残
っ

て
い
る
出
来
事
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

藤
井　

よ
う
や
く
安
定
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
、
上
海
で
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
立
ち
上
げ
る
、

と
な
っ
た
と
き
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤　

別
の
事
業
で
上
海
に
出
張
し
た
社
長
が

「
上
海
に
も
美
容
外
科
の
需
要
が
あ
る
」
と
感
じ

た
こ
と
か
ら
、
急
遽
出
店
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、

２
か
月
で
拠
点
と
し
て
上
海
法
人
設
立
。
あ
の
と

き
は
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
感
で
し
た
ね
。

徳
永　

手
探
り
で
し
た
が
、
上
海
で
現
地
の
ス
タ

ッ
フ
を
募
集
し
て
日
本
式
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

教
え
、
開
業
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
こ
の
３
人
も

何
度
も
上
海
に
行
き
ま
し
た
ね
。
目
ま
ぐ
る
し
す

ぎ
て
当
時
の
こ
と
は
あ
ま
り
記
憶
に
な
い
の
で
す

が
（
笑
）。

出
店
を
決
め
て
か
ら
実
現
ま
で
が
約
半
年
と
い
う

ス
ピ
ー
ド
感
は
す
ご
い
で
す
ね
。
綿
密
な
計
画
を

立
て
て
か
ら
と
い
う
よ
り
も
、
ま
ず
は
走
り
だ
す

と
い
う
方
針
な
の
で
し
ょ
う
か
。

藤
井　

そ
う
で
す
。
や
っ
て
み
て
考
え
、
走
り
な

が
ら
ま
た
考
え
る
、
と
い
う
仕
事
へ
の
許
容
度
の

高
さ
がG

enki G
roup

の
良
さ
だ
な
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
で
失
敗
し
て
も
叱
責
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
で
す
し
、
み
ん
な
で
考
え
て
成
長
し
て
い
こ
う

と
い
う
姿
勢
な
の
で
す
。

徳
永　

我
々
の
目
指
す
と
こ
ろ
が
聖
心
美
容
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
発
展
で
は
な
く
、
美
容
医
療
業
界
を
健

全
な
も
の
に
し
て
い
く
と
い
う
高
い
理
想
が
、
ス

タ
ッ
フ
の
や
り
が
い
に
通
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、

新
規
の
患
者
様
を
い
か
に
し
て
増
や
す
か
が
非
常

に
重
要
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
美
容
医
療
業
界
で

は
多
く
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
、
安
い
メ
ニ
ュ
ー
の
広

告
で
患
者
様
を
来
院
さ
せ
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

際
に
高
い
メ
ニ
ュ
ー
へ
強
引
に
誘
導
す
る
と
い
う

良
く
な
い
手
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

株式会社 メディクルード

　
　
　
　
　

   〝
や
っ
て
み
て
考
え
、

　
　
　

走
り
な
が
ら
ま
た
考
え
る
。

G
enki G

roup

の
良
さ
は

そ
の
許
容
度
の
高
さ
〞

藤
井

154株式会社 メディクルード　管理本部（ 総務チーム ）へ

楽しいイベント運営いつもありがとうございます。



そ
れ
に
対
し
て
、
私
た
ち
は
低
価
格
訴
求
は
せ
ず
、

医
師
の
技
術
力
や
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ー
ビ
ス
品
質
の

高
さ
を
訴
求
し
、
か
つ
リ
ス
ク
や
副
作
用
な
ど
患

者
様
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
な
こ
と
も
し
っ
か
り
お

伝
え
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
美
容
ク
リ
ニ
ッ

ク
は
ま
だ
ま
だ
改
善
や
発
展
の
余
地
が
あ
る
業
界

な
の
で
、
聖
心
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
真
面
目
な
経

営
ス
タ
イ
ル
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
て
く
れ
る

と
嬉
し
い
で
す
ね
。

佐
藤　

私
は
従
業
員
の
管
理
を
担
当
し
て
い
る
の

で
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
も
ら

い
、
働
き
や
す
い
環
境
と
な
っ
た
と
い
う
点
で
は
、

メ
デ
ィ
ク
ル
ー
ド
が
ル
ー
ル
づ
く
り
や
働
き
方
改

革
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

藤
井　

社
内
の
制
度
を
整
え
る
こ
と
で
、
従
業
員

が
働
き
や
す
く
な
り
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
美
容
ク
リ
ニ

ッ
ク
は
離
職
率
が
高
い
業
界
で
、
当
時
は
聖
心
美

容
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
平
均
勤
続
年
数
も
２
年
程
度
で

し
た
。
し
か
し
制
度
を
整
え
た
後
は
、
５
年
に
伸

び
ま
し
た
。
こ
こ
に
長
く
い
て
頑
張
り
た
い
と
み

ん
な
が
思
え
る
企
業
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
変

化
で
す
。

Genki Group

の
仲
間
に
な
っ
て
良
か
っ
た
点

を
教
え
て
く
だ
さ
い

徳
永　

仲
間
が
増
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
現
場

の
方
々
と
一
緒
に
考
え
て
発
信
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
で
「
患
者
さ
ん
が
増
え
ま
し
た
」
と
か
「
効

果
が
あ
り
ま
し
た
」
と
い
う
声
を
も
ら
え
た
と
き

は
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
我
々
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
も
つ
な
が
り
ま
す
し
、
や
っ
て
い
て
よ
か
っ

た
な
と
思
う
瞬
間
で
す
ね
。

藤
井　

G
enki G

roup

に
は
「
ま
ず
や
っ
て
み

よ
う
」
と
い
う
精
神
が
あ
る
こ
と
や
、
現
場
と
の

距
離
が
近
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
以
前
は
、
現
場

は
現
場
、
裏
方
は
裏
方
、
と
は
っ
き
り
分
か
れ
て

い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
今
ほ
ど
頻
繁
に

は
取
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、G

enki 

G
roup

に
入
っ
て
か
ら
は
現
場
と
事
務
の
垣
根

〝
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
は

　
　
　

改
善
の
余
地
が
あ
る
業
界
。

だ
か
ら
業
界
全
体
を

変
え
て
い
き
た
い
〞

徳
永

155 医療法人社団 美翔会　福岡院へ

心配性でカウンセリングの時にたくさん質問をしましたが、全てに丁寧に答えていただけました。



を
超
え
た
交
流
が
あ
り
、
非
常
に
良
い
な
と
思
い

ま
す
ね
。

徳
永　

私
も
マ
ー
ケ
テ
イ
ン
グ
の
仕
事
を
す
る
中

で
、「
患
者
さ
ん
か
ら
こ
う
い
う
声
が
あ
り
ま
し

た
よ
」
と
か
、「
患
者
さ
ん
は
こ
の
情
報
を
重
視

し
て
い
ま
す
」
と
い
っ
た
現
場
の
声
が
直
接
聞
け

る
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
そ
れ
に
応
え
て
、

私
た
ち
も
「
こ
う
い
う
デ
ー
タ
が
あ
っ
て
、
今
こ

ん
な
変
化
が
起
き
て
い
ま
す
」
と
い
っ
た
こ
と
を

お
伝
え
で
き
る
。
現
場
と
本
部
が
ひ
と
つ
の
チ
ー

ム
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
、
お
互
い
に
良
い
仕
事
が

で
き
て
い
る
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

佐
藤　

私
は
、
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
歯

科
事
業
や
介
護
事
業
な
どG

enki G
roup
の
全

体
で
、
従
業
員
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
な
も
の
を
生
か

し
、
業
務
の
足
り
な
い
部
分
を
補
い
合
う
と
い
っ

た
、
助
け
合
い
の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
良

か
っ
た
点
だ
と
思
い
ま
す
。
仲
間
が
ど
ん
ど
ん
増

え
て
、
大
き
な
組
織
と
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
で
き

る
こ
と
が
増
え
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

そ
れ
で
は
、Genki Group

が
50
周
年
と
い
う
こ

と
で
、
次
の
50
年
に
向
け
て
組
織
と
し
て
取
り
組

み
た
い
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

徳
永　

日
本
一
、
患
者
様
の
満
足
度
が
高
い
、
美

容
医
療
業
界
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
な

り
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
。

佐
藤　

知
名
度
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
な
の
で
す
が
、

Ｃ
Ｍ
を
バ
ン
バ
ン
打
つ
と
か
で
は
な
く
、
品
質
の

部
分
で「
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
い
え
ば
聖
心
」と
思

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

藤
井　

メ
デ
ィ
ク
ル
ー
ド
と
し
て
は
、G

enki 

G
roup

の
事
業
で
横
断
的
に
活
躍
で
き
る
人
材

を
育
て
る
「
ネ
ク
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

と
い
う
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
世
の

た
め
人
の
た
め
に
な
る
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る

自
負
が
あ
る
の
で
、
も
っ
とG

enki G
roup

の

知
名
度
を
上
げ
、
日
本
だ
け
で
な
く
ア
ジ
ア
全
体

に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

株式会社 メディクルード

2006 年にメディクルードへ入社。管
理本部として会社の体制やルールを
整えたり、従業員が働きやすい環境
づくりに取り組む。患者様の満足度
を高めるのはもちろん、従業員が満
足して働ける環境整備を追及し続け
ている。

佐藤 潤
メディクルード
管理本部部長

会計事務所勤務を経て、2004 年に聖
心美容外科に入社。その後、メディク
ルードの立ち上げに参画し、医療法
人と株式会社との運営支援体制を構
築。「 現場第一 」をモットーに、財務
担当として安定した運営基盤の確立
と更なる事業拡大に取り組んでいる。

藤井 真吾
メディクルード
常務取締役

2005 年にメディクルードの前身であ
るセイシンワークスに入社。現在は
マーケティング部部長として、Web
サイトや SNS など様々なメディアを
通じた聖心美容クリニックのプロモ
ーション統括を担当。日々「 真面目
な美容医療 」を世間に広げるべく邁
進している。

徳永 暁一
メディクルード　
取締役・マーケティング部部長

　
　
　
　

 　
〝G

enki G
roup

は
、

従
業
員
そ
れ
ぞ
れ
の

　
　
　
　

得
意
な
も
の
を
生
か
し
、

助
け
合
う
幅
が
広
が
っ
て
い
る
〞

佐
藤

156株式会社 メディクルード　管理本部（ 財務経理チーム ）へ

丁寧で確実なサポートありがとうございます。



株式会社 メディクルードの職員のみなさん

157 株式会社 メディクルード　マーケティング部へ

丁寧な HP をきっかけにご来院いただきました。



株式会社 フラワーコミュニティ放送

Genki Group 創業 50 周年、そして当社は開局 25 周年
を迎える節目の年となりました。当社の主力事業のメ
ディア関係もこの半世紀で様変わりし、つねに最先端
の情報発信手法を学び取り入れてきていますが、時代
の変化の速さをを改めて実感しています。
一方でネット社会で広域情報発信が容易になる中、AI
技術等によるファイク画像の流布など正確な情報がわ
かなくなってきている時代です。
当社では、この時代の中で地域に根ざし、正確な情報
を伝え、広めることで地域の繁栄の一助になりたいと
活動してまいります。

山田 照夫
専務取締役

当
社
は
、
１
９
９
８
年
２
月
埼
玉
県
下
で
２
番
目

に
開
局
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
と
し
て

事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
埼
玉
県
鴻
巣
市
の

周
辺
に
て
「
唯
一
無
二
の
情
報
発
信
基
地
」
と
し

て
大
き
な
災
害
時
に
も
24
時
間
地
域
情
報
を
発
信

し
地
域
か
ら
の
厚
い
信
頼
を
頂
戴
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、ラ
ジ
オ
放
送
の
他
に
も
、ド
ロ
ー
ン
撮
影

や
３
６
０
度
動
画
・
動
画
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
配
信
な
ど
の

映
像
制
作
部
門
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
デ

ザ
イ
ン
す
る
デ
ザ
イ
ン
部
門
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
制
作
・
運

用
管
理
代
行
を
す
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
部
門
、
音
楽
療
法
や

タ
レ
ン
ト
派
遣
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
イ
ベ
ン
ト

部
門
、
そ
れ
ら
を
有
機
的
に
利
用
し
Ｐ
Ｒ
に
繋
げ

る
広
告
代
理
店
部
門
等
、
皆
様
の
「
知
り
た
い
」、

「
宣
伝
し
た
い
」
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

50
周
年
の
意
気
込
み

Genki Group の仲間たちの中でも、一番時代を先取りしなくてはならない企業
が、私たちフラワーコミュニティ放送です。時代の変化に即応しながらも「 身
近な地域の情報格差をなくす 」、「 エンドユーザーがわかりやすい情報 」を伝
えることに左右されることなく、身近な情報を発信し、失われつつある地域コ
ミュニティづくりに注力してまいりたいと思います。
また、Genki Group の国内外の仲間たちの地道な活動に光を当て、地域社会生
活を支える活動を応援しながら、地域の賑わい創出する中心として活動してい
きたいと思います。

身近な情報を発信し、
地域のコミュニティづくりに注力してまいります

158医療法人社団  鴻愛会　あげお共生の家　鷲巣 富枝さんへ

良いスタッフに恵まれ感謝の言葉しかありません。



株式会社 フラワーコミュニティ放送の職員のみなさん

159 医療法人社団  鴻愛会　共生園　リハビリテーション課　濱田 雄一さんへ

いつもすぐに気がついてくれて助かるよ、ありがとう。



株式会社 アジアメデカ元気事業団

当
社
は
、
２
０
１
１
年
８
月
に
不
動
産
を
取
り
扱

う
会
社
と
し
て
発
足
し
、
そ
の
後
、
医
療
や
介
護

向
け
の
機
器
・
消
耗
品
な
ど
の
商
材
を
扱
う
会
社

と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
の
皆
様
の
お
手
伝
い
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
０
２
２
年
９
月
に
、

エ
ム
シ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
吸
収
合
併
し
、
Ｉ

Ｔ
関
連
業
務
で
、
パ
ソ
コ
ン
や
介
護
ソ
フ
ト
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
の
導
入
で
、
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
は
、
介
護
の
直
営
施
設
「
ザ
・
ク

ラ
シ
ッ
ク
メ
デ
カ
マ
ン
シ
ョ
ン
シ
リ
ー
ズ
」
と
し

て
、
大
宮
と
大
津
に
サ
高
住
を
展
開
し
、
熊
本
で

も
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
中
で
す
。
そ
の
他
訪
問

看
護
や
調
剤
薬
局
の
運
営
で
、
医
療
と
福
祉
に
広

く
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

50 周年おめでとうございます。平素よりグループの
皆様には、大変お世話になっております。創業の頃よ
り、グループ内でも本業以外に、物品調達の購買業務
や販売業務は必要不可欠の仕事でした。この業務に特
化して、グループ企業として会社として実務を行って
いる会社です。皆様のお役に立てる仕事をすることを
テーマに運営してまいりますので、今後ともご愛顧い
ただきますようお願いいたします。

松本 弘
代表取締役

50
周
年
の
意
気
込
み

長年の経験から、介護の現場に AI、IoT、ICT などのデジタル技術を導入して、
業務の効率化を図る「 介護 DX 」を推進し、自社の職員およびグループ会社の職
員と利用者さまを笑顔にする取り組みを、先頭に立って牽引していく会社を創
り上げていきます。海外人材の普及と共に、人材不足の課題の解決のため、尽
力します。

職員と利用者さまを
笑顔にする取り組みを

160医療法人社団  鴻愛会　共生園介護支援センター　櫻井 康弘さんへ

一人暮らしを支えてくれて、ありがとうございます。



株式会社 アジアメデカ元気事業団の職員のみなさん

161 医療法人社団  鴻愛会　こうのす共生病院　リハビリテーション科　黒澤 純子さんへ

ここに来ると元気が貰えるよ。ありがとう。



株式会社 日本医科学研究所

私
た
ち
は
地
域
医
療
の
向
上
に
貢
献

す
る
こ
と
を
使
命
と
し
、
地
域
の
医

療
機
関
と
密
接
に
連
携
し
な
が
ら
、

質
の
高
い
検
査
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
健
康
診
断
や
予
防
医
療
の
普

及
に
も
力
を
入
れ
、地
域
住
民
の
方
々

やGenki Group
職
員
皆
様
の
健
康

維
持
・
増
進
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い

り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、健
全
な
精
神

と
健
全
な
身
体
を
守
り
、日
々
の
活
躍

を
応
援
し
ま
す
。
私
た
ち
は
、地
域
社

会
全
体
の
健
康
と
福
祉
の
向
上
を
目

指
し
、
常
に
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

50 周年の節目を迎えるに当たり、今まで支えてい
ただいた皆様方に心から感謝申し上げます。今後
も『 小さな子供からお年寄りまで全ての人が安心
して幸せに暮らせる社会 』を目指し、最先端の医
療技術と質の高い福祉サービスの融合を図り、皆

様方の健康管理を目指します。初心を忘れず、更
なる⾶躍を目指して挑戦を続けます。これからの
50 年も地域社会に貢献し続ける企業を目標に考え
ております。引き続きご支援ご鞭撻の程、宜しく
お願いいたします。

50 周年の意気込み 全ての人が、安心して幸せに暮らせる社会へ

私が埼玉臨床に入社したのは1988年8月のことでした。当時、臨床検査セ
ンターの価格競争が激化している中でした。そのような状況下で、神成会
長が常に言われていた言葉は、『 目標を持つこと・言い訳をしないこと・
嘘をつかないこと・元気で明るいこと 』でした。私は約 10 年間グループ
を離れていましたが、2017 年 7 月に日本医科学研究所に復帰し、Genki 
Group に戻って感じたのは、神成会長の言葉が今もなお生き続けていると
いう実感でした。

益岡 克育   取締役

162株式会社 サンガジャパン　かすがやまⅡ号館　僾河 二三子さんへ

あなたが夜勤の時は安心してぐっすり寝ることができる。ありがとう。



エムシー社会保険労務士法人

弊
社
は
社
会
保
険
労
務
士
法
人
と
し

て
、
給
与
計
算
や
社
会
保
険
手
続
き

等
の
専
門
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お

り
ま
す
。
煩
雑
に
な
り
が
ち
な
給
与

計
算
や
社
会
保
険
手
続
き
を
、
法
令

に
基
づ
き
正
確
か
つ
効
率
的
に
代
行

す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
客
様
の
負
担

軽
減
を
実
現
い
た
し
ま
す
。
ま
た
そ

の
中
か
ら
見
え
て
く
る
課
題
に
対
し

て
も
、
最
新
の
法
令
や
規
制
に
照
ら

し
合
わ
せ
、
常
に
変
化
す
る
法
的
要

件
に
迅
速
に
対
応
し
解
決
案
を
ご
提

供
い
た
し
ま
す
。
社
会
保
険
労
務
士

の
専
門
性
を
活
か
し
、
お
客
様
の
成

長
を
全
力
で
ご
支
援
致
し
ま
す
。

この節目の年に改めて抱負を述べさせていただき
ます。弊社は労働環境におけるコンプライアンス
のサポートに注力いたします。労働・社会保険各
法に関する法的なアドバイスや必要な手続き支援
を通じて、事業者が適切な法的基準に則って、リ

スクを管理した事業展開を行えるようご支援いた
します。これにより、職員様の労働環境の向上に
も繋がり、ひいては利用者様へより良い介護環境
の提供が実現されるよう、介護事業の未来に全力
で貢献してまいります。

50 周年の意気込み 介護事業の未来に、全力で貢献してまいります

創業 50 周年、心からお祝い申し上げます。この 50 年間介護事業において
は多くの変化を乗り越え、また大きな成果を収められたと思います。そし
て今後もさらなる進化が求められております。私共も、介護事業に係わる
社会保険労務士法人として支援させていただいておりますが、今まで以上
にその使命を全うする所存でございます。皆様と共に進化を達成できる
よう、今後ともご協力を賜りたくお願い申し上げます。

井上 学   代表社員

163 株式会社 サンガジャパン　デイサービスセンターのぞみ翔裕館　佐藤 良太さんへ

いつも美味しいご飯ありがとう優しく声をかけてくれてありがとう。



株式会社 アメックファーマシー

当
社
は
２
０
１
７
年
11
月
に
創
業
し
、

保
険
調
剤
薬
局
を
３
店
舗
運
営
し
て

お
り
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
９
月
に

Genki Group

の
一
員
と
な
り
、
か

じ
お
温
泉
翔
裕
園
内
に
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
熊
本
爽
や
か
な
風
を
開

設
し
介
護
部
門
へ
参
入
い
た
し
ま
し

た
。
２
０
２
３
年
４
月
よ
り
ア
ジ
ア

メ
デ
カ
元
気
事
業
団
の
サ
ポ
ー
ト
を

開
始
し
、
熊
本
県
内
の
介
護
施
設
運

営
の
支
援
を
し
て
お
り
ま
す
。

本年は当社にとっても設立７周年となる節目の年
です。調剤薬局部門ではこすもす薬局御船店が保
険調剤薬局にて算定できる最上の加算「 地域支援
体制加算 」の算定を開始、LINE を利用した患者フ
ォローアップシステムを導入し、一歩先を行く調

剤薬局となります。また、訪問看護部門では PT を
採用し、訪問リハにも対応するステーションとな
ります。本年も地域医療と Genki Group の発展に
大きく貢献していく所存です。

50 周年の意気込み 地域医療とGenki Groupの発展に貢献していきます

50 周年記念、誠におめでとうございます。 神成会長、神成理事長はじめ
理事、社員の皆様方の今後のご発展と、貴社ますますのご隆盛を祈念いた
します。

野口 賢   代表取締役

164医療法人社団  鴻愛会　共生園　事務課　田中 良枝さんへ

ご丁寧に説明して下さってありがとうございます。



株式会社 メディケア・リード・ジャパン

当
社
はGenki Group

医
療
機
関
よ

り
派
生
す
る
業
務
の
請
負
を
主
と
し
、

Ｍ
Ｓ
法
人
と
し
て
２
０
０
９
年
に
設

立
い
た
し
ま
し
た
。
過
去
よ
り
、
中

国
・
台
湾
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
法
人
・

病
院
開
設
に
携
わ
り
、
タ
イ
王
国
で

は
Ｊ
Ｃ
Ｉ
認
定
病
院
と
提
携
し
ア
ジ

ア
人
外
来
の
設
立
や
、
メ
デ
ィ
カ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
等
、
日
本
に
お
け
る
医

療
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
昨

今
は
、
医
療
・
介
護
に
お
け
る
Ｍ
＆

Ａ
の
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
や
、
グ

ル
ー
プ
内
の
Ｈ
Ｒ
領
域
に
お
け
る
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
多
角
化

す
る
医
療
・
介
護
領
域
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
を
主
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

私が社会人となり昨年30年を迎えました。当時、手
書きの帳簿、PC は LOTUS や一太郎。まだWindows
が販売される前と比較し、当然ながら時代は大き
く変化しております。医療・介護の領域でも毎年
アップデートされ、時代の速度に取り残されてし
まえば、敗者となります。いかに変化に順応する

か？暗黙知で仕事をするか？そこに自己変革が必
要と思います。他方、レガシーとして伝承するのは
理念であり、感動介護憲章であり、行動指針であ
ると思います。この50年で築き上げたグループの
礎を、⾶躍させるための行動として、変革を恐れ
ず新たなステージに向け突き進みたいと思います。

50 周年の意気込み グループの礎を飛躍させるために、新たなステージへ

創立 50 周年、誠におめでとうございます。半世紀にわたり地域に深く根差
した医療・介護・教育サービスを提供し続ける中、私個人は神成会長が支援
した病院に入職したことが当グループでの活動の始まりでした。その後、
病院に 15 年在籍した後、当社を設立し、グループの医療・介護の後方支援
を行い、2021 年に調剤薬局を買収。昨年 1 月よりサンガジャパンで活動し
ております。医療・薬局・介護の3領域を経験することができ、多職種連携の
必要性を強く感じており、各エリアにおける医療資源と介護の接続を意識
し、今後国内外で Genki Group が発展できるよう尽力したいと思います。

山口 智博   代表取締役

165 株式会社 サンガジャパン　ケアホテルのぞみ翔裕館　福田 斉さんへ

話を聞いてくれてありがとう。



サンガ共同組合・株式会社 エネクト
「
ア
ジ
ア
の
力
を
世
界
に
繋
ぐ
。
ア

ジ
ア
の
人
材
が
花
開
く
明
日
を
共
に

描
こ
う
。」

株
式
会
社
エ
ネ
ク
ト
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

特
定
技
能
ビ
ザ
で
就
労
可
能
な
外
国

人
従
業
員
の
募
集
か
ら
現
地
教
育
、

就
労
時
の
支
援
、
帰
国
手
続
き
ま
で
、

一
貫
し
た
サ
ポ
ー
ト
が
可
能
で
す
。

外
国
人
就
労
者
の
採
用
を
も
っ
と
身

近
に
、
外
国
人
就
労
者
の
方
々
に
も

っ
と
日
本
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
を
心
掛
け
て

い
ま
す
。

周年というのはこれまでの歴史を振り返ることも
大事ですが、次なる 60 周年、100 周年に向けて次
なる innovation を起こすことが重要です。そのた
めには、Genki Group が今まで築いてきたアジア
での基盤をより強固にしていくことが私の使命で

あると考えています。まずは、ミャンマーでモデ
ルを構築し、カンボジア、ベトナム、そして、東
南アジアが " 元気 " に共に生き続けていくことが
できる道を作り続けます。

50 周年の意気込み アジアでの基盤をより強固にしていくこと

Genki Group50周年誠におめでとうございます。50周年の節目の年にグル
ープとして共に歩むことが出来ることを大変光栄に感じております。ま
た、グループ企業各社には本年度より関わらせていただき、皆様には平素
より大変お世話になっております。私含めて、エネクト社員一同は人と
人、人と企業を繋ぐ橋になり、Genki Group の発展に寄与してまいります
ので、引き続きのご指導よろしくお願いいたします。

山田 卓   代表取締役

166株式会社 サンガジャパン　ケアホテルのぞみ翔裕館　佐藤 穏さんへ

他の施設も考えたけど、あなたがいてくれてありがとう。



Coming Soon
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功労者のみなさま・挨拶
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Genki Group

〒 330-0854
埼玉県さいたま市大宮区桜木町 4-333-13

OLSビル 15 階
TEL: 048-631-0070
FAX: 048-631-0080
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